第１部　１９９０年以降の活動概要

平成2年度の回想（１９９０年度）
部　長　ロバート・ラッシュ

委員長　尾道　憲二

　この1年は高体連登山部にとって大きく変換した年であった。まず役員の改選がある。用品部長の退官に伴って、ロバート・ラッシュ新部長をお迎えし、13年間委員長を続け登山部の発展に大きく寄与された加賀谷委員長から尾道新委員長に交代、事務局も基町高から学院へと移された。常任委員に能勢（広陵）・中路（清心）の若手を加え、組織の若返りを図った。

　次に、全国大会での好成績が上げられる。宮城インターハイでの男女アベック優秀校入賞や福岡国体での少年男子の総合優勝・女子の第3位などの輝かしい活躍ぶりである。競技登山が浸透する中で広島県の頑張りは全国の注目の的となっている。これも多くの先生方の協力と生徒と共に頑張っておられる監督・コーチの精進の賜物と感謝していると同時に、全国登山部の盟主としての誇りを持って更なる飛躍を続けてもらいたいものである。この祝勝会が12月22日山岳連盟と合同で、県高体連・県体協からの多くの臨席を賜り盛大に開催され、監督・選手の労をねぎらった。また、県知事賞をはじめ多くの表彰をいただき励みとなっている。この功績により県体協より国体の男子監督西部（安西）が特別功労賞の表彰を受けた。

　競技登山のみでなく活動の大きな柱としている安全登山推進のための研修会・講習会も県高体連・県教委の御理解により数多く開催することができた。

　まず指導者のための研修会は文登研には赤松（学院）三浦（皆実）、冬に寺田（広商）の各氏を。インターハイ研修に谷・原田・綿井の3人を、また県内講習では7月二谷で沢登り、10月三倉岳で岩登り講習会を開き技術の習得に励んだ。

　高校生への講習会は8月県内から40名を集め1泊2日のリーダー研修を学院で行った、各校のレベルアップに大いに役立っている。9月には中国大会に向けて合同研修会を学院で開き、上位入賞のための競技技術の研修を行った。そのかいあってか、安古市高の優勝をはじめ多くの入賞校を出すことができた。

　登山競技は高校になって初めて知る生徒がほとんどであり、技術・知識の習得に多大の時間がかかります。その意味でも今後も合同の練習会・講習会・研修会を機会ある毎に持ちたいと思っている。来年度は更にこれらを発展させ、北アルプスでの合同合宿を計画中である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尾道）

2．大会記録

◎　第43回県高校総体（第34回全国高校登山大会県予選）

　と　き　6月2日～3日

　ところ　福山市山野峡

成　績

＜男子＞

　A隊　①広島学院　（98．0）　②  広  （86．8）　  ③広大附属　（84．8）

　　　　④高　　陽　　　　　　 ⑤修　　道　　　　　 ⑥庄原格致

　B隊　①広島学院　Bl　　②広島学院　B3　　③安古市　Bl　　④高　　陽　B2

　　　　⑤庄原格致　　　　⑥修　　道

＜女子＞

　D隊　①高　　陽　（90．6）　②庄原格致　（90．0）　③　広　　（80．4）

　　　　④誠 之 館　　　　　⑤ND清心　　　　⑥可　　部

　E隊　①高　　陽　El　　②誠之館　　　　　③　広

　　　　④廿日市西　　　　⑤庄原格致　　　　⑥ND清心

　以上の結果、インターハイ出場校は、男子団体広島学院、女子団体高陽に決まる。

　今年の県総体は、「華ひらけ　無限の力山野の夏に」をスローガンに、県立自然公園山野峡で開催された。参加校26校、参加生徒男子238名、女子139名という、昨年以上の盛況であった。そのため、競技に際しては、従来のように1チームずつスタートしていたのでは時間がかかるため、1日目は2チームずつ、2日目は4チームずつ同時にスタートということにした。ところが、2日目コース途中の特区間スタート地点は、足場が悪く、1チームずつしかスタートできなかったため、多くのチームを足止めさせることになってしまった。次回への反省点としたい。ただ、そのような不手際もあったにしても、制限時間をオーバーするチームが多く、日頃のトレーニング不足が感じられた。ともあれ、好天に恵まれ、また、前回の山野峡大会の時のように山中で行方不明になるチームもなく、無事に大会を終えることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西部）

◎　県新人登山大会

　と　き　平成3年1月26日～27日

　ところ　比婆郡西城町　　竜王山～立烏帽子～池の段

　さんか　参加校　16校

　　　　　参加者数　男子　96、女子　41，　顧問　31、岳連　3

　今年の大会は、広島駅から熊野神社まで初めて3台のバスをチャーターし、従来のJR利用を変えてみた。今後はこの輸送方法が定着するだろう。16校中11校が利用した。　二日間とも天気は上々。気温も冬山としては高かった。　ワカンをつけた歩行訓練には、雪がやや少なかったものの、夏には薮でとても登れないようなところを、雪に覆われていればこそ、生徒は自由にコースをとって、立烏帽子を直登したり、木々のあいだを滑りおりたりしていた。

　二日目朝の集合時に遅れてくるパーティがいくつかあった。寒さの中で待たされるパーティのことを考え、山では特に時間厳守するようにと登山隊長から指導があった。

　生徒の冬山登山準備は年々しっかりしてきた。また技術も向上している。これは毎年ご指導くださる岳連の先生方のおかげであり、ここに感謝の意を表したい。　今回も小土井、上中、河野の三氏から雪中の設営、生活、歩行などの方法について、貴重なアドヴァイスをいただいた。わたしたち顧問は、このいただいたアドヴァイスを学校に持ち帰って、生徒に徹底指導していきたいものである。

　また生徒も先輩から、後輩へ確実に冬山の経験と知識を伝えていくべきだろう。

　雪と戯れ、白銀の世界に見とれ、本当の自然を肌で感じ、静けさに耳を傾けて、楽しい二日間を無事終えることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学院　大庭）

◎　中国大会県予選

　と　き　9月8日（土），9日（日）

　ところ　鉾取山一帯

　参加校　観音、国泰寺、皆実、基町、ＮＤ清心、可部、修道、広大附属、安芸、安古市、

高陽、電大附属、広島学院、安西、広陵、広島商、廿日市西、広、呉三津田、

庄原格致、日彰館、誠之館、尾道東　　　　　　　　　　（参加生徒　264名）

〔第1日目〕

　1日目のコースを決めるのに苦労したが、矢野中の近くの月ヶ丘公園に集合し、金ヶ灯篭山から北北西にのびている尾根をコースに選んだ。今年は夏に風台風が、2度上陸し、松枯れの激しい近郊の山は倒木の山と化し、歩きにくいコースとなった。平谷無線中継所手前の中国自然歩道までを特区間とし、A・D隊はここから金ヶ灯篭山・城山を経て新峠を下り、海田町営キャンプ場までとした。B・C・E・F隊は中国自然歩道を下り、三迫の町を通りキャンプ場までとした。A・D隊は長いコースとなり最後のパーティーは6時半頃となった。

　キャンプ場は炊事棟が8月に完成していたが、飲み水が湧水のため味は良いが量が不足して、少しづつしか出なくなった。

〔第2日目〕

　キャンプ場から新峠を経て洞所山までを特区間とし、鉾取山を経て瀬野小までをコースとした。新峠に向うダムは工事中でザイルを張って安全を確保する。洞所山までは苦しい登りである。多くのパーティーがリタイヤをした。原山・鉾取山あたりは登山道も広く気持よく歩ける。原山は大きな林道がありびっくりする。P599は唯一の見晴らし台である。ここからはコルを経て一気に谷を下ると瀬野小である。今回は暑い中の大会であった。　　　　　　（林）

◎　第30回中国高等学校登山大会

　と　き11月1日（金）～3日（日）

　ところ　山口県秋芳町・美東町　　桂木山・秋吉台∵青山域

　三億年の悠久の地質時代が語りかけてくる山口県秋吉台山系で開催された第30回目の大会であった。

＜県内出場校＞

　・団体男子A　　　観音・庄原格致・広島学院・安西

　・団体女子B　　　高陽・格致・清心・皆実・基町・安古市

　・男子縦走C　　　可部・高陽・広陵・日彰館・安古市

〔第1日目〕

　参加校の選手達が、秋吉台上にある家族旅行村に集結してきた。辺りの紅葉が目をうばうなか開会式が始まる。式典終了後、隊編成があり、選手達は登山行動へと気勢をはやらせていた。

　設営・気象審査に続いてなごやかに夕食の準備が始まった。各県の監督には、第30回大会の記念事業ということで、地元山口の厚意で“きのこ汁”のご馳走になり、参加者一同は大感激。満天の星空の下、第一日日の夜は更けていった。

〔第二日日〕

　紅葉の盛りのなか、まず長門山系の最高峰撞木山（702m）に登る。きつい急登にあえぎ極めた山頂は最高の眺望であった。秋吉カルスト台地から周囲山並みを始めとして、日本海など360度のパノラマが展開していた。眼下の雲海と紅葉の大給巻きに見惚れながらテルモスの紅茶を味わった。

　桂木山からの下りが大変。地元山口の先生から『雨が降ったら地獄道』とのことであった。ここを下り、スカイラインを辿ると大正洞。これより自然歩道に従ってカルスト台地に入り込む。

　三億年もの昔のサンゴやフズリナ等の海洋生物が造りなした石灰岩。その石灰岩は二億年もの長きにわたり風雨や地下水にきりきざまれ、台上にはみごとなカレンフェルトや落ち込んだドリーネの群れを造り、地下には三百を越す鍾乳洞が分布しているとか。秋吉台は地上に、地下に穴だらけとなっていた。

　帰り水、長者森を経て西山へ登った。眼下に広がるカルスト台、彼方には桂木山があった。秋吉博物館の館長先生の講話を聞いた。秋吉台の自然こそ、その背景には三億年にわたる地球の歴史がきざみ込まれているのを感じた。

　夕食後、生徒らは、キャンプファイアーを囲み深夜まで交歓会を楽しんでいた。

〔第三日日〕

　4時起床。幕宮地の整理もすませ開会式に臨む。いっものことながら成績発表に一喜一憂。大会終了後、広島県選手団は大正洞を見学して解散した。

＜県内入賞校＞

・団体男子A　　広島学院（2位）　庄原格致（5位）　安　　西（6位）

・団体女子B　　庄原格致（2位）　ＮＤ清心（5位）　高　　陽（5位）

・男子縦走C　　安古市　（1位）　高　　陽（4位）　　　　　　　　　　　　　（谷）

◎　平成2年度全国高校総体（第34回全国高校登山大会）

　と　き　8月1日～5日

　ところ　宮城県蔵王山系

総監督　谷　断ニ

コースA男子団体　広島学院．優秀校

　監督　尾道　憲二　CL赤木、SL加里本、福島、小川

コースB女子団体　高　　陽　優秀校∵

　監督　福永　輝彦　CL上林、SL小田、新井、高畠

　「華ひらけ　無限の力　宮城の夏に」のスローガンのもと、蔵王山系で全国高校登山大会は開催された。

　広島を7月25日に発って26～29日の4日間現地にて下見を兼ねた強化合宿を組み事前研究と体力の調整に励み、万全を期して大会に臨んだ。大会に入った途端、太平洋高気圧が強く張り出してそれまでの涼風がピタリと止んで、猛暑の中の山行となった。夜は寝苦しく、山中は炎天下で風がなく、初日の登りに熱射病でリタイアするチームがA隊だけでも46校中11校にのぼった。このような状況の中で広島県チームは実に元気であった。明るくチームワークがとれ、余裕を持って行動していた。これらは日頃の訓練の成果であると同時に永年出場してきた貫禄を感じさせるものがあった。

　成績は上記の通りで広島・山口など男女2校優秀校になった県が今年は目立った。

　審査方法が今年から少しずつ変更され、主観的要素をできるだけ客観的に審判し、公平観を持ってもらうように改めようという努力がなされている。これは選手・監督にとって有難いことで大歓迎であるが、特に、体力面の採点について、国体方式の採点になっては安全登山の目的に反するという危倶の念があるのか全国的には了解を得るまでには至っていない。今後少しずつではあるが競技としての登山の位置付けが進むことを期待したい。　　　　　（尾道）

◎　第45回国民体育大会中国ブロック大会

　と　き　6月23日～24日

　ところ　鳥取県・船上山

出場者

＜男子＞

　監督：西部伸也（安西）

　選手：南　裕一（学院）、　堀江清二（電大附）、　中本　孝（安西）

＜女子＞

　監督：福永輝彦（高陽）

　選手：藤田和美（格致）、　山口綾美（可部）、　坂本祥子（格致）

成　練

＜男子＞

　総合　①山口、広島　③岡山

　縦走　①山　口（100．00）　　　　②広　島（95．32）

　踏査　①広　島（96．38）　　　　 ②山　口（92．00）

＜女子＞

　総合　①山口　②広島　③岡山

　縦走　①山　口（100．00）　　　　②広　島（93．48）

　踏査　①山　口（94．00）　　　　 ②広　島（74．92）

　昨年度の北海道国体で、少年女子1位、少年男子2位と、輝かしい成績を収めた我が広島県であったが、今年もまたその国体がやってきた。まずはブロック大会で上位に入って、本大会への出場権を獲得しなければならない。今年は中国ブロックからは男女とも2チームが本大会へ出場できることになっていたので、春休み以降着実に強化合宿を重ねてきた我々にとっては、この予選のクリアは比較的楽であった。成績の方は、上記のように、男女とも山口県に負けはしたが、要は本大会で勝てばよい。　　　　　　　　　　　（西部）

◎　第45回国民体育大会

　と　き　10月21日～25日

　ところ　福岡県　雷山山系

出場者

＜男子＞　中国ブロック大会に同じ

＜女子＞　中国ブロック大会に同じ

成　績

＜男子＞　総合　①広島　②福島　③岩手　④滋賀、福岡、長崎　⑦神奈川、石川、山口

　縦走　①滋　賀（162．42）　②広　島（160．16）

　踏査　①山　口（90．45）　 ②広　島（89．07）

＜女子＞　総合　①山口　②福岡　③広島　④岩手、栃木　⑥石川　⑦滋賀　⑧愛知

　縦走　①山　口（166．26）　⑤広　島（147．94）

　踏査　①福　岡（89．25）　 ②広　島（83．15）

　今年は、広島県から比較的近い福岡県での開催なので、昨年度に劣らぬ成績を目指すべく、現地強化練習も入念におこなった。

　まず男子の方であるが、本番前の白木山練習でもいいタイムが出たし、かなりの自信を持っていた。ところが開けてびっくり、今年のレベルの何と高いことか。初日縦走T2の時間点は6位、2日目T3　にいたっては11位である。それでも、2日とも満点の天気図で挽回し、縦走は結局第3位に入り、残る最終日の踏査に何とか希望をつなぐ。踏査では選手達は実によく頑張った。一時間点は1位、定点は満点、残念ながら読図設問で1つミスをし、結局踏査は第2位になったが、縦走1位の滋賀、2位福島が踏査で後退し、総合で広島が第1位になったのである。夏休みからの計6回、延べ20日間にわたる現地強化練習が大きく実を結び、喜んでいる。

　一方、女子の方であるが、昨年度北海道で優勝した時のチームに較べれば、体力的　　　　　　　　　　に劣ることは否めない。けれども縦走で強敵山口県にビタリとつけ、踏査で1位を取るなら、総合1位も不可能ではない。残念ながら結果は縦走5位、踏査2位で、総合第3位であったが、しかしこれとて立派な成績である。

　なお、広島県の成年男子も総合第1位になり、山岳全体では広島県は地元福岡に次いで第2位、天皇杯得点120点と、広島県の各競技団体の中で一番の稼ぎ頭であったことを誇りに思っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西部）

◎　地区大会

＜広島地区＞

M　県総体広島地区予選大会

　と　き　4月28日（土）、29日（日）

　ところ　芸北山地（牛小屋高原）

　参加校　観音、国泰寺、皆実、清心、基町、可部、修道、広大附属、安芸、安古市、

高陽、電大附属、第一女子、広島学院、安西、広陵、広島商業、廿日市西

　　　　　（参加生徒　230名）

　今年も牛小屋高原で大会を開いた。十方山や内黒山を経るコースと三段峡を経るコースがある。天候には恵まれた山行になった。生徒数も増え牛小屋のキャンプ場が一杯になりテント場を確保するのにも苦労する位の人数である。新入生も多く来ておりキャンプ場は賑やかである。2日目は恐羅漢、旧羅漢山へと足を運ぶ。中には十方山から内黒峠まで縦走した学校もあった。山菜も取れる時期であり楽しみに－して行くが段々量が減ってきている。29日は三段峡祭りが開かれていて、駅前は店が並び盛況であった。今回は先年の大雨で橋が流されていて牛小屋谷コースは通れなかった。

（2）広島県地区新人大会

　と　き　11月17日（土）、18日（日）

　ところ　安芸郡府中町水分峡、岩屋観音

　参加校　観音、国泰寺、皆実、基町、清心、可部、修道、広大附属、安芸、安古市、

高陽、第一女子、広島学院、安西、広島商業、安芸府中　　（参加生徒137名）

　水分峡に幕営し、翌日は高尾山の岩場で班ごとに分れて岩登りの講習を行う。広島からのバス路線が変更になり、府中山田行きのバスに乗り水分峡入口で下車をする。夕方の5時までに集合し、テント設営後に炊事を行う。この時期は県内の大学生の合同キャンプがあるらしく、今年も一緒になった。

18日（日）は5時起床7時集合で班分けを行う。男子は経験者を3班、初級者を7班とし、女子は経験者を1班、初級者を3班とした。各班に先生がついてもらい、広大の山岳部の学生5名の応援を得た。男女とも経験者班は結構ハードな所を登っていて、オー頑張ってるなという気持ちになる。

初級者班も心がまえから始まり、ザイルワーク、確保技術、けん垂下降、登り方等多種にわたり技術の習得を行った。14時下山予定だったが、仲々の好評で14時30分下山となる。15時に閉会式を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林）

＜呉地区＞

目　地区総体

　と　き　4月26日（木）～27日（金）

　ところ　野呂山

　参加校・人数

　　広　高　校　生徒23名　顧問2名

　　呉工業高校　生徒6名　顧問2名

　　三津田高校　生徒21名　顧問2名

　本年度より高体連地区総体登山の部とし正式に位置づいた。その第1回目の登山大会であった。安登から野呂山キャンプ場に至る例年のコースであったが、好天に恵まれ心地良いスタートとすることができた。

2日目はキャンプ場より石内～白糸の滝～江ノ藤へ歩を進め昼食後閉会とし、それぞれ三方（広・呉・阿賀）へ下山した。

（2）地区新人登山大会

　と　き　11月18日（日）

　ところ　烏帽子岩山（天応）

　参加校・人数

　　広　高　校　生徒15名　顧問2名

　　呉工業高校　生徒 3名　顧問2名

　　三津田高校　生徒15名　顧問2名

　岩登り講習を主とした大会であったが、心配された寒さもなく、汗ばむ陽気の一日だづた。例年今少し早めの時期をと反省するのだが、各校の都合がつかず難しい。

　好天に恵まれたのは何よりであった。烏帽子岩より吉浦駅へ下山する。　　　　（江崎）

＜三次地区＞

目　地区総体

　と　き　5月2日（水）

　ところ　道後山

　参加校

　　格　致　男子16・女子8　引率2

　　日彰館　男子9・女子7　引率1

　　三次工　男子1　　　　　引率1

　道後山駅を出発し、1時間半で道後山スキー場の第一リフトロに到着。ゲレンデを上って、月見ヶ丘で昼食。山頂まで往復して山麓から路線バスで帰途についた。心配された雨には逢わず、まずまずの山行であった。日彰館の部員増が注目されたが、三次工の参加者減が残念であった。

（2）地区大会

　と　き　1月19日（土）～20日（日）

　ところ　竜王山一帯

　参加校

　　格　致　男子12・女子7　引率2

　　日彰館　男子8　　　　　引率1

　　三次工　不参加

　熊野神社で30cmの積雪。ワカンをつけて出発。昨年とは違い終始雪を踏みしめることができた。那智の滝上部、渡渉点手前からの冬道は雪量が充分でないので敬遠して夏道を行く。気温が高く、滝での休憩以後はシャツ1枚になる選手も多かった。竜王小屋周辺の雪は1m。小屋の入口を開けるのに思わぬ時間をかける。屋根からの水滴が冷たい。翌朝7時の外気温はマイナス3度。しかし、すぐに上昇。水場も凍結の気配がない。朝食後、立烏帽子への山行に出

かけるグループと小屋周囲の除雪にとりかかるグリープに分かれる。下山はワンピッチ、40分で神社へ。踏みしめる雪はかなりゆるんでいた。那智の滝から下部の雪量の減少が目についた。家に近づいた頃から雨模様となる。　　　　　　　　　　　　　　　　（原田）

＜備後地区＞

（1）県総体地区予選

　と　き　　5月3日（木）、4日（金）

　ところ　　福山市山野町　山野峡

　参加校　福山誠乏館、尾道東

　参加人数　生徒　30名　　顧問　5名

（2）地区新人大会

　と　き　　2月16日（土）、17日（日）

　ところ　　比婆郡西城町　竜王山一帯

　参加校　　福山誠之館、尾道東

　参加人数　生徒　29名　　顧問　6名　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鳥越）
平成3年度の回想（1991年度）
今年も輝かしい業績に包まれた一年であった。まずインターハイで男子縦走競技に出場の広島学院が昨年に続いて優秀校に選ばれた。国体山岳では少年男子が4位と健闘し天皇杯得点に大きく貢献し、広島県の得点源の面目を保った。特に優秀な選手として森（修道）の活躍を挙げておきたい。　インターハイ・国体の快挙と選手や関係者の慰労を兼ねて、12月16日祝勝会を開いた。年々厳しくなる状況の中、来年も開催されることを願っている。

大きな行事として第31回中国高校登山大会の主管がある。幸い会場地の比婆山は登山道もよく整備され熟知した地であったので運営は楽な方であったが、諸準備が大変であった。また、大会を直前にして委員長が入院するアクシデントがあり準備の遅れが心配されたが、各役員の協力体制がしっかりしていて大過なく成功を納めることができた。登山部の結束力の強さを感じた次第である。

研修事業も年々拡大し、充実している。まず今年から始めた夏山合同合宿（8月3～8日参加者73名）がある。各高校単位では難しい北アルプスへの遠征を経験ある指導者をつけて皆で登山することで可能にし登山技術の修得と、併せて安全登山の推進の一環としてよい研修となった。今後も毎年続けることができるよう頑張りたいものである。

文登研の指導者講習会には県教委の御協力で夏期・田中（皆実）、山岳スキー・桃谷（廿日市西）が参加、インターハイへは寺田（広島商）が県体協より派遣されそれぞれ研修の実をあげられた。県内研修では指導者講習会を7月細見谷で沢登り、3月信州へ山岳スキーを開催し、また8月には学院においてリーダー40名を集めて研修会を開き登山技術の研修に努めた。

今後の課題として、平成8年51回国体への取り組みがある。選手強化策もさることながら大会役員の養成が急務である。山岳競技は高体連登山部内でもまだ馴染みが薄い面があり、山岳連盟との連携をとりつつ人材の育成を急がねばならないと考えている。これを機会に日山協の地区指導員の資格取得を図っている。また、来年度からの県大会を国体コースで出来るだけ開催し多くの役員に現地踏査をしてもらいたいと思っている。　　（尾道）

2．大会記録
◎　第44回県高校総体（第35回全国高校登山大会県予選）
　と　き　6月1日～2日
　ところ　豊田郡川尻町・呉市，野呂山～灰ケ峰
このコースは、これまで何度も県総体会場となり、兜岩や灰ケ峰からの大展望は山の楽しさを、江ノ藤山・土山の登りは山の苦しさを教えてくれたが、今年は雨の中の大会となり、瀬戸内の展望を楽しめなかったのは残念だった。

初日のタイムレース中、熱疲労のため倒れて病院に運び込まれる生徒が出た。

2日目はしのつく雨であったが、男子は野呂山→白糸の滝→江ノ藤山→呉工高、女子は野呂山→二級峡→土山→江ノ藤山→呉工高を踏破した。

タイムレースは、男子：白糸の滝→江の藤山、女子：二級峡→土山のコースで行われた。昼食後、閉会式が行われ、以下の通り成績が発表された。
＜男子＞
　A隊　①修　　道（92．0）　②広島学院（91．5）　③庄原格致（81．6）
　B隊　①修　　道　　　　　 ②　高陽Bl　　　　   ③広島学院B3

＜女子＞
　D隊　①高　　陽（87．6）　②庄原格致（81．3）　③廿日市西（79．0）
　E隊　①ND清心　　　　   ②安古市
　この結果、インターハイ出場校は、団体男子に初優勝の修道、団体女子に高陽、男　　　　　　　　　子縦走に広島学院となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清原）
◎　平成3年度全国高校総体　（第35回全国高校登山大会）
　と　き　7月31日～8月4日
　ところ　静岡県南アルプス南部赤石山系
総監督　尾道　憲ニ
コースA団体男子　修道高校
　監督　藤田　昌信　選手　CL森、S L宮川、矢田、森中
コースB団体女子　高陽高校
　監督　福永　輝彦　選手　CL岡山、SL高畠、大都、森田
コースC男子縦走　広島学院（優秀校）
　監督　大庭　充　選手　CL城、S L山下、檜原、土肥
「感動はいっしょうけんめいの熱い風」のスローガンのもと、南アルブス赤石山系で全国高校登山大会は開催された。　我校の選手はこれまで標高2000m以上に登った経験がなかったので、3000mの高山を縦走する今大会に参加するにあたり、これまで以上に入念な事前研究と準備を行った。また、高地に慣れ、山の生活のリズムを作ることを目的として、7月23日から現地に入り、下見を兼ねた強化合宿をして，ある程度の自信をつけて、大会に望むことができた。

大会期間中は太平洋高気圧が前線を北へ押し上げてくれたので、それまでとはうってかわって、山登りにはもってこいの晴天に恵まれた。
選手は4日間、集中力を持続させ、日頃培った体力と技術を発揮し、無事競技を終えることができた。　成績は広島学院が第3位で優秀校に選ばれ、たいへん幸せに思っている。　夜明けの、あの神々しい富士山、お花畑の中の静かなテント場、ともに励ましあった全国の山仲間、そして地元井川の人達の心のこもったおもてなし等々、そのすべてを胸に、静岡県を後にした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大庭）
◎　第46回国民体育大会中国ブロック大会
　と　き　6月22日～23日
　ところ　広島県灰ケ峰・絵下山
＜少年男子＞
　監督：西部　伸也（宮島工）
　選手：中本　　孝（安西）、冨樫　敬史（可部）、森　浩嗣朗（修道）
＜少年女子＞
　監督：福永　輝彦（高陽）
　選手：高畠　美紀（高陽）、槙本　恭子（廿日市西）、滝本　知枝（格致）
成　績
＜少年男子＞
　総合　①山口　②広島　③岡山
　縦走　①山　口（99.50）　 　②広　島（95.15）
　踏査　①山　口（100.00）　　②広　島（90.23）
＜少年女子＞
　総合　①山口　②広島　③岡山
　縦走　①山　口（99.00）　②広　島（91.93）
　踏査　①山　口（91.00）　②広　島（87.41）
　昨年度の福岡国体では男子総合第1位、女子総合第3位と優秀な成績を収め、成年男子の総合第1位と共に、広島県に大きな貢献をした少年勢であったが、今年は開催県が地元とあって、いつもの年に較べると長距離運転などの苦労が少なかったけれども，結果は、男女とも山口県に敗れて第2位で、男子のみの予選通過ということになった。　　（西部）　　　　　　　　　　　　　
◎　第46回国民体育大会
　と　き　10月12日～16日
　ところ　石川県白山山系
＜少年男子＞
　中国ブロック大会に同じ
成　績
　総合　①石川　②山口　③滋賀　④広島　⑤神奈川　⑥岩手　⑦福岡　⑧北海道
　縦走　①石　川（175.73）　　⑦広　島（164.13）
　踏査　①石　川（89.34）　　 ②広　島（72.55）
　昨年度の福岡に較べると今年の石川は少々遠い。片道車で約10時間である。従って昨年のように度々現地練習というわけにもいかず、今年は夏休み1回（8／19～28）と9月2回（9／13夜～16、9／21昼～23）の現地練習であった。また、毎週日曜日には白木山、水曜日夕方には広島市内で合同トレーニングを行った。
　昨年も感じたことだが、山岳競技のレベルも高くなり、上位に入ることはなかなか難しくなってきた。1日目、2日目の縦走の結果は16チーム中第7位である。選手の一人が大会前に足を故障して万全の調子でなかったこともありはするが、上位に入るためには、強力なメンバーが3人揃うことが必要であると痛感した。
　3日目の踏査で少しでも上位にと思うが、正直なところあまり自信はない。おまけにスタート前に発表されたコースは予想外のもので、現地練習で一度も踏査してない箇所があった。監督としては、定点・コース確認でのかなりの失点を覚悟した。
　選手がゴールする。タイムは第3位、なかなが良い。練習をまずまず積んだとあって、読図問題を解く時間は他県に較べて極めて速い。後は、定点・コース確認、読図の結果待ちだが、発表を見て驚いた。何と、定点・コース確認が満点であったのだ。昨年同様、読図で1問落とすというご愛敬もついたがとにかくこれで踏査は第2位。そして総合では第4位ということになったのだ。かくして今年も最後の土壇場で「したたかな広島県」を演じたのだった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西部）
◎　第31回中国高校登山大会県予選
1991年度の中国高校登山大会県予選は、9月14日（土）～15日（日）の2日間に渡って比婆郡西城町の県民の森を中心として実施された。
　本年度は広島県が開催県ということもあり、各校の中国大会出場へ向けての力の入れようも相当なものであった。
行動予定としては、男子1日目、六の原～伊良谷山～毛無山～出雲峠～キャンプ場
2日目、県民の森広場～笹尾根～立烏帽子山～池の段～御陵～吾妻山（往復）～出雲烏帽子～広場、女子1日目、六の原～毛無山～出雲峠～キャンプ場、2日目、広場～出雲峠～出雲烏帽子山～吾妻山（往復）～御陵～池の段～立烏帽子山～笹尾根～広場となっており、中国大会への出場を巡って熱い闘いがくりひろげられた。
　一方、山での行動は天候にしばしば左右されることがあるが、今年の県予選は台風17号の中国地方直撃と同時期となり、風雨が激しくなる中、1日目の登山行動をどうするかで顧問会議がもたれ、登山道の安全確認、今後の台風の進行状況などについて緊迫した意見交換がなされた。結局、生徒の安全を第一にということで、本大会のための各コース隊役員のみコースを歩き、本大会の時間配分等を確認するということになり、１日目の行動は中止しタイムレース等全ての競技を2日目に実施することとなった。この判断は、その後の台風の進行状況を考えると的確であったと思われる。
　2日目は台風の影響も少なく、男子タイムレース：広場～笹尾根～立烏帽子駐車場、女子タイムレース：広場～出雲峠～出雲烏帽子間として、2日間の競技を1日で行うことになったが、負傷者を出すことなく無事県予選を終えた。本大会出場校については別記一覧表参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荒武）
◎　第31回中国高等学校登山大会
　と　き　11月1日（金）～3日（日）
　ところ　広島県比婆郡西城町　国定公園比婆山（県民の森）
　第31回中国大会は広島県の主管で、神話と伝説の里、比婆山において開催された。
〔第一日日〕

　男子43、女子16合計59パーティ・選手、監督295名が六の原に集結した。すばらし
い紅葉の中、開会式が始まる。式典・隊編成終了後、広場にて幕営・天気図・炊事等の審査が行われた。監督会議では広島名物の“おでん”が昨年の山口県のきのこ汁同様、好評を博した。
〔第二日日〕
　4時起床。6時よりA隊は立烏帽子山へ、B隊は毛無山へ、C隊は伊良谷山へ向けて出発する。天気は快晴、朝のうちは霜柱を踏みしめての登高である。各隊とも順調に進み、大膳原、吾妻山、出雲烏帽子山附近で再会し昼食をとる。交流会や講師の先生の講和等、十分な時間をとることができた。台風19号の被害が心配されたが、倒れた木は少なく、天然のブナ林のバランスの良さを感じさせられた。各隊とも予定通り落伍パーティもなく六の原に到着。地図、記録の提出後、キャンプ場に移動して幕営。夕食後、生徒らはキャンプファイアーを囲み深夜まで交歓会を楽しんでいた。
〔第三日日〕
5時起床。朝食、テント撤収を済ませて7時より体育館で中村慎吾先生の講演「比婆山の歴史、自然」を聞く。比婆山の歴史、又、人と自然との話しに感銘を受ける。

閉会式、成績発表、上位は山口県と岡山県が独占した。　　　　　　　　　　（松島宏）
◎　県新人登山大会
　と　き　1992年1月25日～26日
　ところ　比婆郡西城町　竜王山～立烏帽子～池ノ段
今年度の新人大会は、天候と雪に恵まれた申し分のない大会となった。昨年から始まったチャーター・バスによる移動の便利さも加わり、大会に臨む生徒達の表情も明るく、バス三台は熊野神社に無事到着。開会式後、八班に分かれ竜王山キャンプ場をめざした。キャンプ場ではすぐに雪上でのテント設営が始まった。技術指導の先生、二年生の経験ある生徒を中心に、雪用ノコとスコップを使って見事に雪のブロックを切り出して、テントのまわりに防風用の壁を作っていった。雪の壁の連なったキャンプ場は、さながら秀吉の一夜城を思わせる光景であった。

第二日日は、七時に集合。各班に分かれてワカンの取り付け方、歩き方の指導を受け、池ノ段に向かう，各班ごと新しいトレースを作るという条件のもと、立烏帽子への直登が生徒を待っていた。ラッセル、キック・ステップの技術の実践はなかなか思うようにはいかない。しかし、夏山では不可能なルートを通ることの楽しさと雪に覆われた比婆山の素晴らしさに、生徒も先生も登りの疲れを忘れる。池ノ段に到着した後、なだらかで広々した池ノ段の良さを実感しながら来た道を引き返す。今度は下降技術が中心となるが、慎重に下りつつ、尻セードも楽しむ。
　今大会でも冬山での技術習得の重要さと滑落の危険など冬山の厳しい面を学んだ。生徒の装備は充実しているが、まちがった装備や余計なものがあったりと、事前の指導と閉会式での「いかに最小限のものにするか」という言葉が印象に残る。最後ではあるが、岳連の方々に感謝の意を表したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桃谷）
◎　地区大会
＜広島地区＞
（1）県総体広島地区予選大会
　と　き　4月27（土）、28日（日）
ところ　芸北山地（牛小屋高原）

十方山・内黒山・三段峡をへる3コースを中心に入山する。天気は今年の晴天を全て集めたような超快晴。気持ちの良い登山となる。2日目は恐羅漢山往復が多く、十方山をへて帰るパーティは少ない｡春の行楽シーズンの始まりで列車の確保には苦労したが、何とかJRのお世話で対処できた。しかし、帰りのJRの指定利用車両を守らなかった学校があり反省してほしい。
（2）広島地区新人大会
　と　き11月16日（土）、17日（日）
　ところ　安芸郡府中町水分峡　岩屋観音
　岩登りの大会である。広島大山岳部の学生の応援を3人得る。上級・初級グループに分け効率よく計画をした。男女とも観音付近で実施。今年はお堂上の岩場を開拓しておいた。気付きとしては1日目の集合時間を守りたい。遅く来た場合は確認・連絡等が出来ないと思うし、気分の緩みにもつながり易い。また、参加人数が多くなってきたので安全対策には今まで以上の注意が必要と思われる｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林）
＜呉地区＞
（1）地区総体
　と　き　4月25日（木）～26日（金）
　ところ　野呂山
　参加校・人数
　　広　高　校　生徒18名　顧問2名　　呉工業高校　生徒3名　顧問1名
　　三津田高校　生徒20名　顧問2名
　第2回目の大会であり、今年は県総体の会場となるので、コース整備を兼ねて行った。県総体のコースとなる川尻から兜岩展望園地を経て野呂山キャンプ場に到り、夜は営火行事を持ち3校の友好を深めた。2日目はキャンプ場より石内～白糸の滝～江ノ藤へ歩を進め昼食後閉会とし、それぞれ三方（広・呉・阿資）へ下山した。

（2）地区新人登山大会
　と　き　11月17日（日）
　ところ　烏帽子岩山（天応）
　参加校・人数
　　広　高　校　生徒7名　顧問1名　　三津田高校　生徒8名　顧問2名
　岩登り講習を主体とした大会であったが、心配された寒さもなく、穏やかな小春日和の一日だった。今回は都合により呉工業の参加がなかったが、昨年まで広高校におられた江崎先生と安芸府中高校の生徒を交えて行った。昨年通り、沢で、登り方、ザイルワーク、アップザイレン等の技術講習を行い、沢の上部で展望を楽しみながら昼食をとった。その後烏帽子岩山頂より吉浦駅へ下山した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松永）
＜三次地区＞
（1）地区総体
　と　き　5月2日
　ところ　吾妻山
　参加校　格　致　男子15・女子7・引率3　　日彰館　男子12・女子2・引率2

　　　　　三次工　男子2　　　　　引率1

　地区大会としては初めて貸切バスを利用した。森脇のバス停から雨中行動。道路も変わっていて登山口がわかりにくい。沢を辿っているとみぞれに変わる。国民宿舎前からはパーティ毎に行動し、降雪・強風のなかを、吾妻山山項、大勝原を目指した。悪天候のため下山を早めるという散々な大会となった。
（2）地区大会
　と　き　1月18日～19日
　ところ　竜王山一帯
・参加校　格　致　男子6・女子6・引率3　　日彰館　男子4　　引率1

　ここ数日の降雪で雪量に恵まれ、熊野神社からワカンを使用することが出来た。那智の滝で70cmを越し、天狗の相撲場ではさらに深く、笹を踏み抜くと腰あたりまで埋まった。気温も低下しており、汗をかくこともなく竜王小屋まで2時間半をかける。小屋入口の除雪をする間の寒気は応えた。周辺の整理、水場の掘り出しなどに時間がかかり、この日の行動は中止。翌日、立烏帽子方面に向かい、13時前に小屋を出発して下山。終日、雪が降っていたが量は少なく、踏み跡は残っていた。
　天候・気温とも冬山らしい雰囲気の大会であった。　　　　　　　　　　　　　（原田）
＜備後地区＞
　と　き　1992年2月8日（土）9日（日）
　ところ　比婆郡西城町竜王山一帯
　参加校　福山誠之館、英数学館、尾道東
　参加人数　生徒31名　顧問5名
　例年より雪の少ない大会となったが、天候には恵まれ、穏やかな冬山を楽しむことができた。特に2日目は快晴となり、中国山地の山々を一望することができた。尚、本地区においては、英数学館、戸手商に同好会が発足しており、今大会には英数学館の参加をみた。今後の地区大会の充実と発展を考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　（鳥越）

平成４年度の回想（1992年）
部　長　ロバート・ラッシュ

委員長　尾道　憲二

　今年の各大会の詳細は後記の通りである。全国大会において、宮崎インターハイでは台風の直撃を受けながらも修道が優秀校に、また、山形国体では少年女子が第2位になる活躍をして期待にこたえた。12月には昨年に続き祝勝会を開き健闘を祝った。

　今年の県内大会会場は広島国体の会場予定地で地元湯来町・佐伯町の協力を得て開催し会場地をアピールすることができた。参加者の中から国体選手が生まれることを期待したい。

　県内大会での参加者も増加傾向にあり運営に苦慮する面もあるが、年々盛大になり、自然志向の若者の増加に意を強くしている。大会が肥大化するにつけて安全登山の推進をもっと押し進めていかなければならないと思っている。

　登山部は各種大会で好成績を挙げるための競技力向上と安全登山の推進のための講習、研修の2本の柱を事業の中心に据え活動している。研修事業では昨年に続き第2回夏山合同合宿を北アルプス立山・剣岳で8月2～7日参加者86名が日本を代表する高地山岳を経験した。また、8月20日～22日各高校のリーダー36名を集め、佐伯町勝成山・吉和村細見谷にてリーダー研修会を開催、リーダーとしての知識、技術、実技指導等の講習を受けた。特に、沢登りは初めての者が多く、よい経験になったと思う。

　また、指導者については、文登研の指導者講習会には県教委のご協力で夏期・松島（日彰館）、山岳スキー・大倉（安西）が参加。県指導者研修会を8月に細見谷で沢登り、3月には栂池、蓮華温泉に山岳スキー研修会を行い、登山技術の研修に努めている。

　広島国体を3年後に控え、会場地調査、役員の養成に山岳連盟と一致協力して取り組んでいるがまだまだ課題が多く残されている。

　今後も研修会を多く持ち若手指導者の養成を進んで図らねばならない状況である。

　最後になったが、永年登山部の発展に尽力して下さった先達が今年度2名ご逝去された。第4代登山部長菊岡道雄先生、呉工業高校戸井荘六先生のご冥福をお祈りしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　（尾道）

◎　第45回広島県高校総合体育大会　（第36回全国高等学校登山大会県予選）

　と　き　1992年6月6日（土）～7日（日）

　ところ　佐伯郡湯来町　東郷山・天上山　山県郡筒賀村　天上山・龍頭峡

成　績

＜男子＞

　A隊　①修　道（98．0）②広島学院（92．9）③廿日市西（82．8）④高　陽（82．5）

　⑤　広　（80．7）⑥観　　音（74．8）⑥国泰寺　（74．8）

B隊　①修　道　②広　Bl　③高陽B3　④庄原格致　⑤安古市　⑥広　B2

＜女子＞

　D隊　①高　陽（91．2）②庄原格致（90．0）③ND清心（84．0）④安古市（73．9）　

　　⑤廿日市西（61．3）⑥　広　（55．0）

　E隊　①ND清心El　②庄原格致　③安古市　④ND清心E2　⑤皆　実　⑥高　陽

以上の結果、インターハイ出場校は男子修道高校、女子高陽高校に決まった。

　今年度の県総体の主会場は呉であったが、平成8年の広島国体の会場である東郷山と天上山を使って行われた。参加校30校、参加者数男子205名、女子111名、役員71名、補助役員4名の合計391名の参加で行われた。

　初日はJR五日市駅北口より広島電鉄バスが湯来南高校までの臨時増発便を出したので予定通り12時より開会式を行う。天気に恵まれ阿弥陀山をバックに湯来南高校のグランドで開会式を行う。タイムレースはA、D、B、Eの順で出発した。

（参考タイム　ただしF隊によるもの）

湯来南高校（13：00）～登山口（13：45－14：36）～東郷山（15：32－15：46）～四本杉（16：33）～林道出合（17：25－17：35）～湯来町運動公園（18：47）

　二日目は朝から雨が降り続き、雨の降りしきる中をA、B、D、Eの順でタイムレースが行われる。尾根に出ると展望もやや開けて気持ちも幾分か明るくなってきたが頂上近くの捲き道はどろどろにぬかるんで中には泥んこの中をスリップし体中が泥だらけになるものもいた。天上山の頂上に着いても視界は全くきかず早々に下山に向かった。龍頭峡までは傾斜もきつかったので内心多少不安があったが幸い怪我人もなく無事に大会を終えることができた。

（参考タイム　ただしF隊によるもの）

運動公園（6：30）～登山口（タイムレース出発点）（8：15－8：45）～最低鞍部（9：28）～夕イムレースゴール地点（10：42）～天上山（10：55－11：00）～引き明けの森駐車場（11：40）～龍頭峡森林館（13：12）　閉会式（13：40－14：10）

◎　第32回中国高校登山大会県予選

　と　き　9月12日（土）～13日（日）

　ところ　鷹巣山・勝成山

1日目　佐伯高校をスタートして鷹巣山を特区ゴールとし、林道河津原線に出て花上から神社を経由して佐伯高校に戻るものである。

　標高が低いので体力的にはきつくないコースである。雑木林で景観は良くない。下りの林道も先の台風の影響か土砂崩れを起こしていた。佐伯高校のグランドを幕営地とした。

　2日目　佐伯高校から県道を30分歩き佐伯カントリーゴルフ場に着く。ここから上勝成山までを特区とする。

　このコースは谷筋なのでまむしがいたり、眺望も殆ど望めないが、頂上は津田の町並みや瀬戸内の山々が見渡せる一級の展望地である。ここから、林道を下り下勝成山まで新しく設置された遊歩道を進む。赤松と栂の林でさわやかな所である。ただ、景色は良いのだが、階段が250段あり人工的な苦しさを味わう。下勝成山へは計画的に遊歩道が完備される予定らしい。背の高い赤松の似合う山なのである。

　下勝成山からは西の尾根を進みP558mから進路を北にとり仏王寺山を左に見ながら下山する。墓場からは県道に出て、津田小学校を最終ゴールとする。天気は2日目の途中から小雨になり津田小学校の体育館を休憩所にする。無事に終了し清掃をして解散とする。

◎　広島県高校新人登山大会

　　　　　　　　国泰寺高校　谷山　括秀

　と　き　1993年1月30日（土）～31日（日）

　会　場　比婆郡西城町、比婆山、竜王山一帯

　1月30日（土）12時30分、熊野神社広場で開会式を行う。13時、行動開始。隊によっては、安全登山を熊野神社に祈願して行動開始する。那智の滝で休憩。「山の白さに色とりどり服装が歩いていくけえ、きれいじゃねぇ」とある生徒が感想をもらす。氷柱が美しい。E隊は、ワカン歩行の練習を途中から始める。ひもがゆるんだり、とけたりしない様につけるのがなかなかむずかしい。

予定通りキャンプ場に到着した時には、全身に相当の汗をかいていた。キャンプ場ではみなうまくブロックをつくって、テントを張る。

1月31日（日）予定より少しおくれ、行動開始。ワカン歩行の練習。生徒は皆一様に楽しみながら歩いていく。竜王山から林道を経て立烏帽子山へ。積雪は多くなく、根雪がないので却って歩きにくい印象を持つ。ワカンのひもを何度も締め直し、初歩的な技術すらない自分を恥じる。池の段から、林道、竜王山を経て熊野神社にもどった時、神社の水の美味なこと。あの水の味は心にとどめておきたい。生徒全員、安全に下山し、それぞれ穏やかな顔つきで帰途につく。顧問一年目。おっかなびっくり、何もかも初体験のことであった。

◎　第32回中国高等学校登山大会

　本年は、岡山県が開催県で、北は鳥取県を東には兵庫県を境とする後山山域の大会であった。この後山山群は、氷ノ山・後山・那岐山国定公園の中にある代表的な山である。

　主峰の『後山』は、岡山県の最高峰で別名『行者山』ともいわれ、仏教の霊山として開山1300年の歴史をもつまさに修験道の険しい山であり、今でも女性をいたわる意味から女人禁制となっている。

　大会は、10月30日～11月1日の日程で開催された。西粟倉村の村民体育館の館内での入場行進という珍しい形での開会式を行い、第一日目は村民グランドで幕営をした。

　第二日日、村民グランドを起点として、A隊とB隊は野鳥苑・駒の尾根（1281m）・舟木山（1334m）・後山（1345m）・東粟倉村小学校へのコースとされ、C隊は大芽スキー場・ダルガ峰（1163m）を経由して駒の尾根でA・B隊と合流するコースとされた。全山が紅葉するなか、駒の尾根から舟木山の間では素晴らしい展望と稜線での快適な縦走コースがつづき、選手らは楽しい山行ができた。舟木山からその先の後山へは、女子のB隊は女人禁制となっているために入山できず、そこから下山して行った。

　岡山県大会は、今年も引率監督は生徒らとは別行動とされており、野鳥苑まではバスで輸送され、A・B隊と同じ山行となった。さらに、下山後に日名倉山の中腹にある東粟倉村のシンボルである日本最大の愛の鐘『リューバンベール』を設置したベルピール公園を見学できたのは幸いであった。

　広島県の参加者らは、開催地までの往復に団体貸切バスを利用し、帰途には大原町にあって、剣豪の宮本武蔵にちなむ『武蔵の里』の見学をして一路広島に向かった。

◎　平成4年度全国高校総体　第36回全国高校登山大会

　と　き　8月5日～8月9日

　ところ　宮崎県大崩山・傾山山系

総監督　尾道　憲ニ

コースA団体男子　修道高校（優秀校）

　監督　清原　真琴　選手　CL森、SL森中、寺竹、三登

コースB団体女子　高陽高校

　監督　福永　輝彦　選手　CL山口、SL森田、西藤、田部

　平成4年度インターハイは、「夢きらめいて宮崎の空の下」のスローガンのもと、九州でも有数の自然を残す宮崎県北部の大崩山・傾山山系において開催された。今大会のコースはアップダウンが多いことに加え、気候が高温多湿で、おまけに山頂付近ではアブの大群が襲ってくるという難コース。反面、わく塚付近の豪快な岩稜、中瀬松谷・権七小屋谷などの渓谷や五葉岳付近のブナ天然林の美しさなど、変化に富んだ景観は心をなごませてくれる。

大会本番では運悪く台風の直撃を受けた。2日目までは予定通りの日程であったものの、2日目の午後は激しいにわか雨に見舞われ、夜は水浸しのキャンプサイトで幕営する羽目になる。また台風が接近した3日目からは、予定の変更を余儀なくされ、サブザックを背負って午前中のみの行動となる。このときは幸い、薄日の差す穏やかな天候であった。午後はパスで小学校の体育館へ移動し、いよいよ避難生活となる。果たして、翌日未明より暴風雨となり、停電騒ぎなどもあったが、選手たちは交歓会を開いて友情を深めたようである。また、4日日夜は延岡市内の各家庭に分宿し、アットホームなもてなしを受け、よい思い出を作ることができた。

　審査の結果、修道高校が優秀校に選ばれたほか、高陽高校も第10位という好成績をあげ、今年も広島県のチームは他県の注目を集めることになった。しかし、全種目で優秀校をとった山口県には一歩及ばずといったところである。閉会式終了後も選手たちは、他県の選手たちといつまでも名残りを惜しんで話し込んでいた。このような光景は他のスポーツではまず見られないのではないだろうか。印象深い光景であった。

また、台風直撃という異常事態にもかかわらず、大会運営に心をさかれた宮崎県の登山関係者の皆さんには、感謝の気持ちで一杯である。　　　　　　　　　　　　　　　（清原）

◎　国体中国ブロック大会

　と　き1992年6月20日・21日

　ところ　岡山県備前市・熊山一帯

少年男子　監督　西部　　　選手　森　森中　山城

少年女子　監督　福永　　　選手　滝本　宮本　森田

　山形で実施されるべにばな国体の出場権をかけてのミニ国体は、陶器の里備前が会場である。今年は男女とも2県が中国地区の代表として国体に出場できるわけであるが、当初から山口勢との争いになることが予想された。春休みより、度重なる現地練習を積み上げたが、男子が藤村・長屋・寺内、女子が草田・桑原・山口・中本を加えた強化選手の中から出場選手を選ぶことに、かなりの日数が費やされた。

　大会は名勝閑谷学校を宿舎として行われた。かなりの暑さが予想されたが、初日は雨。ビショ濡れになりながらのレースで、好タイムが続出した。男子は1位山口に1分差で広島が2位。女子も広島が2位であったが、1位の山口は男子3位の岡山と大差ないタイムでゴール、レベルの高さをうかがわせた。2日目は雨上りのやや涼しめのコンディションの中、踏査が行われたが、ここで信じられないことがおこった。3位岡山には大差があり、予選落ちなど考えてもみなかったわが県男子が、定点、読図でミスを連発、思いもよらぬ大きな失点で、よもやの逆転負けを喫してしまったのである。「山口には負けられない」という意地が、彼らにイチかバチかの勝負をさせ、タイムで無理をしたぶん、頭脳の面での正確さを欠いたわけであるが、’93年は男子の出場枠が1であり、選手強化についての見直しも含めて、考えさせられる一件であった。結局、女子だけが予選を突破し、国体の出場権を得たが、これとて楽勝を予想されながら、岡山のレベルアップで思いのほか苦戦を強いられたし、山口との力の差も歴然としており、こちらも抜本的な改革が必要であろう。これまでのような強化策がこれからは通用しないことを思い知らされた大会であった。

◎　第47回国民体育大全山岳競技

　と　き　1992年10月4日～8日

　ところ　山形県西置賜郡　飯豊山系

少年女子　監督　福永　　選手　滝本　宮本　森田

　大会に先立ち、夏休みを中心に合計20日に及ぶ現地練習を組んだ。踏査コースには延べ20回以上はいるなど、練習量ではどこにも負けないという自信が持てた。問題は他の出場チームの力量。近年、ハイレベルの争いが展開されており、当初から激戦が予想された。

　大会は、まず縦走の1本目、T3で競技初日を迎えた。長いコースの後半に急登が連続するという、各チームの力を推し量るには格好の会場である。天気図の失点で、3分に相当する大きなハンデを負ってのスタートだったが、タイムでは3位、得点も4位と、まずまずの位置につけることができた。天気図は予報が「霧のち晴れ」という、放送でも聞かないようなものが正解で、しかも地元山形だけ満点であることから、釈然としないものがあったが、これが逆に我々の闘志に火をつけた。「踏査は地元の利で勝つ気らしいが、鼻をあかしてやろう」と、慎重さを要する種目ながら、思い切って臨む作戦に我々の思いは一致した。体力面がやや弱い森田には、しかし定点、読図では絶大な信頼があった。普段から地図とにらめっこしてイメージトレーニングにつとめ、ストップウｫッチ片手に設問練習にも繰返し取り組んだ。加えて現地での練習量。思い切っていける自信があった。踏査はコースを熟知した走力が要求される。スタート直前発表のルートの意外さに、やや慎重になったが、我が県は満足できるタイムでゴールすることができた。事前には公表されないルートを「知って」いるらしく、設問所でもなぜか即座に難問を解いて行ってしまったという山形には、わずか及ばなかったが、結局2位にはいった。終わってみれば、上位6チームはすべて定点・読図が満点という大激戦で、定点を1カ所ミスしただけの山口が8位に落ちるという大波乱もあった。踏査を終わった時点で、総合でも広島は2位が確定的となった。最終日は波乱の期待できない縦走の2本目、T2コース。天気図のハンデを取り返して総合で1位に躍り出るためには、山形に3分半のリードを奪わねばならず、さすがにそれは無理だった。しかし総合2位という成績は、圧倒的に地元有利な国体山岳競技の特殊性からすれば優勝に匹敵するものである。選手諸君の健闘を大いにたたえたい。

＜広島地区＞

◎　広島地区大会について

　92年度広島地区登山部県総体予選は、例年と同じく牛小屋高原を幕営地として、4月25日（土）、26日（日）の2日間で行われた。1日目のコースは三段峡～砥石郷～牛小屋、三段峡駅～内黒山～牛小屋、戸河内駅～瀬戸滝口～十方山～牛小屋の三コースより各学校の力量に合わせて入山する形を取り、参加者全員予定通り牛小屋へ集結することが出来た。

　2日目は入山のコースに十方山より内黒山（スカイラインコース）を加えた四コースで下山することとし、全校地区予選を通過することが出来た。25日の監督会議において、県総体等における安全登山のあり方について論議されたが、大会コース中の安全管理をより強化することで一応の結論を出したが、今後も引き続き検討する必要がある。参加校21校、男子152名、女子69名。

　地区新人登山大会は、11月7日（土）、8日（日）の二日間で、水分峡岩谷の観音周辺の岩場で、岩登りの基礎技術の習得を中心に実施した。二年生の中には、経験者も多く、上級班を作り指導者と同じレベルで登はんする生徒もいたが、初心者は、ザイルの結び方、ザイルワーク、三点支持等から講習していった。登はん用具の進歩もあるが、各校レベルアップしているようであった。

　尚、今回も広大山岳部員の方々に指導の手伝いをお願いし、顧問としては非常に有り難かった。参加校16校、男子92名、女子41名。

＜呉地区＞

（1）地区総体

　と　き　4月23日（木）～24日（金）

　ところ　野呂山

　参加校・人数

　　広　高　校　生徒24名　顧問2名　　呉工業高校　生徒3名　顧問1名

　　三津田高校　生徒8名　顧問2名

　第3回目の大会であり、今年は昨年とは異なり安登駅からのコースをとった。三本松公園、弘法寺を経て野呂山キャンプ場に至り、夜は営火行事を持ち、3校の友好を深めた。2日目は、キャンプ場より石内～白糸の滝～江ノ藤山へ歩を進め、昼食後閉会とし、それぞれ三方（広・呉・阿賀）へ下山した。

（2）地区新人登山大会

　と　き　11月15日（目）

　ところ　烏帽子岩山（天応）

　参加校・人数

　　広　高　校　生徒13名　顧問2名　　三津田高校　生徒4名　顧問1名

　岩登り講習を主体とした大会であったが、心配された寒さもなく、穏やかな小春日和の一日だった。今回は都合により呉工業高校の参加がなかったが、安芸府中高校の江崎先生と生徒たちを交えて行った。昨年通り、沢で、三点支持、ザイルワーク、アップザイレン等の技術講習を行い、沢の上部で展望を楽しみながら昼食をとった。その後烏帽子岩山頂より吉浦駅へ下山した。

　　　　　　　　　　　　　　　　（松永）

＜三次地区＞

（1）地区総体

　と　き　5月2日（土）

　ところ　猫山

　参加校　格　致　男子11・女子9　引率2　　　日彰館　男子5・女子2　引率1

　　　　　三次工　男子2　　　　　引率1

　道後山駅を出発し、猫山スキー場の手前からゲレンデの右側を登る。しっかり踏みならされた山道を辿る。ゲレンデを離れたあたりから右にトラバースし、尾根に出ると、そこからはほぼ直登して山頂に至る。山頂は木立のため眺望がきかないが、少し先に行くと、小奴可の田園風景が美しい。今回も下山後、雨に見舞われ、寒さに悩まされたが行動には支障はなかった。

（2）地区大会

　と　き　1月23日（土）～24日（日）

　ところ　竜王山一帯

　参加校

　格　致　男子6・女子5　引率2　　　日彰館・三次工は不参加。

　熊野神社から雪を踏むことはできたが、ワカンの着用は不可能だった。近年でも稀な雪の少なさだ。下山時、那智の滝からはほとんど雪を踏むことがなかった。気温も高く、雪解けが早い。竜王小屋周辺の積雪は30センチ程度。どうにか冬山の雰囲気が味わえた。

　今回は初めて格致単独の大会になった。参加できなかった二校の部員の確保に期待したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原田）

＜備後地区＞

1．春季地区大会

　と　き　1992年5月2日（土）～5月3日（日）

　ところ　豊田郡瀬戸田町　観音山

　参加校　福山誠之館、尾道東、英数学館、戸手商業

　参加者数　生徒約50名、顧問8名

　日程およびコース

　　5月2日　サンセットビーチ集合、野営

　　5月3日　キャンプ場→観音山→中野ダム→瀬戸田港

　本年度より、戸手商業高校が加わり、備後地区は4校になった。これを記念する意味もあり、3年ぶりに春季地区大会を行った。

　観音山はみかんと耕三寺で有名な生口島の最高峰で標高は472.3mである。

1日目は瀬戸田港より徒歩約40分のサンセットビーチに集合した。ここは、夏には海水浴で賑わう人工の美しい砂浜であり、その浜辺の上部がキャンプ場になっている。

　2日目はキャンプ場から、車道、みかん山、また車道と1時間ほど歩いて観音山への登山道の入り口までついた。登山道はしっかりしており、途中では高根島や三原の市街地が見渡せたりして快適であった。

　登山道を約40分登ると頂上のすこし手前の休憩所に着いた。ここには観音堂があり、かつては生口水軍がのろしを上げていたという。ここからの大三島や伯方島など本四架橋尾道今治ルートにあたる島々の景色は絶景である。

　ここからは尾根伝いにアップダウンを繰り返しながら、いずり峠を通って中野ダムまで約2時間の行程だが、途中、ワラビなど取りながらのんびり歩いた。新入生は初めてのメイン行動で、バテ気味の生徒もいたが全員無事中野ダムに到着し、昼食をとり、解散した。

2．冬季地区大会

　と　き　1993年2月20日（土）～21日（日）

　ところ　比婆竜王山

　参加校　福山誠之館、尾道東、英数学館

　参加者数　生徒約27名、顧問5名

　日程およびコース

　　2月20日　熊野神社→那智の滝→竜王山→竜王小屋

　　2月21日　竜王小屋→那智の滝→熊野神社

　初日は、竜王山まで登って竜王小屋に泊る。二日目は朝から雨が降り続いたので山には登らず、そのまま下山した。
平成5年度の回想（1993年）
　　　　　　　　　　部　長　ロバート・ラッシュ

　　　　　　　　　　委員長　　　尾道　憲ニ　　

　今年の各大会の詳細は別表の通りである。全国大会において、高陽高校女子が栃木インターハイで1位となり優秀校に、また東四国国体では少年男子が第2位、少年女子が第4位になる活躍をし、期待にこたえてくれた。11月23日には昨年に続き祝勝会を開き健闘を祝った。

　県内大会は今年も多くの参加があり盛大に開催された。自然の中で競い合い、マナーを守って自然保護に心がける若者を多く見受けることが出来た。大会の目的とする安全登山の推進と登山技術の習得および親睦にそった大会であった。

　登山部は各種大会で好成績を挙げるための競技力向上にばかり力を入れているのではなく安全登山の推進のための講習、研修にも力を入れている。

　登山部生徒の研修事業を昨年と同様に開催したが、今年は天候不順で雨に泣かされた。

　第3回夏山合同合宿は南アルブス北岳・仙丈ケ岳・甲斐駒ケ岳で8月5日～10日参加者68名（14校）で行った。また8月17日～18日各高校のリーダー33名を集め、大竹市三倉岳にてリーダー研修会を開催、10月2日～3日には三瓶山にて中国大会のための強化練習会を開いた。その成果が大会に表れたことは嬉しい限りである。

　また今年初めて踏査大会と銘打って読図の講習会を3月、7月の2回高陽高校のご尽力により開催できた。今後も続けて行きたいと思う。

　また指導者研修については、文部省登山研修所の指導者講習会には県教委のご協力で夏期には尾田（安芸高）、冬の山岳スキーには藤原（安古市高）が参加した。さらに広島県高体連登山部の指導者研修会として8月に三倉岳、3月に栂池・蓮華温泉・唐松岳に山岳スキー研修会を行い、登山技術の研修に努めている。

　広島国体を2年後に控え、役員の養成が急務である。山岳連盟と一致協力して取り組んでいるがまだまだ課題が多く残されている。今後も研修会を多く持ち、若い指導者の養成を進んで図らねばならない状況である。　最後になったが、この1年は山での遭難が多い年であった。2月大山での高見さん（広島山の会）、8月剣岳での太田さん（修岳会）さらに12月大山での福山山岳会の4名が滑落死している。いずれも冬山や岩稜登攀中の事故で高校生に直接つながる事故ではなかったが、登山を趣味に持ち卒業後も山に登る者が多く、より高く、より厳しい山を目指す若者が山での遭難を起こさないようにしっかり指導して行きたいものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尾道）

◎　第46回広島県高等学校総合体育大会（第37回全国高等学校登山大会県予選）

と　き　1993年6月5日（土）～6日（日）

ところ　比婆郡西城町比婆山、県民の森一帯

　2日間にわたる大会の結果、第37回全国高等学校登山大会（インターハイ）出場校は男子高陽高校ならびに広島学院高校、女子は高陽高校に決定した。

　初日は広島駅新幹線口より貸し切りバスで熊野神社まで向かい、神社前の広場で12時より開会式が行われた。

　タイムレースは熊野神社本殿前をスタート地点とし男子は竜王山手前の駐車場を、女子は格致高校山岳部OBの山小屋前をゴール地点とした。出発はA、B、D、E隊の順。あとは六の原までパーティ行動。規定時間内に読図ポイントを探しながら笹の尾根を下る。

　男子のC隊、それに女子のF隊は審査対象外なのでスタート地点より最終ゴールの六の原までそれぞれ隊列を組んで周囲の景色を眺めながら山歩きを楽しんだ。

夜は久しぶりに交歓会がもたれた。

　2日目は4時半起床で6時行動開始であった。天気は曇っていたが雨の心配はなさそうである。　駐車場入り口の橋の上をタイムレースの出発点とし男女とも毛無山の山頂をゴール地点とするが男子は伊良谷山経由なので女子コースより多少距離が長くなった。普通に歩けば男子のコースは1時間あまりで女子のコースは45分位で道も整備されており昨日よりも楽である。

　その後は男女共最終ゴールの六の原までパーティ行動である。コースは毛無山からききょうが丘を経て出雲峠に至り、ここから比較的長い登りを経て出雲烏帽子の山頂に達し、さらに尾根通しに比婆山の山頂まで歩き、ここから六の原へと下る。

◎　第32回中国高校登山大会広島県予選

と　き　9月18日（土）～19日（日）

ところ　佐伯郡宮島町包ケ浦、弥山、大元公園一帯

　2日間にわたる大会の結果、男子は広島学院、修道、国泰寺、高陽、皆実、広大附、安古市、広、誠之館の9校。女子は安古市、清心、高陽、皆実、庄原格致、国泰寺の6校が中国大会に出場することになった。

　今年度の中国大会の県予選は上述のように宮島を会場として行われた。

9月18日（土）晴れ

　宮島桟橋前広場で開会式を済ませ包ケ浦に向かう。舗装された車道を紅葉谷へ向かい少し手前の小さな橋から左に折れていよいよ山の中に入る。はじめのうちは沢沿いに登り明るい尾根に出る。ここが博奕尾である。

　緩やかに谷をまわりこみながら登ると稜線に出、その後、美しい瀬戸の島々をみながら山の斜面を巻くと下り坂となり、そのうち薄暗い谷間に入る。小さな川が現れ、この川に沿って下ると舗装路に出てさらに下れば右手にキャンプ場が見えてくる、ここが包ケ浦のキャンプ場である。

9月19日（日）曇り

　昨夕はキャンプ場で茶毒蛾の幼虫に刺され腕が腫れあがる被害が出、そのため安佐北高校から1名F隊に入ってきたので合計6名で行動する。また腹痛や腰痛を訴えるものも出てきたのでサブザックで行動させた。

　今日の行動は博奕尾まで昨日のコースを引き返し、その後は尾根通しに登ってロープウェイの榧谷（かやたに）駅に出て、獅子岩から宮島の最高峰である弥山（530m）に登り、ここから駒ヶ林を経て大元公園へ下る。包ケ浦のキャンプ場が標高10m位なので500m以上の標高差を登ることになる。キャンプ場から約70分の行程である。

山頂からは奥の院に向かう鞍部（仁王門）まで下って、そこから少しばかり登ると駒ヶ林のピークの手前に差しかかりここを巻くようにして下る。駒ヶ林付近で猿の軍団に出くわし、びっくりした。

　また駒ヶ林のピーク下を回り込むと狭い谷間を一気に下っており、そのため急な階段が続き、膝が笑い何人もの生徒が滑って転んだ。そのうち道も緩やかになってくると最終ゴール地点の大元公園であった。

◎　広島県高校新人登山競技大会

と　き　94年1月29日（土）～30日（日）

ところ　比婆郡西城町比婆山山系竜王山一帯

　1月29日（土）広島駅を出発した2台のバスは昨夜からの積雪で、熊野小学校より大分手前の橋で停まってしまった。そのため全員約1時間30分熊野神社まで歩くはめとなった。

　昼食後の13時30分、雪の積もった境内で開会式を行った。熊野神社で安全を祈願しワカンの履き方、歩き方を練習した。顧問1年目としては不安が先にたち、思わずワカンの紐をきつく締めた。

14時に行動開始。班毎に降り積もった雪をかためながら歩く。昨日から入山した電大附高・庄原格致高の生徒諸君がラッセルをしてくれたお陰で、大汗をかきながらも比較的順調に登ることが出来た。16時頃キャンプ場に到着し、各隊毎に幕営を行った。雪を踏み固め、風よけのブロックを工夫しながら築きあげてはテントを張った。

　1月30日（日）予定より少し遅れて8時に行動を開始した。各班・隊毎にラッセルをしながら竜王山頂～立烏帽子山をめざした。昨夜にも新たに積雪し、深いところで1m以上のところを、交代でラッセルして行く。生徒達は皆、楽しみながらも懸命に前に進んで行った。　立烏帽子の駐車場からは皆一斉に山頂をめざした。ワカンでの歩き方、ストックの使い方など指導を受けながら進んだ。

　山頂は曇ってはいたが周りの景色を満喫できたと思う。

　全員無事に下山後、14時過ぎから熊野神社下で閉会式を行った。生徒全員の満足そうな顔が印象に残った。

　一般に「雪山は危険である」というが、今回のような練習を重ねることにより、楽しい登山が可能となる。何事にも適切な指導が大切であると感じた大会であった。

　　　　　　　　　　　（広島学院　佐久間孝之）

◎　第33回中国高等学校登山大会

と　き　11月5日（金）～11月7日（日）

ところ　島根県大田市三瓶山

参加

A隊（団体男子）21校（うち広島県5校）

B隊（団体女子）17校（うち広島県6校）

C隊（男子縦走）20校（うち広島県4校）

　各隊とも4名で1パーティを構成するので全体で232名の参加となり、広島県からは60名の参加となり、昨年同様バスを借りて大会に臨んだ。

　なおA隊は県予選での成績が上位9位までの奇数位が、C隊は偶数位が出場した。

　B隊については単純に上位6位までの入賞校であった。

成績

A隊（団体男子）

1 広島学院　90.7　②　防　府　90.1　③　国泰寺　89．4　④　皆　実　83.9

⑤　横　田　81.9　⑥　東岡山工　79.6　⑬　安古市　70．3　⑭　誠之館　66.5

B隊（団体女子）

1 三田尻女子　89.4　②　防　府　88.9　③　益　田　88．8　④　新南陽　87.8

⑤　庄原格致　85.5　⑧　皆　実　79.7　⑬　安古市　50.1　⑭　国泰寺　49.6

C隊（男子縦走）

①　修　道　89.9　　②　宇部工　88.1　③　新南陽　83.8　④　浜　田　83.4

⑤　岡山朝日　48.9　⑦　高　陽　81.0　⑧　広　　79.8　　⑮　広大附　48.2

◎　平成5年度全国高校総体　（第37回全国高等学校登山大会）

と　き　1993年8月1日（日）～5日（木）

ところ　栃木県　男体山・白根山・太郎山

出場校

団体男子（A隊）高陽高校

監督　谷　　断二　選手　猪原　知明・飯田　泰隆・古谷　　允・舛本　　明

団体女子（B隊）高陽高校

監督　福永　輝彦　選手　山口　留美・森田　和代・西藤　圭子・田部亜希子

男子縦走（C隊）広島学院

監督　大庭　　充　選手　福田　　彰・藤村　岳志・古田　秀樹・水田　聖司

B隊審査員　尾道　憲二（地区常任委員）

成績

団体男子（A隊）高陽高校（第5位）　団体女子（B隊）高陽高校（第1位）

男子縦走（C隊）広島学院高校（第5位）

A隊の行動の記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高陽高校　谷　断二

8月1日

　待ち時間の長かった開会式が始まると大会参加者の雰囲気は緊張したものとなった。式終了後、天気図作成・知識テストをすませ、バス輸送で各隊分かれ分かれになってA隊は戦場ケ原キャンプ場へ向かった。

　戦場ケ原キャンプ場で結団式、引き続いて入山式があった。ここで青空のもと設営・炊事の審査を受け長い一日を終わった。

8月2日

　4時起床、5時半行動開始。バス移動で中宮祠へ、いよいよ急登の続く男体山へとりつく。中禅寺湖を背に、二荒山神社の登拝門をくぐり標高差約1200mをほぼ直線的に登る。

　最初はミズナラ、やがてコメツガ・オオシラビソ・ダケカンバなどの樹林帯をたどるが、5合目くらいから中禅寺湖や富士山などの山並を眺めながらガレ場が続く。山頂に近付くと砂礫状となり歩きにくい。やがて一等三角点が設置される2，485mの山頂である。

　昼食後、日光山系の山々についての講話があった。下山は北側の志津峠に下り、そこから長い長い林道歩きが続く。戦場ケ原まで下り、バスで移動し湯元キャンプ場に着いた。医療・装備の審査があり、審査はないが設営状況はチェックするとのことで幕営準備を開始した。（下界は晴れ、山頂はガスの中で遠望きかず）

8月3日

　4時起床、5時半行動開始。湯元スキー場を通りぬけ外山への急登にかかる。ガスの中であったため涼しく全員が順調に登りきった。これより稜線をたどり前白根山に着いた。ここはこれから登る険しい奥白根山が眼前に、そして下方には五色沼が緑の水をたたえていた。辛い奥白根山の急登では各校の生徒らが声を掛け合って登っていた。

　関東最高の地点2，578mの白根山頂でも昼食後に必要な装備の講話があった。下山は急な岩場と落石の起きやすいガレ場に気を配りながら弥陀ケ池へ下り、やがてシラネアオイの群生が柵で保護されている（鹿が好んで食べる）ところを通過して五色山に立つ。

　ここでもう一度、奥白根山や五色沼を眺め、これらと別れる。滑りやすい泥土の道を一気に下った。ここでバスに分乗して光徳キャンプ場へ向かった。（下界は小雨、山頂はガスの中で遠望きかず）

8月4日

　4時起床、5時半行動開始。山王峠、山王帽子山を経由して太郎山2，368mに登頂。コースの途中はずっと樹林の中であった。

　山頂から見下ろすお花畑は緑が広く拡がって素晴らしい眺めであり、そこまで下って昼食。さらに安全登山についての講話があった。下山は山体が大崩壊しているところの左岸に沿った急斜面で登山道の潅木につかまりながら下った。

　下りきると今日も長い林道が続いているが、これで登山行動が終わったという安堵感が一同に見られた。戦場ケ原まで下りバスで中禅寺湖ホテルに着いた。そこでは、まず風呂にそれぞれが飛び込んで久しぶりに汗を流してホットしていた。（下界は曇り、山頂はガスの中で遠望きかず）

8月5日

　5時半起床、8時行動開始。ホテルの近くからバスに分乗して閉会式会場の日光市総合会館に向かった。　アトラクションとしての地元の人々による踊りと太鼓の演技に魅了され、やがて閉会式そして成績発表が行われた。

　高陽高校男子は第5位ということで、満足して日光を後にすることが出来た。

◎　第48回国民体育大会中国地区大会

と　き　6月16日（土）～20日（日）

ところ　山口市　鳳翩山　陶ヶ岳

　　　登攀競技　陶ヶ岳

　　　縦走競技　一の坂ダム→東鳳翩山　→ショウゲンザン

　　　踏査競技　東鳳翩山踏査コース

参加

少年男子

監督　西部（宮島工）選手　藤村（学院）、山辺（国泰寺）、竹下（誠之館）

少年女子

監督　福永（高陽高）選手　長谷川（安古市）、渡部（高陽）、小坂（安古市）

成年女子

監督　佐藤　　健　　選手　佐藤　明子、槙本　恭子、滝本　和枝

3年後には広島で国体が開催されるということで岳連関係者40名が応援に出かけ、いつになく大会がもりあがった。

　この結果、少年男子は1位、少年女子は2位に入賞し東四国国体の出場権を獲得したが、成年女子は惜しくも逃してしまった。

（注）今年度は中国ブロックからは成年女子は1チーム、少年男子は1チーム、少年女子は2チームの出場であった。

◎　第48回国民体育大会（東四国国体）

と　き　10月24日～10月28日

ところ　剣山山系・祖谷山系

　ミニ国体で出場権を獲得した少年男子および少年女子チーム（メンバーはともにミニ国体時と同じ）が東四国国体に出場。

　広島県からも岳連関係者30数名が応援に出かけた。

（うち高体連からは審判も含め10名）

　会場は池田町から祖谷川を2時間近く遡った西祖谷山村と東祖谷山村の山中であった。

　幸い大会期間中は好天に恵まれ、日頃の練習の成果がいかんなく発揮でき優秀な成績を収めることが出来た。

参加

少年男子

監督　田中（佐伯高）選手　藤村（学院）　山辺（国泰寺）　竹下（誠之館）

少年女子

監督　福永（高陽高）選手　長谷川（安古市）渡部（高陽）　小坂（安古市）

成績

少年男子第2位　（縦走4位、踏査2位、種別得点35点、種別順位2位）

少年女子第4位　（縦走4位、踏査3位。種別得点25点、種別順位4位）

◎　各地区大会

く広島地区〉

（1）地区総体

と　き　4月24日（土）～25日（日）

ところ　芸北山地（牛小屋高原）

参　加　学校名（生徒数＋教員数）

　　　　観音　（4＋6）　国泰寺（5＋3）　皆実　（10＋4）　基町　（6＋3）

　　　　清心　（3＋2）　可部　（0＋1）　修道　（18＋3）　広大附（12＋2）

　　　　安芸　（4＋2）　安古市（15＋4）　高陽　（31＋3）　宮島工（6＋1）

　　　　第一女（2＋1）　学院　（12＋2）　安西　（10＋3）　広陵　（14＋1）

　　　　安佐北（12＋2）　広商　（4＋2）　廿西　（10＋1）　安芸府（9＋2）

　　　　電大附（9＋3）　佐伯　（0＋1）　　　合計　22校　生徒182　引率52

4月24日（土）雨のち曇り

　不安定な天気で雨が降ったり止んだり時には激しい雨が降り、今日の日程が思いやられるが、ディーゼルカーが三段峡駅に着く頃はすっかり雨も上がった。

　戸河内駅よりバスをチャーターして十方山に向かう学校、あるいは三段峡駅より内黒山や三段峡を経て牛小屋高原に向かう学校等例年のごとくいろいろなコースがとられた。

　ただそれらの中で田代より砥石郷山へ取っ付いた学校が2、3校あったがいずれも登りが急なため途中で引き返し、そのため目的地の牛小屋高原に着くのが少しおくれるというハプニングもあった。

4月25日（日）曇り

　昨夜は北西の季節風が激しく吹きまくり夜もおちおち眠れず。突風でテントのポールが折れた学校もあったらしい。7時に広場に集まって閉会式が行われるが相変わらず風が吹きまくり寒い。閉会式が終わるとほとんどの学校が恐羅漢山を往復。今年の冬の降雪は少なかったのだが3月下旬に思いがけない雪が降ったのでその残りであろう、山頂付近の登山道には残雪が見られた。

　恐羅漢山から帰ると牛小屋谷を下ったり、あるいは内黒峠を越えたり、さらには十方山からスカイラインを縦走して三段峡駅へと学校毎に思い思いのコースをとって無事地区大会は終了した。

（2）地区新人大会

と　き　11月20日（土）～11月21日（日）

ところ　安芸郡府中町水分峡及び岩谷観音

参　加　学校名（生徒数＋教員数）

　　　　国泰寺（2＋1）　皆　実（11＋1）　広大附（10＋1）　安　芸　（10＋3）

　　　　高　陽（11＋3） 学　院（13十2） 安　西（8＋4）　 安芸府中（4十1）

　　　  電大付（4＋3）

11月20日（土）

17時まで水分峡に集合とのことであったが、今年はどうしたものか初日から雨が降っており雨の中の幕営となった。

11月21日（日）

　夜中には時折小降りになったのでひょっとすると上がるのではないかと期待していたのだが、朝起きてみると残念ながら相変わらず降り続いていた。この雨の中では山に登れたとしても、とても岩登りなんか出来やしない。だからといって、せっかく来たのだから何もせずに帰すわけにも行かない。そこで参加者をお堂に集めて講習会を開くことにした。全員が一度に入り切れないので前半組と後半組の2つに分けての講習である。はじめに高体連の先輩でもある広大の山岳部員からザイルの取り扱い方などについて30分近い話があり、その後3つ位の班に分かれてザイルの結び方などの実技指導があった。8時から前半組がはじまり、後半組が終わったのが10時前ではなかったかと思う。それぞれ学校毎に解散して今年度の地区新人大会は終わった。

＜呉地区＞

（1）地区総体

と　き　4月22日（木）～23日（金）

ところ　野呂山

参加校・人数

　　　広　　　生徒25名　　顧問2名　　呉工業　　　　　　顧問1名

　　　三津田　生徒4名　　 顧問2名

　第4回目の大会であり、今年は昨年と同様に、安登駅からのコースをとった。三本松公園、弘法寺を経て野呂山キャンプ場に至った。

1日目は、登山行動を開始する頃まで雨が降り、夜は残念ながら営火行事を持つことができなかった。

　2日目は、キャンプ場より石打～白糸の滝～江ノ藤へ歩を進め、昼食後閉会とし、それぞれ三方（広・呉・阿賀）へ下山した。

（2）地区新人大会

と　き　11月13日（土）

ところ　烏帽子岩山（天応）

参加校・人数

　　　広　　　生徒14名　顧問2名　　三津田　　　　　顧問2名

　岩登りを主体とした大会であったが、朝方まで雨が降り、集合時には止んでいたが、岩が濡れているので沢での技術講習は中止とした。山道に入るところの広場で、ザイルの結び方の練習を行い、その後、尾根道から頂上を目指し、途中のドンガメ岩で簡単なボルダリングをおこなった。山頂について昼食を取り、吉浦駅へ下山した。

＜三次地区＞

（1）地区総体

と　き　5月1日（土）

ところ　比婆山（熊野神社～立烏帽子）

参加校（数）　三次工業　6　　　　　　 庄原格致　12

引率者　　　　三次工業　増野・土井　　庄原格致　山本・原田

　県総体の下見を兼ねてこのコースを設定した。日彰館高校は不参加。格致高校はそのまま3日までを合宿にあて、下見を実施した。三次工は日帰り。

（2）地区冬期大会

と　き　94年1月22日（土）～23日（日）

ところ　比婆山竜王山一帯

参加校（数）　庄原格致　　2　　引率者　　　　　庄原格致　　2

　何年ぶりであろうか。本格的な冬山の雰囲気を味わうことができた。熊野神社の鳥居からワカンを着用。人数が4名と少なかったため、順調な行動ではあったが、4時間近くを要して竜王小屋入りをした。

　23日朝の気温はマイナス8度。降雪が続き、下山もラッセルの連続。1時間20分で熊野神社着。雪のためバスが欠便。上長者原の先まで歩いてやっとタクシーに乗ることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原田）

＜備後地区＞

（1）春季地区大会

と　き　5月8日（土）～9日（日）

ところ　比婆郡西城町　県民の森

参加校　福山誠之館、尾道東、英数学館，　戸手商業

参加者数　生徒約35名、引率9名

　本年度は県総体の下見をかねて、県民の森で春季地区大会を行った。天気にも恵まれ、新緑の比婆山連峰を楽しむことができた。

（2）秋季地区大会

と　き　11月20日（土）～21日（日）

ところ　福山市　山野峡

参加校　福山誠之館、尾道東、戸手商業

参加者数　生徒17名、引率7名

　来年度の県総体のコース設定のためにみんなで歩いてみることにした。地図上のコースが実際に歩けるかを確認することが目的であったが、完全に消えていたり、残ってはいるが草や潅木がひどく、歩ける状態でない所もあり、鎌や鉈を使って切り拓く作業は結構厳しかった。

　また21日は朝から寒冷前線の通過にともない冷たい雨が降り、途中で作業を打ち切らざるを得なかった。

（3）冬季地区大会

と　き　1994年2月19日（土）～20日（日）

ところ　比婆山連峰竜王山

参加校　福山誠之館、尾道東、英数学館

参加者数　生徒21名、引率6名

目程およびコース

　2月19日（土）熊野神社～竜王山格致小屋

　2月20日（日）小屋から池の段往復の後，下山

　冬季地区大会を始めて以来の大雪で、熊野神社の所からワカンが必要なほど積雪があった。ただ、降って約1週間が経過し、気温も高い日が続いていたため、雪は締まって、比較的歩きやすかった。

　天狗の相撲場で2回目の休憩をとったが、雪の中にたくさんのゴミが捨ててあり、そこに一緒に県内某大学のパーティの計画書も埋まっていた。このパーティのモラルのなさに一同憤慨した。しかし、このパーティがつけたと思われるトレースのおかげで約2時間半で小屋に到着出来た。

小屋付近は1．5mほどの積雪で小屋も半分が埋まっており、入り口の雪を除くことから始めた。入り口を開けてスコップを取り出し、屋根の雪下ろしも行ったが余りの量にこの日は半分しか出来なかった。

　2日目はサブで池の段まで行き、みんなで滑ったり、雪かけをしたり、楽しく過ごすことが出来た。帰りに天狗の相撲場のゴミを拾い、那智の滝の上から滑って下りる所までは順調であったが、滝から下の雪は高温のため、ぐちゃぐちゃでワカンをつけていなかったため、予想の倍ほどの時間がかかり、神社に帰りつくまでに1時間半の時間を要した。
平成6年度の回想（1994年）
　　　　　　　　　　　　　　部　長　加賀谷健一

　　　　　　　　　　　　　委員長　尾道　憲二

　今年は役員の改選があった。まず、平成2年から4年間部長を務められたロバート・ラッシュ校長から、美鈴が丘高校長になられた元副部長の加賀谷健一校長に部長が引き継がれた。また、副部長の加藤威海教頭（皆実）がご退職で、役を退かれた。そのため、今年は副部長の役職は空いたままである。

　長い間の懸念であった高体連登山部のOBで組織するタンネン会を今年退職された藤井氏（国泰寺）、加藤氏（皆実）を中心に結成され、山岳連盟に加盟された。長年の経験を生かして、高体連登山部のバックアップを期待したいものである。

　今年の各大会の詳細は後記の通りである。

　全国大会において、富山インターハイでは広島学院が団体男子で優勝，高陽高校が団体女子で第3位に入賞し、昨年に引き続いての快挙をなし遂げた。学院の優勝は、今年度から表彰規定が変わった最初の優勝であり、記念として長く残ることであろう。また、愛知国体では少年男子・女子が共に第3位になる活躍をし、総合成績第4位になる原動力となり、広島国体へ期待を膨らませてくれた。11月25日には毎年の恒例となった祝勝会を開き健闘を祝った。

　今年の県内大会は県総体は福山で、秋の県大会は広島国体の会場予定地で地元吉和村の協力を得て開催した。吉和冠山は平成7年度第35回中国高校登山大会の予定地でもあり、各関係者にアピールすることができた。

　県内大会での競技登山の定着もあり、大会運営もスムースに進むようになってきた。各役割を担当する顧問役員の協力に感謝する次第である。

　また、安全登山の推進を押し進めていくために、講習会・研修会を多く開催している。好成績を挙げるために競技力を向上させることも必要であるが、登山を安全に楽しむこと、自然保護に注意して行動することを習うのは大切なことです。

　研修事業では第4回夏山合同合宿を第1回のコースと同じ北アルプス涸沢・穂高岳で8月1日～6日に遠征し好天に恵まれて日本を代表する高山を経験した。また、8月10日～12日各高校のリーダーを集め、大竹市栗谷三倉岳・吉和村細見谷にてリーダー研修会を開催、リーダーとしての知識，技術，実技指導等の講習を行った。特に、岩登り、沢登りの基本の講習は初心者によい経験になったと思う。

　その他、インターハイ・国体に向けての体力・技術向上を目指す講習会として11月から2月までの3回、また、読図訓練を目的とする講習会を7月、3月の2回開催した。

　指導者については、文登研の指導者講習会には県教委のご協力で夏期・北林（皆実）、山岳スキー・西部（宮島工業）が参加。県指導者研修会を8月に三倉岳・細見谷で、2月には大山で冬山技術講習会を、3月には菅平方面に山岳スキー研修会を行い、伝達講習を含め登山技術の研修に努めている。

　広島国体も後1年となり、リハーサルを初め、役員の研修に山岳連盟と一致協力して取り組んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尾道）

◎第47回広島県高等学校総合体育大会（第38回全国高等学校登山大会県予選）

と　き　1994年6月4日（土）、5日（日）

ところ　福山市山野町山野峡・馬乗山一帯

　第38回全国高等学校登山大会（インターハイ）出場校は、男子　広島学院高校　女子　高陽高校に決定した。なお参考までにパーティ数は下記の通りであった。

A隊17　B隊13　C隊10　D隊9　E隊8　F隊9

　初日は広島駅新幹線口より貸し切りバス（広交）4台を連ねて福山の山野峡へと向かった。12時、山野町田原で開会式が行なわれ、高陽高校の安田さんのたくましい選手宣誓があった。

　タイムレースは開会式場の入り口をスタート地点とし地図上の605．9mのピークがゴール地点で、普通に歩けば70分前後の行程である。山道は狭い。　タイムレースの後は最終ゴールまで荷物を背負ったまま読図ポイントを探しながら規定時間内に歩く、

最後のパーティが最終ゴールに着いたのは18時を少し過ぎていた。ゴール地点の駐車場で天気図・装備・医薬品などの審査が19時前まで行なわれ、夜は交歓会（キャンプファイヤー）がもたれた。

　2日目もタイムレースから始まった。昨日と同じ重さの荷物を背負って普通に歩けば60分位の山道を歩いたり走ったりする。　タイムレースが終わると再び最終ゴールまで読図ポイントを探しながら歩く。十分な下見をしていないと途中迷ったりするので上位入賞をめざすパーティは大会前に必ず下見をしている。最終チームが最終ゴール地点に到着したのが12時10分で得点集計後、13時10分より炎天のもとで閉会式が行なわれ、大会は無事終了した。

◎　第34回中国高校登山大会広島県予選

と　き　1994年9月17日（土）～9月18日（日）

ところ　佐伯郡吉和村もみのき森林公園および吉和冠山

　第34回中国高校登山大会（於鳥取県大山）団体男子には、修道・高陽・国泰寺・誠之館の4校　団体女子には、広・皆実・清心・高陽・誠之館・廿日市西・庄原格致の6校　男子縦走には、広島学院・皆実・安西・庄原格致・安古市の5校が出場することになった。

　9月17日（土）晴

13時よりもみのき森林公園オートキャンプ場管理棟前で開会式。その後、今日はいつものタイムレースにかえ、公園内のクロカンコースを使って踏査競技が行なわれた。

　4人で1パーティ編成し、出発直前に発表されたコースに従って読図ポイントを見つけながら時間を競いあう、オリエンテーリングに近い競技である。読図力のないパーティはコースを間違えたりして余計な時間を費やしてしまう。

　踏査競技が終わると、16時30分から設営・炊事・天気図・知識の審査が行なわれ、さらに夕食後は交歓行事としてキャンプファイヤーがもたれた。

　9月18日（日）晴

　4時半起床。今日の会場はもみのき森林公園から吉和冠山へと移された。そのため選手は6時すぎにバスに乗って今日の集合地である汐原集会所に向かう。この集会所から1時間ばかり歩くとクルソン谷の出合で、ここから冠山の頂上までタイムレースが行なわれた。普通に歩けば1時間位の距離を一人平均12kgの荷物を背負って男子は45分、女子は55分以内に歩かないと減点される。タイムレースが終わると最終ゴール地点である冠高原まで読図ポイントを探しながら歩く。　読図ポイントは昨日と今日とで合計16のポイントが設置されている。12時すぎ全パーティが冠高原に到着すると、のんびりと昼食をとって得点集計後の14時から閉会式が行なわれた。

◎　広島県高校新人登山競技大会

と　き　1994年1月28日（土）～29日（日）

ところ　比婆郡西城町、比婆山、竜王山一帯

　役員として加賀谷登山部部長が，山岳連盟から技術指導として河野氏が参加されたので総計87名となった。なお生徒の内訳は、男子46名・女子13名で生徒の参加は昨年にくらべ、2校（電大附・河内）39名減であった。

1月28日（土）曇り時々晴

　8時30分広島駅新幹線口出発。今年も暖冬であったが県新人大会が近づくにつれ、雪が断続的に降りだした。

　しかし、昨年の大会前に降ったどか雪に比べると少なく、熊野小学校を過ぎたあたりから路上に雪が現われ始めた。

12時30分より熊野神社前の広場で開会式を行なうが、雪は多いところで30cm少ないところでは10cmであった。（ちなみに昨年は50～60cm）

開会式を終えると、13時15分から男子は3つの班、女子は1つの班に分かれて班毎に登山行動に移った。途中の天狗の相撲場あたりで70～80cmの積雪で、今日の目的地竜王のキャンプ場に着いたのは15時すぎであった。このあたりで1m近い積雪で、男子は雪を踏み固めてテントを張ったが、女子は庄原格致高の山岳部OBの小屋を使わせてもらった。

1月29日（日）曇り時々晴

　5時起床。7時キャンプ場集合。まずは全員が輪かんじきを付けて雪の上を歩く練習をする。その後竜王に登り、林道やあるいは尾根伝いに立烏帽子山に向かう。立烏帽子山の駐車場から山の斜面を直登するが、新雪の下が固まっていたので比較的簡単に登れた。

　立烏帽子山の頂上付近では多いところで2m近く積もっていた。頂上から南側の斜面を尻をついて滑り降り、その後他の段に向かう。男子の1つの班と女子はここからもときた道を引き返したが、男子の2つの班は越原越まででかけ、ここから引き返した。全員竜王のキャンプ場に11時半までに戻り、昼食をとって学校毎下山した。

14時15分から雪の降りしきる中で、開会式と同じ、熊野神社前の広場で閉会式を終えた。

◎　第34回中国高等学校登山大会

と　き　10月28日（金）～30日（日）

ところ　鳥取県大山山系（大山町・東伯町・江府町）

参加

登山隊Aコース（団体男子）　　20パーティ（うち広島県4パーティ）

登山隊Bコース（団体女子）　　16パーティ（うち広島県6パーティ）

登山隊Cコース（男子縦走）　　18パーティ（うち広島県5パーティ）

　各コースとも4名で1パーティを構成するので選手の参加は全体で216名の参加となり、広島県からは60名の参加で、昨年同様大型バスを借りて大会に臨んだ。

　なおAコースについては広島県予選でA隊での成績が上位9位までの奇数位が、Cコースについては偶数位が出場した。またBコースについては同予選でD隊での成績が上位6位までが出場した。

成績

A隊（団体男子）

①　防　府　87.5　　②　修　道　86.0　　③　高　陽　85.0　　④　岡山朝日　84.5

　⑤　益　田　83.5　　⑥　横　田　82.0　　⑪　国泰寺　80.0　　⑰　誠之館　　73.5

B隊（団体女子）

①　三田尻　90.5　　②　防　府　90.0　　③　皆　実　87.0　　⑧　広　　　　84.5

⑨　高　陽　83.5　　⑩　清　心　82.5　　⑪　誠之館　79.5　　⑮　廿日市西　71.5

C隊（男子縦走）

　①　広島学院　90.0　②　新南陽　86.5　　③　津山工　83.3　　③　鳥取東　　83.3

　⑥　皆　実　　81.5　⑩　安古市　79.9　　⑪　安　西　79.2　　⑭　庄原格致　77.8

　95年度インターハイが鳥取県であるので今大会は、そのリハーサル大会となったが、29日（土）の登山行動日は早朝から激しい雨に見舞われたので、安全対策を講じて急きょ全コースとも予定を変更した。

　新たなコースは国体広場から川床を経て大休峠に向かい、そこから一向平に至る、いわばハイキングコースであった。コースが変更されたので、下見を積み重ねてきたパーティの中には戸惑いが見られたが、大山というきびしい地形を考えるとやむをえなかっただろう。

◎　平成6年度全国高校総体（第38回全国高等学校登山大会）

と　き8月20日（土）開会式・登山行動（幕営）

　　　8月21日（日）登山行動（幕営）

　　　8月22日（月）登山行動（幕営）

　　　8月23日（火）登山行動（旅館）

　　　8月24日（水）閉会式

ところ　富山県　立山・大日山系

コース

　　A隊（団体男子）　　　        B隊（団体女子）

8／20　雄山高校＝天狗平～　　    　雄山高校＝称名平　

地獄谷～雷鳥沢　　　   　　‥八郎坂…弘法＝美陀ケ原　　

雷鳥沢野営場　            　 美陀ケ原園地

　幕営地                     臨時幕営地

8／21雷鳥沢～一ノ越…雄山…        美陀ケ原～天狗平

一ノ越十浄土山～獅子岳        ～ミクリガ池～雷鳥沢

～ザラ峠～五色ケ原

　　五色ケ原野営場                雷鳥沢野営場

8／22　五色ケ原～平ノ小屋～　　　　  雷鳥沢～一ノ越～

御山谷広場…黒四ダム…　　　　雄山～別山～

御山谷広場　　　　　　　　　　別山乗越～剣沢

　　黒部湖野営場　　　　　　　　　　剣沢野営場

8／23　御山谷～タンポ平～　　　　　 剣沢～別山乗越～

東一ノ越～一ノ越～　　　　　　新室堂乗越～

室生＝宿舎　　　　　　　　　　2511m地点…新室堂乗越

～雷鳥沢～地獄谷

～天狗平＝宿舎

（宿泊）

　立山山麓極楽坂スキー場　　　　らいちょうバレースキー場

8／24　閉会式（立山町民会館）

※凡例　＝バス移動　～メインザック行動

　　　　…サブザック行動

なおC隊（男子縦走）コースについては今年度県からの出場はなかったので省略。

広島県代表メンバー

総監督　谷　断二（高陽高）

A隊（団体男子）広島学院高校

監督　大庭　充　選手　水田聖司・福田　彰・津村雄一郎・甫守一樹

B隊（団体女子）高陽高校

監督　福永輝彦　選手　安田愛子・山尾真弓・渡辺真亜智・大野奈美

成績

　　　A隊（団体男子）　　　　　　B隊（団体女子）

優　勝　広島学院高校　　　　　　　桜井高（富山）

第2位　武生工業（福井）　　　　　就実高（岡山）

第3位　北野高（大阪）　　　　　　高陽高（広島）

第3位　角館高（秋田）　　　　　　長崎西高（長崎）

◎　名地区大会

＜広島地区＞

（1）地区総体

と　き　4月30日（土）～5月1日（日）

ところ　芸北山地（牛小屋高原）

参　加　ただし（生徒数＋教員数）

観　音（5＋2）皆　実（19＋3）可　部（5＋1）広大附（6＋2）安古市（16＋4）

宮島工（7＋1）安　西（10＋3）安佐北（16＋2）廿　西（9＋3）電大附（4＋1）

国泰寺（12＋4）基　町（5＋1）修　道（11＋1）安　芸（12＋3）高　陽（23＋4）

学　院（7＋2）広　陵（8＋1）広島商（6＋2）安芸府（10＋2）佐　伯（3＋1）

　　合計　20枚　生徒194教員数43

　（昨年　22校　生徒182教員数52）

4月30日（土）暗

　いつもの年より1週間遅かったので大型連休と重なってしまった。初日は例によってディーゼルカーを増結してもらって三段峡駅に向かう。学校によっては筒賀駅よりバスをチャーターして（立岩経由は通行止め）十方山に向かうが、ほとんどの学校が三段峡駅より内黒山あるいは三段峡を経て今日の目的地である牛小屋高原に向かった。17時までにはほとんどの学校がキャンプ場に到着した。

5月1日（日）晴

　5時起床。7時にキャンプ場管理棟前の広場に集まって閉会式が行われる。その後キャンプ場や炊事場の掃除を済ませて学校毎に分かれて登山行動に移るが、ほとんどの学校が恐羅漢山を往復した。この冬は降雪に恵まれたので山頂付近にはかなりの残雪があるのではないかと期待していたが、4月中旬以降雨や暖かい日が続いたためか残念ながら見当たらなかった。

　恐羅漢山に登り牛小屋高原に帰ると学枚によっては砥石郷山から田代へ下ったり、あるいは牛小屋高原からそのまま牛小屋谷を下ったり、あるいは車道を使って内黒峠まで歩き、三段峡駅に出たり、さらには恐羅漢山から旧羅漢山へと縦走し十方山に登りスカイラインを縦走して三段峡駅へと下る長大なコースに挑んだり、とにかく思い思いのコースをとって下山し地区大会は無事終了した。

（2）地区新人大会

と　き　11月19日（土）～11月20日（日）

ところ　安芸郡府中町水分峡および岩谷観音

参加校および参加者数（生徒＋教員）

国泰寺（6＋3）清　心（6＋2）広大附（6＋1）安古市（10＋3）広島学院（13＋1）

安芸府中（4十1）皆　実（11＋1）修　道（8＋1）安　芸（1＋2）高　陽（15＋2）

安　西（6＋3）佐　伯（4＋1）

　　合計　生徒90（男子67＋女子23）＋教職員21

11月19日（土）

17時までに水分峡に集合。学校毎テントを張って炊事後、夕食。21時就寝。

11月20日（日）

　5時起床。7時駐車場集合。男子6班、女子3班に分かれてそれぞれザイル（ロープ）の結び方などを学んで岩谷観音に登る。山頂付近の岩を適当に選んで岩登りや懸垂下降の練習を始める。はじめのうちは恐がっていた者も慣れてくると楽しくなっていろんな岩にとっついていた。14時すぎまで岩登りをし、その後下山し15時すぎ水分峡の駐車場で閉会式を済ませ、地区新人大会を終えた。

＜呉地区＞

（1）地区総体

と　き　4月26日（火）～27日（水）

ところ　野呂山

参加校・人数

　　広　　高校　生徒　20名　顧問2名　　呉工業高校　生徒　7名　顧問2名

　　三津田高枚　生徒　9名　顧問2名

　第5回目の大会。今年も安登駅からのコースをとった。三本松公園、弘法寺を経て、野呂山キャンプ場に至った。天候に恵まれ、テント設営、天気図作成の審査を行ない、夜は営火行事を持ち、3校の友好を深めた。2日目は、キャンプ場で閉会式を行ない、石内へ下山した。

（2）地区新人大会

と　き　11月23日　(水)

ところ　烏帽子山（天応）

参加校・人数

　　広　高校　生徒　9名　顧問2名　　三津田高校　　　　　　顧問2名

　岩登り講習会を主体とした大会で、心配された寒さもなく、穏やかな小春日和の一日だった。山道に入るところの広場で、ザイルの結び方の練習を行なった。その後、沢で登り方、ザイルワーク、アプザイレン等の技術講習を行ない、沢の上部で展望を楽しみながら昼食をとった。その後尾根道から頂上に至り、吉浦駅へ下山した。

＜三次地区＞

（1）地区総体

と　き　5月2日（月）

ところ　道後山

参加校・人数

　　庄原格致　男子4、女子9　引率2　　日彰館　男子2　　　　引率1

　道後山駅から歩く。リフト乗場まで1時間30分。リフト沿いに月見ケ丘を目指し、昼食。途中でバテる者が出たためかなりの時間差が生じた。学校毎、男女別に三角点または岩樋山を往復し下山。山麓で解散し、定期便で落合へ移動。終日好天に恵まれ、快適な山行となった。

（2）地区冬期大会

と　き　1月21日（土）～22（日）

ところ　比婆山竜王山一帯

参加校・人数

　　庄原格致　男子2　引率2

　熊野神社からワカンを着用。天狗の相撲場で、ジェット機2機の超低空飛行に仰天させられた。一瞬、何が起きたのかわからないほどだ。雪崩の危険性がある山域だったらたまったものではないところだ。2時間30分で竜王小屋に到着。気温は4度と暖かい。周辺の積雪は約1m。22日は早朝から雨模様だった。風が強い。45分で下山。熊野神社までは土が露出しているところはない。暖冬と言われていたにもかかわらず雪量は多い。

＜備後地区＞

（1）春季地区大会

と　き　4月30日（土）～5月1日（日）

ところ　福山市山野峡

参加校　　福山誠之館、尾道東、英数学館、戸手商業

参加者数　生徒29名、引率10名

　県総体にむけて最終のコース整備、下見を兼ねた地区大会を山野峡で行なった。備後地区各校から久しぶりに多数の参加を得てにぎやかな大会となった。天候も良く、新緑の中、さわやかな山行であった。昨年度まで共にコース整備にあたった福島先生（今春神辺旭高校に転勤）も参加され、適切なアドバイスと協力を頂いた。

2月の大雪のため、コース中に倒木が多数あると開いていたが、予想していたよりひどくはなかった。ただ、馬乗観音の管理人が不在だったので、大会時のお願いをするため、大会終了後、観音さんを管理している福泉寺を訪ねた。思いがけず立派な禅寺で一同びっくりしたのだが、丁重なご接待まで頂き恐縮しつつ帰途に向かった。

（2）冬期地区大会

と　き　1995年2月18日（土）～19日（日）

ところ　比婆山連峰竜王山

参加校　福山誠之館、尾道東

参加者数　生徒15名、引率3名、その他4名

日程およびコース

　2月18日（土）熊野神社～竜王山庄原格致小屋

　2月19日（日）小屋から池の段往復後，下山

　昨年ほどではないが、かなりの積雪の中での山行となった。

　那智の滝より上はラッセルが少しきつくなったが、神社から約2時間で小屋に到着した。屋根の上の雪も思ったより多く、雪降ろしもかなり骨が折れた。

　尾道東の生徒は、今回も雪中に幕営したが、寒くてほとんど眠れなかったそうだ。原田、鳥越、福島3先生と尾道東のOB　l人も来ていただいてにぎやかになり、夜はなごやかに交歓会がもたれ、親睦を深めることができた。

　翌日は、これ以上は望めないほどの好天に恵まれた。小屋を7時に出発し、約2時間で池の段に到着したが、静かな純白の雪面をふみしめる爽快感は忘れ難いものになった。また、立烏帽子、池の段からの眺望も絶景であった。初めて雪山に行った1年生も楽しく満足のいく山行になり、全員無事熊野神社に下山した。

平成6年度全国高等学校総合体育大会（登山）に優勝して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島学院高校

　　水　田　聖　司

　「A隊、優勝は広島県、広島学院高校。」…表彰式の後の監督の「やっぱり最初に名前が呼ばれるのはいいなあ」という言葉が印象的でした。

我登山部は1991年インターハイまで過去10数回出場し、2位3位は4回ありましたが、1位はまだ経験がありませんでした。92年には予選敗退という屈辱を味わい、1993年も県予選2位で、辛うじて栃木大会に参加できたのでした。

　僕は高1ながら選手に選ばれ、夢中で大会の準備をしました。ところが、経験者がメンバーの中に一人もいないこともあり、準備不足が目立ち、結果は5位と、あと一歩及びませんでした。先輩たちはその結果に満足できたようですが、僕はとてもくやしかった。それは5位という結果だけでなく、この大会に自分がどれだけ貢献できたかを考えた時、何一つ浮かんでこなかったからです。ただ、言われたとおりに計画書を作り、担当する装備を背負って歩く。天気図も知識も完全に先輩に任せきりでした。だから大会が終わった時に充実感が残らなかったのかもしれません。

　高3が引退し、次のシーズンに入りました。僕たちはあらゆる面を改善して94年の富山大会目指して再出発となりました。計画書の内容を充実させ、外装や見やすさにこだわりました。そして食事メニューを新たに作りました。

　こうした改善を繰り返し、県予選で優勝を飾ることができ、インターハイ切符を手に入れました。去年とは違い、僕の立場はチームのキャプテン。メンバーをまとめ、かつ去年の僕自身の経験から『みんなで優勝』を目標に毎日のトレーニングメニューを組みました。

　準備段階で特に力を入れたのは前述の計画書や食事改良の他に何といっても歩行技術の向上と、体力増強でした。毎日裏山を20キロ以上のザックを背負っての歩荷。並行して重量の軽減。一人平均15キロ程度にできるように心がけました。次に設営の練習。記録的な暑さのため、地面が固くペグが打ち込めない。適当な設草地を捜すことから始まりました。雨や風なども考慮し、何回も何回も繰り返し、いかに速く建てることができるか研究をしました。

　こうして夏休みを返上してトレーニングをして優勝することができたのですが、今ここで「勝因はトレーニング量か?」と聞かれると「否」と答えるでしよう。やはり勝因はチームワークです。これは他の3人のメンバーも認めるところです。最高のチームでした。誰かのミスや遅れは必ず他の誰かが取り戻す。そんなルールが自然と備わっていたように思います。くだらない冗談を言い合うことのできる高1～高3までのメンバー4人。このメンバーの中に名を連ねることができ、リーダーとして精一杯がんばることができた自分を誇りに思います。そしてドジな僕を支えてくれた他のメンバー3人とクラブの仲間そして先生方への感謝の気持ちでいっぱいです。あまりにもみんなの助けが大き過ぎたためか、まだ自分が優勝したんだという実感が沸かないほどです。

最後にもう一言。『最高の夏』でした。
平成7年度の回想（1995年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　部　長　加賀谷健一

　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　尾道　憲ニ

　役員の改選があった。谷（高陽）山崎（可部）両ベテランの退職に伴い、新しく副委員長に綿井（国泰寺）、常任委員に福永（高陽）が就任した。

　研修会では文登研には夏・島本（安西）、冬山スキー・北林（皆実）に参加していただいた。

　夏山合同合宿は8月2日～7日、北アルプス立山～黒部を予定していたが直前の長野県集中豪雨によりコースが崩壊して変更を余儀なくされ、新穂高・双六・槍ヶ岳で行われた。参加者99名。

　リーダー研修会も昨年同様、三倉岳・細見谷で行い、指導者を含めて31名が参加した。

　8月の指導者研修会は夏の伝達講習、2月の冬山技術講習会は大山で行った。3月の山スキー研修会は氷ノ山を予定している。ただ、指導者層の参加者が減る傾向にあるのは残念である。

　全国的な傾向であるが、広島県の登山部の部員が少しずつ減少している。インターハイのD隊シンポジウムでも取り上げられ、いかにして、山の楽しさ、自然に接することの大切さを伝えるかが話し合われたが、今の高枚生に登山の魅力を教えるのが難しくなっているようで、部員は競技登山の厳しさを嫌って、大会への出場が減っている。安全登山の推進を掲げる高体連登山部の活動を多くの山好きな高枚生に知ってもらい、登山の事故を防ぎたいものである。

　大会での成績は後述の通りであるが、インターハイは地元大山でということもあって、良く知った山域のため油断があったのか、細かい処で失点して、僅差で入賞を逃した。指導にも甘さがあったと反省している。この教訓を必ず次回に活かしたい。中国大会は地元佐伯町・吉和村冠山のひろしま国体山岳競技会場を使って開催した。

好成績を期待していたが、優勝はABC各コースとも山口勢に占められ、実力の差を痛感させられた。もっと、競技に闘争心と集中力を持ちたいものだ。

　ふくしま国体では少年男子が総合2位と良く頑張ってくれて、山岳競技総合第5位に大きく貢献した。少年男子の強化は何とか続いているが、女子選手の人材不足が悩みである。好敵手山口県を敗って、国体へ出場するような選手の出現を切望している。　　　（尾道）

2．大会記録

◎　第48回広島県高等学校総合体育大会（第38回全国高等学校登山大会県予選）

　と　き　1995年6月3日（土）～4日（日）

　ところ　豊田郡川尻町・呉市・野呂山・江ノ藤山一帯

　参加者　23校　参加生徒数248名

　第39回全国高等学校登山大会（インターハイ）出場枚は、男子は広島学院ならびに修道高校、女子はND清心高校に決定した。

　なお参考までに各隊のパーティ数は以下の通りであった。

A隊14　B隊19　C隊8　D隊10　E隊7　F隊7

6月3日（土）雨

　開会式は川尻町の町民広場の予定であったが、雨が激しく降り続くので急きょ変更して小学校の体育館を使わせてもらった。

14時30分よりタイムレース。4人で1チームを編成し、1人平均12kgの荷物を背負って山道を競走する。1分間隔で出発し、トップのチームには15点与えられる。またコースの途中には読図ポイントが設置されている。タイムレースのゴールに着くと、装備と救急（指定の救急薬品があるかどうか）の審査が行われる。さらに本日の最終ゴ－ルである野呂山のキャンプ場に着くと知識・気象（天気図を描かせる）・設営・炊事の審査が待ち構える。今日は1日中、雨だったので選手も審査員も寒さに震え上がっていた。

6月4日（日）曇り後時々晴れ

　4時30分起床。6時集合。雨は上がったものの今一つぱっとしない。濡れたテントをザックに詰めると昨日よりも荷物は重たくなり、選手にとって大変である。

　6時30分、男子A隊より今日のタイムレースの出発点に向かって出発。男子は白糸の滝、女子は二級峡がその出発点でともに野呂山のキャンプ場から2時間歩かねばならない。出発点に着くと、昨日同様、1分間隔でスタートする。ゴール地点は男子の江ノ藤山で女子は土山の山頂である。タイムレースが終わると、最終ゴールの呉工業高校まで規定時間内に到着すればよい。本日のスタート地点である野呂山キャンプ場から最終ゴールの呉工業高校まで読図用のポイントが昨日とあわせ16ポイント設置されている。選手はこれを見つけて地図に記入し、最終ゴールで記録とともに提出する。このようにして2日間の行動を審査し、100点満点で順位をつけるのである。

◎1995年度広島県高校登山大会（第35回中国高等学校登山大会広島県予選）

・と　き　1995年9月16日（土）～9月17日（日）

　ところ　佐伯郡佐伯町勝成山および吉和村吉和冠山

　参加校18校　参加生徒数168名

　第35回中国高枚登山大会には団体男子として、広島学院・広・高陽・電大附属・庄原格致の5校　団体女子として、皆実・広・清心・庄原格致・高陽・安古市の6校。

さらに男子縦走として、修道・皆実・安古市・国泰寺の4校が出場することとなった。

9月16日（土）晴れ

12時より佐伯町総合スポーツ公園内の陸上競技場にて開会式。今年は来年のひろしま国体のリハーサルを兼ねて入場行進まで行った。

13時、競技開始。タイムレースの出発点であるゴルフ場近くの墓場まで隊列を組んで行動。13時35分、男子A隊よりタイムレース開始。ゴール地点は上勝成山の山頂である。県総体と異なり、規定時間（男子35分、女子45分）内にゴールすれば20点与えられる。途中道を間違えるチームが出てきて、教員がさがしに出かける一幕もあった。タイムレースを終えると、後は本日の最終ゴールである千本松原のキャンプ場まで規定時間内に着けばよい。キャンプ場に着くと、今度は知識・天気図・設営・炊事などの審査が行われる。

9月17日（日）曇り、風強し

　今日は、タイムレースを取り止め、中国大会に準じての隊行動（つまり1日中、チーム全体の歩行状態を審査する）。

　4時起床。朝食後、選手はバスに分乗し、吉和村の汐原集会所に移動する。7時、競技開始。男子A隊より隊毎に順次出発。男子は国体コースを経て冠山から冠高原へ、女子は汐谷からクルソン谷を経て冠山に登り、冠高原へ下るコース。タイムレースがない代わり、審査員は選手にわからない所に隠れてチームの歩行状態を何ｹ所かで観察する。10時前には選手全員冠山山頂に到着。山頂では戦後最大級といわれる超大型の台風の影響で風がものすごく強かった。その後下山に向かい、全員が最終ゴールの冠高原に着いたのは12時前。風もなくなり、のんびり昼食をとった後、13時40分より14時15分までの閉会式で今年も無事終了。しかし、審査員は山の中で熊に出会ったとのことである。昨年も熊騒ぎがあり熊には十分気をつけよう。

◎1995年度広島県高校新人登山競技大会

　と　き　1996年1月27日（土）～28日（日）

　ところ　比婆郡西城町比婆山山系竜王山一帯

　参加校13校　参加生徒数103名　　教員24名

　技術指導として広島県山岳連盟より小土井氏が参加されたので総計128名となった。なお生徒の内訳は男子64名、女子39名で昨年より44名増であった。

成績　冬山登山の基礎的訓練をするので順位をつけず。

1月27日（土）晴れ

　今年は第4土曜で連休となり、2日間の休日が大会となった。競技大会といっても、冬山での生活ならびに歩行技術の講習を行う。

　初日は、12時20分より熊野神社前の広場で開会式。今年は昨年に比べ、雪は少なくこのあたりで10cm足らずであった。開会式後、男子を4つの班、女子を3つの班に分けて竜王山のキャンプ場に向かう。途中、那智の滝と天狗の相撲場で休憩し、全員がキャンプ場に着いたのは14時35分。このあたりで1m近い積雪。男子は雪の上にテントを張り、女子は原則として庄原格致の小屋に泊まった。

1月28日（日）曇り

　5時起床、7時集合。昨日と同じ班で竜王山を越して立烏帽子から池の段に向かう。全員が輪かんじきをつけて新雪の上を歩く訓練。先頭が70～80歩くと2番目に交替しながら歩く。立烏帽子は直登するが登るに従って傾斜がきつくなるので、先頭はラッセルが大変である。立烏帽子山頂到着9時15分。その後、一気に池の段に向かう。雪の降る中を尻セードを楽しむ班、さらに遠くまで出かける班もあった。行きは尾根通しに歩き、帰りは車道を歩いて早い班は11時過ぎにキャンプ場に帰ってきた。その後昼食をとり、テントを撤収し、学校毎に下山し、15時より閉会式を終え、大会は無事終了した。

◎　平成7年度全国高校総体（第39回全国高等学校登山大会）

　と　き　1995年8月5日（土）～9日（水）

　ところ　鳥取県　大山山系

　参加者　Aコース隊（団体男子）　広島学院

　　　　　Bコース隊（団体女子）　ND清心

　　　　　Cコース隊（男子縦走）　修道

成績

A隊〔団体男子〕

1 鳥取東　86.5　②　長崎西　85.6　③　安曇川　83.7　③　盛岡工　83.7

⑤　船橋東 83.4　⑥　大分竹田 83.0  ⑧広島学院　82.7

C隊〔男子縦走〕

1 長崎北陽台　89.1  ② 平館　87.1  ③　水口東　85.8　③　小松工　85.8

　⑤　修道　　　85．2　⑥　静岡東　84.9

B隊〔団体女子〕

　①　三田尻女子　85.2　②　長崎北陽台　84.3　③　就実　84.1　③　船橋東　84.1　⑤　岩手大迫　83.5　⑤　鳥取西　83.5　　⑯　ND清心　79．9

◎　第35回中国高等学校登山大会

　と　き　1995年10月27日（金）～29日（日）

　ところ　広島県佐伯郡佐伯町　総合スポーツ公園

　　　　佐伯郡吉和村吉和冠山・もみのき森林公園

　参加枚　A隊（団体男子）

　　　　広島学院・広・高陽・電大附属・安西

　　　　　B隊（団体女子）

　　　　皆実・広・ND清心・庄原格敦・高陽・安古市

　　　　　C隊（男子縦走）

　　　　　修道・皆実・安古市・国泰寺

成績

A隊〔団体男子〕

　①防府　　87．0　②広島学院　82．5　③宇部工　76．5　④益田　　74．5

　⑤江津工　73．5　⑥高陽　71．5　11広　 63．5　14電大附　59．0　16安西　47．5

C隊〔男子縦走〕

　①新南陽　85．5　②修道　80．0　　③出雲　79．5　④皆実　78．5　⑤出雲工　72．0　　⑥津山東　71．5　⑦国泰寺　71．O　⑦安古市　　71．0

B隊〔団体女子〕

　①三田尻　87．5　②ND清心　87．0　③防府　86.5　④皆実　82．5　⑤新南陽　82．5　⑥高陽　81．5　　11　広　　70．5　12安古市　69．5　15格致　　44.0

◎各地区大会

＜広島地区＞

（1）地区総体

と　き　4月28日（金）～4月29日（土）

ところ　芸北山地（牛小屋高原）

参　加　（生徒数＋教員数）

　　　　観音（1＋2）　皆実（21＋3）　可部（2＋1）　安芸（8＋3）　高陽（27＋3）

　第一女（8＋1）　安西（15＋3）　安佐北（10＋2）　廿西（10＋2）　電大附（5＋3）　国泰寺（12＋2）　清心（2＋1）　修道（9＋2）　安古市（24＋3）　　宮島工（4＋2）　学院（4＋1）　広陵（6＋2）　広島商（1＋1）　安芸府（8＋2）　佐伯（2＋2）

　　合計　生徒参加数20校170名＋引率教員41名

4月28日（金）曇り

　今年より公立学校が第二と第四土曜日が休日となったため初めて金曜日からの大会となった。

　初日の今日は、どこから登ってもよく最終的に牛小屋高原に着けばよい。ほとんどの学校はJR三段峡駅から内黒山や三段峡を経て牛小屋高原に向かったが、十方山を越えて向かった学校もあった。17時までには牛小屋高原のキャンプ場に着き、審査のない大会だけにみんなのんびりしていた。

4月29日（土）曇り午後から雨

　7時、管理棟前の広場に集まって開会式兼閉会式が行われる。その後、キャンプ場の掃除を済ませ学校毎に分かれて登山行動に移る。ほとんどの学校は県下の最高峰である恐羅漢山を空身で往復する。今大会は、初めて山に登る生徒が多く、頂上からの展望を期待したが、残念ながら霧のため何も見えなかった。

　恐羅漢山から牛小屋高原に帰ると、いよいよ下山である。牛小屋谷を下る学校、砥石郷山から田代へ下る学校、二軒小屋から内黒山を越える学校、さらには水越峠まで林道を歩き、十方山に登り内黒峠まで縦走する学校があったり、さまざまなコースをとって三段峡駅へ戻り、大会は無事終了した。

（2）地区新人大会

と　き　11月19日　（日）

ところ　安芸郡府中町水分峡および岩谷観音周辺

参　加　（生徒数＋教員数）

　　　国泰寺（6＋1）　清心（11＋2）　広大附（4＋0）　安古市（11＋3）　

第一女子（0＋1）　安西（3＋2）　安芸府中（2＋1）　皆実（22＋1）　修道（6＋1）　安芸（2＋1）高陽（16＋2）　学院（9＋2）　広島商（1＋1）　佐伯（0＋1）　

電大附（4十1）

11月19日（日）晴れ

　例年であれば1泊2日で行う新人大会。今年は水分峡一帯の工事のためキャンプ場が使えず、結局1日だけの大会となった。

　9時、水分神社前の駐車場に集合し開会式。高尾山付近にある手頃な岩を見つけて1日中、簡単な岩登りをする。ほとんどの生徒にとって初めての岩登りで、もの珍しさも手伝って毎年好評を博している。

　男子を4つの班、女子を3つの班、さらに上級者の班を1つ設けて岩登りの練習をする。ザイルの結び方から始まって岩の上を歩くようにして下る懸垂下降の練習など一通り基礎的な技術を教えて岩登りが始まる。生徒も始めのうちは恐がっているが慣れてくると、面白がっていろいろな岩に取り付き、岩登りの楽しみが分かり始めた頃に下山が始まる。

16時過ぎ、開会式と同じ場所で閉会式を済ませ、今年も無事終了。

＜呉地区＞

（1）地区総体

と　き　4月25日（火）～26日（水）

ところ　野呂山

参加校　人数

　　　広　　高校　生徒24名　顧問2名

　　　呉工業高校　生徒8名　顧問2名

　　　三津田高校　生徒3名　顧問2名

　第6回の大会であり、今年は県総体の会場になるので、コース整備を兼ねて行なった。県総体のコースとなる川尻から兜岩展望園地を経て野呂山キャンプ場に至った。

夜の営火行事は、残念ながら雨上がりで中止となったが、管理棟で簡単な交歓会を持ち、

3校の友好を深めた。

　2日目はキャンプ場で閉会式を行ない、石内への下りおよび江の藤への登りで、各校に分かれてコース整備を行った。

（2）地区新人大会

と　き　11月11日（土）

ところ　烏帽子岩山（天応）

参加校　人数

　　　広　　高校　生徒8名　顧問2名

　　　呉工業高校　生徒6名　顧問1名

　　　三津田高校　生徒4名　顧問2名

　基本的な岩登りの技術講習を主体とした大会で、前日の激しい雨もすっかり上がり、穏やかな小春日和の一日となった。山道に入るところの広場で、ザイルの結び方

の練習をおこなった。その後、沢で登り方、ザイルワーク、アプザイレン等の技術講習を行ない、沢の上部で展望を楽しみながら昼食をとった。その後、尾根道から頂上に至り、吉浦駅へ下山した。

＜三次地区＞

（1）地区総体

と　き　5月2日（火）

ところ　猫山

参加校　人数

　　庄原格致高校　生徒男子4名　女子5名　顧問2名

　　三次工業高校　生徒男子5名　　　　　　顧問2名

　今年度は道後山駅から歩くことをやめ、登山口集合とした。昨年は参加のあった日彰館が姿を消したが、三次工の参加があった。前夜までの雨が上がり、途中から日差しも見られ、山頂からの眺望は満足できるものであった。下山はスキー場のゲレンデ上部を目指したが、コースを誤り結局はまもなく合流した登山路を下った。ぬかるみに悩まされることなく、快適な山行だった。

（2）地区新人大会

と　き　1月20日（土）～21（日）

ところ　比婆山山系竜王山一帯

参加校　人数

　　　庄原格致高校　生徒1名　顧問1名　OB　l名

　　　三次工業高校　生徒4名　顧問1名　OB　l名

　久しぶりに人数がまとまり元気が出た。初めてOBの参加も得た。今年は雪が多いと予想していたのに、那智の滝上部渡渉地点までは地面が出ている所があちこちに見られたほどだ。雪面がクラストしていてワカンを着用することなく竜王小屋に着いた。水場は露出し、屋根の雪も気にならない。小屋の後部はさすがに窓を塞いでいた。室温は5度と暖かい。出雲烏帽子までもワカンの必要がなかった。数回のまとまった降雪以外には降りが少なかったようだ。穏やかな冬山であった。

＜備後地区＞

（1）地区総体

と　き　5月13日（土）－14日（日）

ところ　豊田郡瀬戸田町サンセットビーチ他

参加校　福山誠之館，尾道東

参加者数　生徒23名，引率4名

日程およびコース

　5月13日（土）豊田郡瀬戸田町サンセットビーチにて幕営，交流会

　5月14日（日）サンセットビーチー観音山～いずり峠～中野ダム

　かつて備後地区大会をもったことがある生口島での開催だった。1日目は瀬戸田港からサンセットビーチまでの約4kmの海岸沿いの道路を歩くだけの道程だった。曇り空で風もなく快適なハイキングといった感じだった。

夜は2校だけではあったが、楽しく交流会の時を過ごした。しかし、翌日は夜明け前から雨で、しかもだんだん強くなってきた。大雨洪水注意報が出ていたので迷ったが、思い切って8時30分に出発した。雨は大降りになって見通しもきかず、厳しい山行となったが、途中、みかんの花がかぐわしい匂いや雨にぬれた道端の草花が気持ちを和らげさせてくれた。約1時間30分で観音山に到着した。標高472.3mの観音山は芸予諸島の最高峰で、前回登頂したときは素晴らしい眺めだったが、今回はガスがかかってほとんど何も見えなかった。しかもここで天気予報を聞くと、大雨洪水警報に変わっていていよいよ雨は激しくなり寒くなってきた。こうなると早く下りたいばかりで、みな中野ダムに急いだ。1時間あまりで到着した。すぶぬれになった身には瀬戸田港までの舗装路は冷たくて長い道のりだった。

　今度来たときにはぜひ晴れて欲しい、そう願いながら三原行きの船に乗り込んだ。

（2）地区新人大会（冬季登山大会）

と　き  1996年2月17日（土）～18日（日）

ところ　比婆山山系竜王山～立烏帽子山

参加者数　生徒7名　引率2名　その他8名

日程およびコース

　2月17日（土）熊野神社～竜王格致小屋

　2月18日（日）格致小屋～立烏帽子山往復後下山

　残念ながら誠之館だけの参加となったが、OB  3人、原田、鳥越、小土井、福島先生の参加をいただき、まずまずにぎやかな山行となった。

　山行の数日前がしばらく春のような陽気だったので、前の週の大雪はかなり融け、それが直前の寒波で凍り、その上に新雪が積もっていた。雪の景はさほどでもなく歩きやすかった。約2時間半で小屋に到着。雪下ろしをした後、食事の準備、夕食、歓談の会へと続いた。

　夜の間に15cmぐらい新たに雪が積もり、美しい雪原を踏み締めながら立烏帽子山に向かった。雪は降りつづき、時々地吹雪がおそってくる寒い1日だった。立烏帽子の直登は雪の下が凍っていたので、急な斜面では時々ずり落ちて少々困難であったものの、全員どうにか登頂することが出来た。

　眺望は悪かったが、はじめて雪山に入った1年生はいろいろな経験をし、しんどかったけれど楽しかったと語っていた。彼らが核となって、誠之館でも、また他校の部員も増えていくことを願っている。

平成8年度の回想（1996年度）
部長　　加賀谷　健一

委員長　尾道　憲二

　今年は広島国体のメイン行事があり、大会の成功にむけて高体連登山部も種別少年の選手強化へ、大会運営役員へと全力を投入した1年であった。国体県内役員197名の内、47名が高体連登山部、15名がOBの方々であった。特に選手強化部の選手・監督・コーチは総合優勝に向けてすべてを犠牲にして打ち込んできた甲斐があってすばらしい成績で総合優勝を決め、天皇杯得点に大きく貢献できたことを感謝したいと思います。

　国体行事のため忙しい1年であったため、他の年間行事を縮小して行った。

　第6回夏山合同合宿は初めて縦走形式で北アルプス剱岳から宇奈月へ抜けた。夏のリーダー研修会・指導者講習会は時期的に無理で今年だけ中止とした。

　その他、インターハイ・国体に向けての体力・技術向上を目指す講習会として11月から2月まで3回、また読図訓練を目的とする講習会を3月に開催した。

　指導者については、文登研の指導者講習会には県教委のご協力で山岳スキーに島本（安西）が参加したが、夏の指導者講習会には都合がつかず不参加であった。

　県指導者講習会を2月には大山で県山岳連盟の協力を得て冬山技術講習会を、3月には氷ノ山で山岳スキー研修会を行い、伝達講習を含め登山技術の研修に努めている。

　各大会の詳細は後記の通りである。

　全国大会において、山梨インターハイでは高陽高校が団体女子で第3位に入賞し、国体総合優勝とともに1月17日に毎年の恒例となった祝勝会を開き健闘を祝った。

　今年の県内大会は県総体は広島国体会場の東郷山で湯来町の協力を得て開催した。秋の県大会は宮島町弥山で。冬の県新人大会は西城町比婆山にて開催した。

　県内大会での競技登山の定着もあり、選手の競技力アップが進み体力・技術・知識が年々向上している。高校生の登山における事故もほとんど聞かれなくなってきたことは高体連登山部が目指してきた「安全登山の推進」が実を結んできたことを示すものではないだろうか。競技力を向上させるとともに、登山を安全に楽しむことや自然保護に目を向けて行動することを習うのは大切なことである。

　国体に明け暮れた平成8年度であったが委員長の尾道は全国高体連登山部の西日本ブロック代表として2年間（平成8・9年度）副部長に就任し、山梨・京都の両インターハイの中央総務委員長を務めることになった。

　登山部に新たな領域としてスポーツ・クライミング普及の波が押し寄せている。平成14年高知国体から種別少年にクライミングを取り入れる動きがある。広島県高体連登山部の中にあっても施設面や指導者の養成と絡んで、日山協ジュニア委員会への参画と合わせて、どのように取り組むかを検討していきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　（尾道）

◎　第49国広島県高等学校総合体育大会　（第40回高等学校登山大会広島県予選）

　と　き　1996年6月1日（土）～2日（日）

　ところ　広島県佐伯郡湯来町　阿弥陀山・東郷山一帯

　参加校　23枚　参加生徒数　257名（男子156，女子101）

成績

＜男子＞

A隊　①修道　96.5　②皆実　88.5　③広島学院　87.1

　　　④高陽　76.7　⑤広　　69.7　⑥安古市　　61.8

B隊　①修道　Bl　90.9　②修道　B2　79.9　③広島学院　B1　78.2

　　　④高陽　66.4　⑤皆実　B2　61.6　　⑥皆実　B1　59.5

＜女子＞

D隊　①高陽　93.9　②皆実　91.0　③ND清心　82.0　④安古市　68.3

　　　⑤広　　67.3　⑥国泰寺　40.9

E隊　①ND清心E2　65.3　②皆実　E1　64.5　③高陽　58.5　

④広　E1　56.4　⑤ND清心E1　47.7　⑥皆実　E2　37.8

以上の結果　第40回全国高等学校登山大会（インターハイ）出場校は、男子は修道高校、女子は高陽高校に決定した。

　なお参考までにパーティ数は下記の通りであった。

　　A隊13　B隊16　C隊11　　D隊　7　E隊　8　F隊12

6月1日（土）快晴

　暑い日差しのふりそそぐ青空のもと、12時より大森神社広場で開会式。

　開会式終了後、登山隊を編成し、競技の開始。男子A、B隊そして女子D、E隊は4人で1チームを編成し一人平均12キログラム前後の荷物を背負って山の中に入る。最初の難関はタイムレースである。山頂に設けられているタイムレースのゴール地点まで時間を競い合う。その後最終ゴール地点までは規定時間内に間に合うように歩いたり走ったりする。

（なお男子C隊、女子F隊については審査せず、サブザックのみで同じコースを歩く）

　タイムレースの出発点は大森神社から20分歩いたところの町道黒谷線の始点である。ここから10分近く歩くと阿弥陀山への登山口があり、いきなり暗い杉林の急登が始まる。その後約50分でタイムレースのゴール。トップの修道は29分で登った。普通に歩く時間の半分である。

　タイムレースのゴールから最終ゴールの湯来町の運動広場までは下り一方である。

40分下ると黒谷部落に出て、さらに黒谷川に沿って水内川まで下る。水内川に出て国道433号線を30分ばかり歩くと今日の最終ゴールである湯来町の運動広場へ到着。

　最後のF隊が大森神社を出発したのが13時38分。そして最終目的地である運動広場に着いたのは17時40分だった。

6月2日（日）快晴

　6時A・B隊、6時30分D・E隊、7時C・F隊運動広場に集合。運動広場から国道433号線を水内川にそって下り砕石場手前の国体コースに向かう。15分ほどの行程だ。ここから昨日に引き続いてタイムレースが始まる。

　スタート地点からいきなりの460段の階段が始まる。その後ゆるやかな上りになったかと思うとまた丸太の階段が始まる。これを何回か繰り返しているうちにタイムレースのゴールに到着する。トップの修道は44分で登った，普通に歩く早さの1／2．5である。また女子のトップの皆実は小鞍部まで41分で登っているので普通に歩く早さの1／2である。

　タイムレースが終わると、今までと同じように尾根伝いに上り下りを繰り返す。すると東郷山の山頂にたどり着く。この秋行なわれるひろしま国体ではここまでがタイムレースとなるのでいかに過酷なレースであるかがわかる。東郷山から最終ゴールの大森神社までは下りである。大森神社までは競走時間内にゴールすればいいので選手はのんびり下る。

閉会式は13時30分より14時5分まで開会式と同じ場所で開かれた。

· 1996年度広島県高等学校登山競技大会　（第36回中国高等学校登山大会広島県予選）

　と　き　1996年9月21日（土）～22日（日）

　ところ　広島県佐伯郡宮島町　弥山一帯

　参加校　20枚　参加生徒数　178名

成績

く男子〉

A隊　①修道　95.0　②広島学院　95.0　③皆実　92.3

　　　④高陽　90.0　⑤誠之館　　74.9　⑥国泰寺　73.0

B隊　①修道　B1　94.0　②広島学院　93.5　③皆実　B1　89.0

　　　④修道　B2　88.0　⑤皆実　B2　84.7　⑥安古市B1　79.9

＜女子＞

D隊　①高陽　91.0　①N D清心　91.0　③皆実　89.5　

④安古市　84.0　⑤誠之館　80.8　⑥廿日市西　70.8

E隊　①ND清心E1　90.0　②ND清心E2　89.0　③高陽　86.9　

④皆実　E1　85.0　⑤皆実　E2　77.7　⑥安佐北　57．6

以上の結果、第36回中国高校登山大会（於山口県）には団体男子（A隊）として広島学院・皆実・誠之館・安古市の4枚、団体女子（B隊）として高陽・ND清心・皆実・安古市・誠之館・廿日市西の6校，また男子縦走（C隊）として修道・高陽・国泰寺・尾道東が出場することになった。

9月21日（土）　晴れ

　ひろしま国体まであと20日、高体連から役員を51名（全体の4分の1）も送り込んでいるため何かにつけあわただしくなるので今年の県予選については初日の登山行動が省略された。そのため開会式は午後4時から始まった。修道高校越智君のたくましい選手宣誓そして審査委員長より諸審査の説明があり、16時30分より設営の審査が始まる。今年は中国大会に準じて10分の規定時間を設けて一斉スタートで設営開始。ほとんどが規定時間内で設営を終えていたが、ザックがテントの中に納まっていないのが目立った。

9月22日（日）晴れ

　6時集合であったが、A隊で1パーティ，B隊で4パーティが遅刻した。当然マナー点で減点である。審査委員長より本日の日程に着いていろいろと説明があり、6時30分A隊が本日のタイムレースの出発点である紅葉谷に向けて出発する。その後B、D、E隊の順で4、5分間隔で出発。最後のC隊がキャンプ場を出発したのは7時（今回はF隊の参加はなし）。ばくち尾を経て紅葉谷まで約50分の行程である。

　紅葉谷から弥山と獅子岩との鞍部までタイムレース。男子A隊最初のパーティ7時30分出発、その後B隊、女子D隊、E隊と続き、タイムレースのないC隊が最後に出発したのは8時32分。空身で登れば45分位だが、男子の場合1人平均12kg以上、女子11kg以上の荷物を背負って登らなければならない。しかも男子は30分、女子は40分以内に登らないと1分を超える毎に1点滅点される。全体的に谷沿いの道で谷には堰堤がたくさんあり、それぞれ番号がうたれている。はじめはゆるやかな上りも途中の12号堰堤あたりの上りが一番きつく途中でバテるパーティも出てくる。規定時間が厳しかったせいか男子・女子とも半数以上のパーティが時間オーバーとなる。

　タイムレースが終わるとパーティ行動でこれも規定時間内に最終ゴールの大元公園まで読図ポイントを探しながら歩く。タイムレースのゴール地点からさらに弥山まで登り、駒ケ林を経て大元公園へ下る。

　今日の最初の出発点である包ケ浦のキャンプ場から最終ゴールの大元公園まで読図ポイントが10個、それに規定時間は男子140分、女子170分である。

11時半すぎには全パーティ無事に大元公園に到着し、12時33分より13時まで閉会式が行なわれ、中国大会への出場校が決まったところで今年度の予選は終了した。

◎1996年度広島県高校新人登山大会

　と　き　1997年1月25日（土）～26日（日）

　ところ　比婆郡西城町、比婆山山系竜王山一帯

　参加校13校　参加生徒数102名　引率教員20名

1月25日（土）晴れ後曇り

12時35分より雪のちらつく中、熊野神社大鳥居前の広場で開会式。4日前に久しぶりに寒波が訪れ、広場も30cm以上の積雪で道路も真っ白だった。雪の上を震えながら開会式を済ませると男子を3班、女子を2班に分けて13時7分熊野神社を出発。

　那智の滝、天狗の相撲場を経て本日の最終目的地である竜王キャンプ場に着いたのが15時。約1mの積雪で雪を踏み固めてテントを設営。

1月26日（日）曇り

　5時起床、7時キャンプ場集合。昨日と同じ班に分かれ、竜王から立烏帽子そして池の段に向かう。雪こそ降っていないが天気はあまり良くない。まずは全員輪かんじきを着けての歩行訓練。

　新雪と戯れながら先頭を交代しつつ竜王山へ、キャンプ場から10分で頂上へ。その後尾根沿いの自然歩道を使って立烏帽子へと向かう。約30分で立烏帽子の駐車場へ。

ここから樹林帯の急斜面を直登すると25分で立烏帽子の山頂に到着。山頂は真っ白でいかにも高い山に登った気持ちになれる。

　その後明るい尾根を下ると広い鞍部に出て、ここから広くて緩やかな斜面を登れば今日の最終目的地である池の段へ到着。立烏帽子の山頂から10分少々である。相変わらずの天候でゆっくり展望も楽しめない。帰りは同じ道を引き返すが、立烏帽子の山頂からは適当な斜面を見つけて尻滑りを楽しむ。その後、立烏帽子の駐車場からは車道を歩いて竜王キャンプ場に戻る。一番遅い班が戻って来たのが11時40分。

　それから昼食をとり、テントを撤収して下山に向かう。キャンプ場から1時間足らずで熊野神社へ。14時30分より閉会式を済ませ、今年も無事終了。

◎　平成8年度全国高等学校総合体育大会　（第40回全国高等学校登山大会）

　と　き　平成8年8月20日（火）～24日（土）

　ところ　山梨県南アルプス北部山域（北岳・仙丈ケ岳・甲斐駒ケ岳・早川尾根）

　出場校

　　A隊（団体男子）修　道

　　B隊（団体女子）高　陽

成績

＜男子＞

A隊　①韮崎（山梨）　87.3　②防府（山口）　85.1　③加治木（鹿児島）　84.4

　　　③水口（滋賀）　84.4　⑤北陽台（長崎）　84.2　⑥平舘（岩手）　83.6

　　　⑦三条工（新潟）　83.6　⑧修道（広島）　83.4

＜女子＞

B隊　①韮崎（山梨）　88.2　②北陽台（長崎）　87.3　③就実（岡山）　87.2　

③高陽（広島）　87.2　⑤松山南（愛媛）　87.0　⑥柏原（兵庫）　86.2

◎　第36回中国高等学校登山大会

　と　き　1996年11月1日（金）～3日（日）

　ところ　山口県玖珂郡錦町　寂地山・小五郎山、山口県立広瀬高等学校

　出場枚

　A隊（団体男子）　広島学院・皆実・誠之館・安古市

　B隊（団体女子）　高陽・ND清心・皆実・安古市・誠之館・廿日市西

　C隊（男子縦走）　修道・高陽・国泰寺・尾道東

成績

く男子〉

A隊（団体男子）

　①防府　90.3　②広島学院　89.3　③笠岡　85.8　④宇部工　81.6　⑤下関西　80.3

⑥益田　78.5　⑦皆実　76.4　⑨安古市　70.4

B隊（団体女子）

①防府　90.5　②高陽　88.9　③三田尻女子　88.1　④新南陽　88.0　⑤就実　86.4

⑥ND清心　83.3　⑦皆実　81.8　⑨安古市　80.7

C隊（男子縦走）

①新南陽　88.7　②山口　86.5　③修道　85.9　④高陽　82.1　⑤岡山朝日　81.1

⑥津山東　80.2　12国泰寺　55.8　13尾道東　29.4

◎各地区大会

＜広島地区大会＞

（1）地区総体

　と　き　4月20日（土）～21日（日）

　ところ　芸北山地（牛小屋高原）

　参　加　生徒15校167名＋引率教員33名

4月20日（土）晴

　今年は例年にくらべ1週間早い地区大会となった。例によって可部からディーゼルカーを増結してもらって三段峡駅に向かった。学校によっては戸河内よりバスをチャーターして瀬戸滝口より十方山を経由して牛小屋高原に向かう超元気組もあったが、ほとんどのパーティは三段峡駅より内黒山や三段峡を経て牛小屋高原に向かった。

　三段峡経由が早いパーティでは15時40分牛小屋高原着。内黒山経由は15時10分着。そして十方山経由は15時55分であった。

　今年は例年になく雪が多く、また寒い日が続いたので牛小屋高原のキャンプ場には雪が残っておりテントが張れず近くの駐車場にテントを張ることになった。夜は－２℃まで下がりガタガタ震えながら一夜を過ごすことになった。

4月21日（日）

　7時に管理棟前の広場に集まって開会式兼閉会式が行なわれる。その後キャンプ場や炊事場の掃除を済ませて学校毎に分かれて登山行動に移るが、始めはほとんどの学校が恐羅漢山を往復した。キャンプ場からスキー場を経て登るが、最初の20分がきつい。その後ゆるやかに20分から25分近く登ると広島県の最高峰（1346m）である恐羅漢山に達する。今年の大会はいつもの年より1週間早く、そのうえ雪も多かったので山頂付近は雪で覆われていたが、コースそのものはそれほど悪くはなかった。

　恐羅漢山から牛小屋高原に帰ると砥石郷山を経由して田代へ下ったり、あるいは牛小屋を経由して三段峡を下ったり、さらには車道を使って内黒峠まで歩き、その後内黒山を越えて三段峡駅に下ったパーティ。また十方林道を水越峠まで歩き、そこから十方山に登り瀬戸滝口に下ったパーティ。同じように十方山に登り、内黒峠まで縦走したパーティもあり、とにかく思い思いのコースをとって下山し、地区大会は無事終了した。

（2）地区新人登山大会

　と　き　11月16日（土）～17日（日）

　ところ　安芸郡府中町水分峡および岩谷観音

　参　加　生徒13校118名（男子74十女子44）＋引率者25名

11月16日（土）晴れ

　昨年キャンプ場整備のため第4堰堤より上は立入禁止となっていたのでやむなく日帰りとなったが今年はキャンプ場の整備もすみ、芝生の上でテントを張ることができたので従来通りの1泊2日となった。現在も第4堰堤より上を憩いの森にするためにいろいろと整備されているが、昔の面影がほとんどなくなっている。なぜこれほどまで自然を破壊して憩いの場にしなければならないのだろうか。山腹には林道がかけ巡り、まさに見るに悲惨

な光景である。

　それぞれの学校は受付を済ませると、男子は新しく整備されたキャンプ場で、女子は従来通りで水分神社の向かい側の空き地にテントを張って一夜を過ごした。

11月17日（日）曇り

　神社前の駐車場に7時集合。まず班編成、男女あわせて経験者組を1つの班を作り、あとは男子を5班、女子を4班にわける。男子は松島・辻・寺田・林・北林、女子は尾道・福永・村川・中路が指導にあたる。それぞれの班に分かれてザイルの結び方や確保の仕方を学んで岩谷観音および高尾山の岩場に向かう。

100以上の生徒が岩にへばりつくものだから、どこの岩場も鈴なりである。はじめに小さな岩で岩登りや懸垂下降の練習をする。慣れてくると長いところや難しいところに場所を移動する。ほとんどのものが初めてで恐る恐る登ったり下ったりしているが、回数を重ねるうちに自分から積極的に登り初めてくる。日常の生活を忘れてひたすら岩にとりつく。これが山登りの楽しみである。

　昼食は、例によって岩谷の観音さんの頂上にある大きな岩の上で広島市内を望みながら学校毎食べるが、曇り空で多少寒かったものの風がないのが幸いだった。昼食後、再び岩登りに挑戦するが、対象とする岩が限られているのでどこもー杯。とくに正面の岩は待つだけでもたいへんだった。距離こそ短いが、ルートによってはそれなりに難しいところがある。はじめは登れなかったが、何度か挑戦しているうちにやっと登れるようになると、あちこち登りたくなる。これが何ものにもかえがたい楽しみである。岩登りの楽しみがだんだんわかりかけてきたところで今日の大会は終了。15時前下山開始。16時前、駐車場にて閉会式。今年も怪我人もなく無事終了。

＜呉地区＞

（1）地区総体

　と　き　4月25日（木）～26日（金）

　ところ　野呂山

　参加・人数

　　広　高　校　生徒18名　顧問2名

　　呉工業高校　生徒13名　顧問3名

　　三津田高校　生徒14名　顧問2名

　第7回大会であり、昨年とは違い安登駅からコースをとった。三本松公園、弘法寺を経て野呂山キャンプ場に至った。天候に恵まれ、テント設営、天気図作成の審査を行ない、夜は営火行事を持ち、3校の友好を深めた。2日目はキャンプ場で閉会式を行ない、広の石内へ下山した。

（2）地区新人大会

　と　き　11月19日（土）

　ところ　烏帽子岩山（呉市天応町）

　参加・人数

　　広　高　校　生徒12名　顧問2名

　　三津田高校　生徒4名　顧問1名

　基本的な岩登りの技術講習を主体とした大会で、前日の雨もすっかり上がり、穏やかな小春日和の1日となった。山道に入るところの広場で、ザィルの結び方の練習を行なった。沢はまだ濡れているところが多く、慎重に歩を進め、上部でザイルワーク、アプザイレン等の技術講習を行なった。そしてテラスで展望を楽しみながら昼食をとり、尾根道から頂上に至り、吉浦駅へ下山した。

＜三次地区＞

（1）地区総体

　と　き　5月2日（木）

　ところ　道後山一帯

　参加・人数

　　庄原格致高校　生徒男子3名　女子3名　顧問2名

　　三次青陵高校　生徒男子5名　顧問2名

　昨年度格致高校を退職された原田先生を迎えて、道後山駅を出発。参加校は昨年と同じ2校であったが、生徒・顧問とも新しいメンバーが加わり新たな気持ちで道後山山行を楽しんだ。スキーリフトに沿って月見が丘までは全員で登り昼食、それから余力のある男子数名は道後山山頂を目指した。トラバース途中には残雪もあり、春山気分も味わえた。

（2）地区新人大会

　と　き　1月18日（土）～19日（日）

　ところ　比婆山山系竜王山一帯

　参加・人数

　　庄原格致高校　生徒　0名　　顧問1名

　　三次青陵高校　生徒男子5名　顧問1名

　今年は正月過ぎにまとまった雪が降ったものの、その後しばらく好天が続いたため、雪は少なめではないかと予測していた。しかし熊野神社付近にも10cm以上の積雪があり、最初からワカンを着用しての山行であった。昨年雪不足でラッセルの経験が出来なかった生徒も、今年は十分に楽しめた様子であった。小屋付近の積雪は例年並み、ただここ数日の暖かさで屋根の雪はほとんど落ちていた。しかしそれまでに降った雪の影響で、昨年改修したばかりの玄関扉がすでに歪んで締まりにくくなっていることが気になる。

　今年度は1校のみの参加で少し寂しい大会となったが、参加した生徒は昨年度大会の経験者が多く、今回の大会を楽しみにしていたようだ。これが来年にもつながることを期待したい。

＜備三地区＞

（1）地区総体

　と　き　　4月29日（月）

　ところ　　尾道鳴滝山～三原鉢ケ峰

　参加校　　福山誠之館

　参加者数　生徒15名、引率2名

　尾道東高校との日程調整がどうもうまくいかず、誠之館だけの参加となり（これで備後地区大会といえるのかどうか疑問だが）、新入生歓迎の意義が大きい日帰りの山行であった。天候に恵まれ、はじめて山を歩く新入生にとっては適度なコースだったと思う。コンパスの使い方を練習しながらコースをたどったが、途中の鳴尾展望台、鉢ケ峰山頂は瀬戸内海の島々が見渡せるすばらしい眺望だった。また稜線上にはところどころツツジのトンネルをくぐりぬけるところもあり、新緑の山のみずみずしい香りと色彩を堪能することが出来た。

（2）地区新人大会（冬季登山大会）

　と　き　　97年2月22日（土）～23日（日）

　ところ　　比婆山山系竜王山～池の段

　参加校および参加者数

　　福山誠之館　　生徒14名　瀬問2名　OB　l名

　　尾道東　　　　生徒2名　顧問1名　OB　l名

　　庄原格敦　　　生徒1名　顧問2名

　　その他　　　　　　3名

　日程およびコース

　　2月22日（土）熊野神社～竜王小屋

　　2月23日（日）竜王小屋～池の段往復後下山

　例年のように鳥越、福島先生の参加をいただき、また生徒も増えてにぎやかな山行となった。

　庄原付近から雪が降り始めた。積雪が2メートルは越えていたと思われる。那智の滝から踏跡がほとんど無くラッセルがきつかったが、男子生徒が多くて助かった。

熊野神社から約3時間で竜王小屋に到着。小屋も水場も深い雪に埋もれていてなかなか掘り出せない状態だった。

　夜になって天気は回復し、翌朝は快晴だった。5時に起床して外へ出ると、東の空低く、「ヘールーホップ彗星」が肉眼でも確認でき感激した。竜王山頂からの眺望は息を呑むすばらしさだった。360度の大パノラマが展開し、遠くには石鎚連峰までがはっきり浮かび上がっていた。大山は言うに及ばない。移動性高気圧にすっぽりとおおわれて穏やかな雲一つない絶好の天候に恵まれた。午前中は雪がしまっていたので思ったほどラッセルも困難でなかった。予定通りの日程で、池の段までの往復を終え、下山した。

　初めて冬山を経験した1年生をはじめ、全員が冬山の美しさと楽しさを堪能出来た。
平成9年度の回想（1997年度）
部　長　加賀谷健一

委員長　尾道　憲二

　今年の全国大会は京都インターハイ登山で団体男子修道・男子縦走広島学院がそろって優勝、団体女子高陽が第2位となり、また大阪国体山岳競技で少年男子が優勝、少年女子が踏査で第1位、種別で第3位となって広島県が天皇杯得点130点で2年連続の総合優勝に輝く、というかってない好成績を残した年となりました。

　競技登山の優勝へ向けて高体連登山部の選手強化の成果が着実に実力をつけてきたことの証しであると喜んでいます。

　監督・コーチ・顧問の大きな犠牲の元での成果であるのは当然ですが、特に高体連のステップアップ事業によるインターハイ選手合同強化合宿や県体協の国体強化費などのバックアップにより選手強化が十分できたことを感謝いたします。

　各大会の詳細は後記の通りです。

　今年の県内大会は県総体は比婆郡西城町比婆山で、秋の県大会は安芸郡呉娑々宇山で、冬の県新人大会は例年通り西城町比婆山にて開催した。

　次に研修会・合宿について、第7回夏山合同合宿は北アルプス涸沢をベースに穂高連峰へ14校の登山部が参加して安全登山を研修しました。昨年は広島国体のためできなかった夏のリーダー研修会・指導者講習会をステップアップ事業の補助を受けて8月に行った。

　その他、インターハイ・国体に向けての体力・技術向上を目指す講習会として12月から2月まで3回、また、読図訓練を目的とする講習会を3月に開催した。

　指導者については、文登研の指導者講習会には県教委のご協力で山岳スキーに林雅晴（皆実）が参加し、夏の指導者講習会には菅田英樹（皆実）が参加した。

　県指導者講習会を2月には大山で県山岳連盟の協力を得て冬山技術講習会を、3月には信州で山岳スキー研修会を行い、伝達講習を含め登山技術の研修に努めている。

　高体連登山部創世期から活躍され平成6年度から部長を続けられた加賀谷（美鈴が丘）校長は今年度で退官される。また平成2年度から委員長を勤めた尾道（学院）は交代するが、全国高体連登山部の西日本ブロック代表としてさらに2年間（平成10・11年度）副部長に再任されたため、高知・岩手の両インターハイの中央総務委員長を務めることになった。部長交代もあり、副部長としてもうしばらく登山部に留まる事となった。

　最後に登山部の新らしい波としてスポーツ・クライミングの普及がある。平成14年高知国体から種別少年にクライミングを取り入れる事が決定し、各地にクライミング施設が出来つつある。今年、第2回近畿大会が開催されたように講習会やコンペがますます盛んになっていく気配がある。広島県高体連登山部の中にあっても出来るだけ早く学校に施設を設け指導者の養成と選手強化に取り組んで行かねばならない。　　　　　　　　　（尾道）

◎第50回広島県高等学校総合体育大会（第41回全国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　1997年5月31日（土）～6月1日（日）

　　ところ　広島県比婆郡西城町比婆山・県民の森一帯

参加校　23校　参加生徒数　218名（男子140、女子78）

成　績

＜男子＞

A隊　①修道　99.5　②広島学院　96.3　③皆実　77.8　④高陽　77.5　

　　　⑤広　　71.2　⑥観　音　　64.0

B隊　①広島学院B1　90.7　②修道B1　88.6　③修道B2　86.6　

　④広島学院B2　83.3　⑤皆実　　62.1　　⑥誠之館　56.4

＜女子＞

D隊　①高陽　96.0　②皆実　89.3　③　広　78.1　④安古市　73.7

　　　⑤ND清心　68.2　⑥誠之館　65.4

E隊　①皆実E2　70.0　②皆実E1　69.1　③誠之館　59.8　④廿日市西　59.0

　　　⑤　広　　58.6　⑥安佐北　57.5　

以上の結果、第41回全国高等学校登山大会（インターハイ）出場校は、男子は団体男子に修道高校、男子縦走に広島学院高校、女子は高陽高校に決定した。

　なお参考までにパーティ数は下記の通りであった。

　　A隊13　　　　B隊15　　　C隊　8

　　D隊10　　　　E隊　5　　　F隊　3

5月31日（土）晴れ

　広島駅新幹線口より貸し切りパスで熊野神社へ向かう。12時10分より熊野神社駐車場にて開会式。

　開会行事終了後タイムレース開始。今回は神社の石段の下をスタート地点とし、男子のゴール地点は竜王山手前の駐車場、そして女子はその手前の庄原格致小屋であった。いずれも普通に歩けば1時間前後のコースである。4人で1チーム組んで平均12kgの荷物，1分間隔で出発する。

　タイムレース後は最終ゴールの六の原までパーティ行動で、規定時間内に読図ポイントを見落とさないように歩く。竜王の山頂は天気も穏やかでその上風も弱かったのでさわやかそのものであった。その後ぶな林の中の自然歩道を歩いて立烏帽子の駐車場に出、ここから笹の尾根を経由して今日の目的地六の原へと下る。

六の原に着くと17時より天気図ならびに知識審査が行なわれ、その後引き続いて炊事・設営の審査が行なわれた。

6月1日（日）晴れ

　大会第2日目。4時起床。朝食後、テントを撤収して6時芝広場に集合。雲一つない快晴のもと6時30分男女ともタイムレース開始。ともに毛無山の山頂をゴールとするが、男子は伊良谷山経由なので女子に比べると距離は少し長くなる。　普通に歩けば男子は約1時間、女子は約45分のコース。今日のタイムレースは昨日よりも1キログラム少ない

1人平均11kg。毛無山山頂は、暑くもなく寒くもなくその上快い風が吹いており，まさに絶好の登山日和。ここから最終ゴール地点の六の原までは昨日同様、規定時間内に読図ポイントを探しながら歩く，コースは御陵まで尾根伝いで、御陵からは六の原に向かってブナ林と杉林の斜面を一気に下る。13時より閉会式。今年も大会は無事終了。

◎1997年度広島県高等学校登山競技大会（第37回中国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　1997年9月20日（土）～21日（日）

　　ところ　広島市安芸区船越町（岩滝山）広島県安芸郡府中町（呉娑々宇山系）

参加校18校　参加者数146名

成績　　　　　　　　　　　　　

（男子）

A隊　①修道　97.0　②広島学院　93.8　③皆実　83.3　④観音　82.6

　　　⑤高陽　81.9　⑥誠之館　　77.0

B隊　①広島学院　94.1　②修道B2　93.8　③修道B1　93.1　④皆実　78.8

　　　⑤安古市　　78.6　⑥観音　　78.1

〈女子〉

D隊　①高陽　90.5　②ND清心　90.2　③皆実　85.7　④誠之館　80.8

　　　⑤安古市　74.7　⑥基町　71.8

E隊　①ND清心　89.2　②皆実　81.9

　以上の結果、第37回中国高校登山大会（於岡山県）には団体男子（A隊）で修道・皆実・高陽・国泰寺の4校、団体女子（B隊）には高陽・ND清心・皆実・誠之館・安古市・基町の6校、男子縦走（C隊）には広島学院・観音・誠之館・安古市・尾道東の5校が出場することになった。

9月20日（土）晴れ

　今回は広島市船越の岩滝神社から呉娑々宇連山を経て岩谷の観音さんから水分峡へと下るコースが選ばれた。2日目は比較的長くしかもアップダウンが多く、きびしい残暑でリタイヤ組がかなり出るのではないかと心配したが、全員無事にゴール、まずは成功した大会であったといってもよかろう。

　12時30分から岩滝神社にて開会式。13時20分より競技開始。まずA隊から1分間隔でタイムレースが始まる。その後B、D、E隊と続く。いきなりコンクリートの急な石段が現れ、きびしい残暑を背に浴びながらメインザックを背負っての競争である。その後小さなピークをいくつか越えると今日のタイムレースのゴールである送電線の鉄塔に到達する。タイムレースを終えると今日の最終ゴールである安芸府中高校まで規定時間内歩行。同校に全チーム到着後、16時より天気図審査・知識審査そして17時より設営審査。同校のグランドにテントを持ち出して一斉スタートでテントを張る。

15分以内に張れないと減点。時間内に張れないチームが2，3あった。

9月21日（日）曇り

　4時30分起床。朝食を済ませ、テントを撤収し6時集合。今日のコースは甲越峠から笹が峠、呉娑々宇山への分岐、高尾山、岩谷の観音さんを経て水分峡へ下る市境尾根の縦走であり、普通に歩けば約3時間のコースである。小さなピークをいくつも越すので思いのほかきつい。

　安芸府中高校から今日のタイムレースの出発点である揚倉山直下の長尾林道まで隊行動。6時40分、A隊よりタイムレース開始。昨日に続き1分間隔で出発。最初のピーク、揚倉山までは距離は短いが、10分ばかりジグザグの急登が続く。揚倉山からは広島市内の展望が素晴らしいが、展望を楽しむ暇はない。ここからタイムレースのゴールまでは市境に沿って尾根の縦走である。

　タイムレース後は、最終ゴールの水分峡まで規定時間内行動。タイムレースの出発点から男子は200分、女子は220分である。読図ポイントを探しながら山を登り続ける。小さなピークをいくつか越えて高尾山さらに岩谷観音から水分峡へと下る。全チームが水分峡の芝広場に帰ってきたのは11時前。その後成績が集計されるのを待って12時45分から残暑厳しい中で閉会式が行なわれた。

　◎1997年度広島県高校新人登山大会

　　と　き　1998年1月24日（土）～25日（日）

　　ところ　比婆郡西城町、比婆山山系竜王山一帯

参加校13校　参加者数　78名　引率教員　25名

1月24日（土）曇り

　毎年、1月の最後の土、日に行なっている県新人大会。競技なるものは一切取り入れず、もっぱら雪に慣れることが目的で、雪上での生活技術や歩行技術を身につける。

　今年は曖冬で雪は少ないのではないかと心配されたが、4、5日前から断続的に降りだし、大会初日は広島市内でも2～3cmも積もり、思わぬ雪で大ハッスル。

　広島駅新幹線口より大型バス2台を借りて8時30分出発。20cm以上積もっている熊野神社の広場（駐車場）で13時すぎより開会式。その後、男子を3班、女子を2班にわけて竜王キャンプ場に向け出発。

　最後のパーティが那智の滝（50cm以上）、天狗の相撲場を経て竜王キャンプ場に着いたのは16時40分、約1時間30分の行程であった。男子は1m以上も積もっている雪の上でテントを張り、女子は庄原格致小屋で泊まった。

1月25日（日）曇り後時々晴れ

　5時起床。7時キャンプ場集合。昨日と同じ班に分かれて竜王山（1256m）から立烏帽子山、池ノ段（1280m）に向かう。風もなく雪も降っておらず天気はまずまず安定。

全員輪かんじきをつけて歩行の訓練から始まる。新雪が50cm以上も積もっているので膝まで潜り思うように歩けない。10数歩、歩いては先頭を交代する。25分もかかって竜王の頂上へ着いた。今年は珍しく頂上一帯は凍っていた。その後立烏帽子の駐車場へ向かうが、吹き溜りでは1m以上も新雪が積もり先頭は腰のあたりまでつかり前進することさえ難しい。そのため竜王山より1時間15分（例年なら30分位）もかかった。

　立烏帽子の駐車場より樹林帯の急斜面を新雪と闘いながら直登するとそのうち稜線に出る。真っ白な稜線をあえぎながら登れば山頂までわずかである。駐車場から35分で山頂に達した。山頂には珍しく雪庇（せっぴ）が出来ていた。例年なら池ノ段まで出かけるのだが、今日は時間がないのでここで引き返した。例によって山頂からは適当な斜面をみつけて尻滑りを楽しむ。生徒は悲鳴をあげながら楽しんでいた。

　その後、立烏帽子の駐車場に戻り1m以上も積もっている車道を歩いて竜王山からキャンプ場に戻る。一番遅い班が戻ってきたのが12時前。それからテントや小屋に入って昼食をとり、その後下山に向かう。昨日踏み固められた雪道をどんどん下る。1時間足らずで熊野神社へ。14時45分より閉会式、今年も無事終了。

◎平成9年度全国高等学校総合体育大会（第41回全国高等学校登山大会）

　　と　き　平成9年8月4日（月）～8日（金）

　　ところ　京都北山山系（廃村八丁・小野村割岳・頭巾山）

出　場　校

　Aコース隊（団体男子）　修道高校

　Bコース隊（団体女子）　高陽高校

　Cコース隊（男子縦走）　広島学院高校

成　　績

＜男子＞Aコース隊

1 修道（広島）　85.3　②三条工（新潟）　84.9　③防府（山口）　84.6　

③北野（大阪）　84.6　⑤朝日（岡山）　83.7　　⑥北陽台（長崎）83.6

＜女子＞Bコース隊

1 大曲（秋田）　84.4　②高陽（広島）　81.4　③防府（山口）　81.3　

③船橋東（千葉）　81.3　⑤北陽台（長崎）81.2　⑥平館（岩手）80.7

＜男子＞Cコース隊

1 広島学院（広島）85.6　②長崎西（長崎）85.0　③韮崎（山梨）84.8　

③近大附（大阪）84.8　　⑤平館（岩手）82.9　　⑥清峰（栃木）81.8

　◎　第37回中国高等学校登山大会

　　と　き　平成9年10月31日（金）～11月2日（日）

　　ところ　岡山県勝田郡奈義町・勝北町　那岐山・滝山・爪ケ城

　　　　　　奈義町総合運動公園B＆G海洋センター　岡山県立日本原高等学校

出場校

　A隊（団体男子）　修道・皆実・高陽・国泰寺

　B隊（団体女子）　高陽・ND清心・皆実・安古市・基町

　C隊（縦走男子）　広島学院・観音・誠之館・安古市・尾道東

成　績

A隊（団体男子）

　①岡山朝日　　91．9　　②修　道　　90．9　③防　府　　90．5　⑦皆　実　82．8

　⑩高　　陽　　81．1　　⑮国泰寺　　70．0

B隊（団体女子）

　①防　　府　　91．8　　②ND清心　89．6　⑦普　実　　82．3　⑨高　陽　80．1

　⑫誠之館　　　50．5　　⑭安古市　　44．3

C隊（縦走男子）

　①広島学院　　90．0　　②新南陽　　87．5　⑨誠之館　　75．2　⑫観　音　74．3

　⑬安古市　　　74．0　　⑱尾道東　　66．0

　なおA隊は22チーム、B隊は16チーム、C隊は21チーム出場

◎各地区大会

＜広島地区＞

　地区総体

　と　き　4月26日（土）～4月27日（日）

　ところ　芸北山地（牛小屋高原）

　参加　生徒16校150名　顧問46名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4月26日（土）晴

　初日は第4土曜、公立高校では結局2日間の休日が大会のためつぶれることになった。可部からディーゼルカーを増結してもらって三段峡駅に向かった。戸河内よりバスをチャーターして瀬戸滝口より十方山を経由して牛小屋高原に向かう超元気組があったが、ほとんどのパーティは三段峡駅より内黒山や三段峡を経て牛小屋高原に向かった。

11時すぎ三段峡駅を出発し、早いパーティでは15時40分牛小屋高原着。内黒山経由は15時10分着。そして十方山経由は15時55分であった。

　今年は雪解けが早く残雪はまったく見られなかった。ただキャンプ場では一般のキャンパーが一区画を使っていたので学校によっては駐車場のアスファルトの上にテントを張らざるを得なかった。夜は思ったほど寒くなく、星空もきれいで話題のヘール・ポップ彗星も見られた。

4月27日（日）晴れ

　7時に牛小屋高原管理棟前に集まって開会式兼閉会式が行なわれる。その後キャンプ場や炊事場の掃除を済ませて学校毎に分かれて登山行動に移るが、最初はほとんどの学校が空身で恐羅漢山を往復する。新入生にとっては初めての山登り、しかも県下の最高峰に登れるのだから有り難いものだ。

　牛小屋高原のキャンプ場から約50分で山頂に。山頂からは広島県の西部の山々がほとんど見渡せるが、残念ながら島根県側は周りの樹々に遮られて見渡せない。展望を楽しむと、もと来た道を引き返し牛小屋高原に再び戻る。今度はメインザックを背負って牛小屋谷から三段峡を経て三段峡駅へ下る学校、あるいは夏焼峠から砥石郷山をへて田代へ下り、田代から三段峡を経て三段峡駅へ、あるいはまた二軒小屋から内黒峠まで車道を歩いて内黒峠から内黒山、薮ケ迫山を経て三段峡駅へ、さらには十方山から内黒山、薮ケ迫を経て三段峡へと下る学校とそれぞれ思い思いのコースをとって今年も無事地区大会は終わった。

（2）地区新人大会

　と　き　11月15日（土）～11月16日（日）

　ところ　広島県大竹市栗谷　三倉岳マロンウォール

　参　加　生徒13校89名　顧問29名

11月15日（土）晴れ

　今年の地区新人大会はいままで行なっていた岩谷観音での岩登りから昨年広島国体で使われた三倉岳の人工ボード（マロンウォール）でのクライミングに切りかえられた。

10時30分より受付開始。開会式後、ザイルワークならびに確保技術の講習。その後、高さ15mの人工壁に上からザイルを垂らしてのクライミング練習が始まる。男子4班、女子2班に分かれてそれぞれ教員がATCを使って下から確保する。どのルートも結構難しく15mを完登するものはほとんどいない。1つルートを全員が登り終えるとルートを変える。側面の壁を含めて全部で6つのルートを作成。自然の岩に比べると、手懸かりや足懸かりがしっかりしているのだが難しい。生徒は何度も落ちながら果敢に挑戦しているが、腕がばんばんに張って力がはいらない。17時前に本日の講習を切り上げた。

11月16日（日）曇り

　昨日に続いて人工ボードでのクライミング練習。クライミングにあまり関心のない者、あるいは山に登りたい者は、10時すぎより三倉岳に登り（一部は燕山に登るパーティもあり）昼過ぎに帰ってくる。昼食後、クライミングコンペを行なって、15時より閉会式。

今年も地区新人大会は無事終了。

＜呉地区＞

（1）地区総体

　と　き　4月24日（木）～25日（金）

　ところ　野呂山

　参加校・人数

　　広　高　校　生徒17名　顧問2名

　　呉工業高校　生徒11名　顧問2名

　　三津田高校　生徒7名　顧問1名

　第8回の大会であり、昨年と同様に、安登駅からのコースをとった。三本松公園、弘法寺を経て野呂山キャンプ場に至った。天候に恵まれ、テント設営、天気図作成の審査を行ない、夜は営火行事を持ち、3校の友好を深めた。2日目はキャンプ場で閉会式を行ない、広の石内へ下山した。

（2）地区新人大会

　と　き　11月8日（土）

　ところ　烏帽子岩山（呉市天応町）

　参加校・人数

　　広　高　校　生徒7名　顧問1名

　　三津田高校　生徒10名　顧問1名

　基本的な岩登りの技術講習を主体とした大会で、安定した天候で例年のような雨の心配もなく、穏やかな小春日和の一日となった。山道に入る手前の広場でザイルの結び方の練習を行なった。

　沢に入ると意外に水が多く慎重に登り、上部で登下降、ザイルワーク、アプザイレン（懸垂下降）等の技術講習を行なった。そしてテラスで展望を楽しみながら昼食をとり、尾根道から烏帽子岩山の頂上に至り、吉浦駅へ下山した。

＜三次地区＞

（1）地区総体

　と　き　5月2日（金）

　ところ　猫山一帯

　参加校・人数

　　庄原格致高校　生徒3名　顧問1名

　　三次青陵高校　生徒5名　顧問3名

　地区総体は、ここ数年、道後山と猫山を交互に使っている。そろそろ別の場所を検討してみても良いのだが、とくに猫山については、普段あまり登る機会がないので外しにくい。

　スキー場としてすっかり有名になった猫山だが、登る山としての賑わいを見せることは殆どない。しかしそのわりには登山道はしっかりとしている。スキー場横の登山口を見誤らなければ、頂上までは一本道である。

　しかし、尾根道に出てからは見た目以上に急登が続き、初めてこの山に挑戦する生徒はかなり疲れていたようである。予定した時間にかなり遅れて着いた生徒もいたが、何とか全員登頂できた。

＜備後地区＞

（1）地区大会

　と　き　5月10日（土）～11日（日）

　ところ　比婆山竜王山～県民の森一帯

　参加校および参加者数

　　福山誠之館　生徒21名　顧問3名

　　尾　道　東　生徒8名　顧問2名

　県総体の下見を兼ねて、熊野神社から竜王山、県民の森一帯の山に入った。初めてメインザックを担ぐ1年生も多く、その点ではコースがよく整備されている今回のコースは最適だったと思う。（何人かはあえぎながらの山行となったが）

　天候に恵まれた方だが、風が強く夜はかなり冷えた。寒さに震えながらの夕食となった。翌日も寒気が入って風が強く、烏帽子山の頂上では汗が冷えて寒く、岩陰の日溜まりに移動するほどだった。昼食は御陵でとったが、ここは静かで快適だった。目に痛いほどのブナの青葉の中を通りぬけ、昼前には予定通り六の原に下山し、解散した。

（2）地区新人大会

　と　き　11月23日（日）～24日（月）

　ところ　瀬戸田町観音山～牡蛎（かき）山

　参加校および参加者数

　　福山誠之館　　生徒14名　顧問2名

　　尾　道　東　　生徒2名　顧問3名

　来年度の県総体会場のコース設定、整備を兼ねて生ロ（いくち）島で大会を開催した。中野ダムに集合し、男子は観音山、女子は牡蛎山の北側登山口をめざした。観音山までのコースは倒木が多く、1995年に地区大会を行なった時よりもひどく荒れていた。観音山からの眺望はすばらしく、下りの道はよく整備されていた。サンセットビーチを経由し西小学校跡に到着した。牡蛎山まではなるべく山道を通ろうとして瀬戸田牧場を越えて、林中

池の方に下り山裾に沿った民家、果樹園の中をぬって北小学校跡に到着した。そして宿泊は西小学校の跡地で幕営した。少し冷え込んできたが、天気もよくまずまず快適に過ごすことができた。

　翌日は牡蛎山登山口まで顧問の車で移動し、タイムレースのコースに予定している北側斜面を登った。短いがかなり急な坂で一気に登ると息が切れる。約30分で登頂した。下りはかなりひどい薮のところもあったので、道を切り開くのに手間取ったが、一応ルートは確定できた。山頂は眺めがよく、下りも時々海や島が見え、まずまずのコースといえる。今後、数回のコース整備が必要であろう。

（3）冬季登山大会

　と　き　98年2月21日（土）～22日（日）

　ところ　比婆山系竜王山～池の段

　参加校および参加者数

　　福山誠之館　生徒14名　顧問3名　OB　 l名

　　尾道　東　　　　　　　顧問1名

　　庄原格致　　　　　　　顧問1名

　　そ　の他　　　　　　　　　2名

　日程およびコース

　2月21日（土）熊野神社～竜王小屋

　2月22日（日）竜王小屋～池の段往復後下山

　昨年と違い、積雪が非常に少なかった。気温も高く、雪もどんどんとけている状況だった。尾道東、庄原格致は体調を崩したりして生徒の参加がなく、誠之館だけの参加になり、さびしい大会となった。

　1日目は雨が降りだし、それがかろうじて雪に変わった。那智の滝までは雪はなく、歩行練習のため渡河地点の付近からワカンをつけた。2時間ほどで小屋に到着。

　2日目，天候は回復したが、ガスの中を池の段をめざした。ところどころ1m近く雪の積もっているところもあったが、立烏帽子山頂や池の段山頂にはほとんど雪がついていない。早々に帰路についたが、竜王山の手前でガスが消えて快晴となり、素晴らしい眺望が開けた。とりわけ木々の霧氷は息をのむ美しさだった。竜王山の駐車場で生徒たちは雪とたわむれ、11時ごろ小屋に到着した。

　雪は少なかったものの、美しい景色の中で、雪山に親しむことができた。
平成10年度の回想（1998年度）
部長　日高　敬司

委員長　林　雅晴

　今年度は役員の変更があり、加賀谷健一先生（美鈴ケ丘高校）の御退職に伴い日高敬司先生（宮島工業高校）が部長に就任されました。委員長も尾道憲二先生（広島学院高校）にかわり私が担当することになりました。

　加賀谷先生には委員長・部長をはじめ高体連登山部創設以来登山部の発展に貢献され、尾道先生には委員長として競技力の向上に貢献されました。心よりお礼申し上げます。

　さて、本年度の各大会を振り返ってみると、全国大会では8月の高知インターハイでは広島学院高校が団体男子で3位、高陽高校が団体女子で5位と昨年に引き続き男女入賞が出来ました。中国地区内での大会では、残念だったのが国体ブロック予選で破れたことです。男子は広島県が有力と見られただけに悔やまれます。10月の中国高校登山大会は修道高校が団体男子で1位、広島学院高校が男子縦走で1位と好成績を残し、広島皆実高校や誠之館高校も入賞しました。

　そのほかの競技力向上としては、8月にステップアップ事業として各校のリーダーを対象にリーダー研修会を大竹市・三倉岳を中心に実施し、11月から2月にかけて国体・インターハイ強化講習会を4回ほど白木山で行い体力の向上を図りました。また、3月には府中町・水分峡で踏査講習会を開き、読図力の向上を図りました。また、県下の高校生を対象に第9回夏山合同合宿を南アルブスで8月に実施し自然の雄大さに接すると同時に歩行技術、生活技術の向上はもとより精神面の強化に役立ちました。

　国体山岳競技にクライミング競技の導入が数年後ある関係で，第1回中国クライミングコンペを11月大竹市・三倉岳で開催しました。中国五県より多くの参加者がありクライミングの第一歩が踏み出せたと思っています。上位入賞者はJOC第一回ジュニアクライミングコンペが3月に埼玉県で開催されるので参加を予定しています。

　課題は生徒減の中、登山活動を行う生徒も減少してきていることと、競技登山を引っ張る若手の顧問の登場が十分でないことであります。これらを解消すべく工夫を凝らしていけたらと思っています。

2．大会記録

　◎第51回広島県高等学校総合体育大会（第42回全国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　1998年6月6日（土）～6月7日（日）

　　ところ　瀬戸田町・因島　観音山・牡蠣山

参加校　23校　参加生徒数209名（男子153　女子56）

成　績

　く男子〉

A隊　①広島学院　100.0 　②修 道　97.0　　③高 陽　82.7　　④観 音　78.8　

　　⑤皆 実　　 77.8　　⑥誠之館　　72.4

B隊　①修 道B2　96.0　 ②修 道B1  93.4　 ③学院B1　92.6　

  ④修道B3　 88.7　 ⑤学院B2　83.4　　⑥観音B2　74.4

　〈女子〉

D隊  ①高陽 97.4　　②広島皆実　76.9　　③誠之館　70.4　

　④ 広　　46.5　　　⑤安古市　44.8

E隊　①皆 実 　64.4　 　 ②高 陽　60.6

　今年の会場は備後地区である。例年は山野峡で開催するが、風光明美な瀬戸田の観音山・牡蠣山で行う。観音山は芸余諸島の最高峰である。1日日は瀬戸田高校で開会式を行い牡蠣山へのタイム走を行う。キャンプ地の西小学校跡には下山地点からバス輸送をする。2日目はサンセットビーチまで歩き、観音山林道途中から頂上までタイム走をする。山道に入る前に林道がありここを走るか歩くかでタイムに大きな差が生じた。

　頂上からは中野ダムに向け下山した。アップダウンの連続で結構疲れる。ダムに出てからはミカン畑の中を西小学校跡まで下る。1位と2位の争いは厳しいものがあるが、男子は学院高校が100点と一つのミスもなく優勝を飾った。女子は林道を走る走力のある高陽高校が他校を圧倒して栄冠を得た。

　◎1998年度広島県高等学校登山競技大会（第38回中国高等学校登山大会広島県予選）

　と　き  1998年9月26日（土）～9月27日（日）

　ところ　芸北町　掛頭山・臥竜山

参加校　19校　参加生徒数　138名

成　績

　〈男子〉

A隊　①修道　90.3　②広島学院　88.8　③国泰寺　80.0　④皆実　76.7　

⑤観音　75.9　⑥誠之館　73.1

B隊　①修道B2　92.6　②広島学院　90.1　③修道B1  89.5　④皆実B1　73.1

　　    ⑤皆実B2　72.6　⑥国泰寺　　69.0

　〈女子〉

D隊　①高陽　84.3　　②皆実　　82.6　　③誠之館　76.1

E隊　①皆実E1　65.6　②皆実E2　　60.5　③安芸　40.1

　芸北の大自然を舞台にした大会であった。キャンプ地は整備され山々も1000mを越す広島県では有数の登山コースである。

1日目は大佐山登山口から鷹巣山分岐を経由し土草峠に下り二川キャンプ場に戻るコースである。タイム走の変わりに歩行審査を取り入れ中国大会の審査に慣れるようにした。登り二ｶ所、下り一ｶ所での審査である。体力、バランスの良さを審査した。この山域は熊の出没地域なので装備は笛の所持、知識は熊対策が出題された。

　2日目はキャンプ場から掛頭山までのタイム走である。規定時間内に多くのチームがゴールできた。ここからは読図をしながら臥竜山を越えて聖湖キャンプ場までである。ブナ林の原生林の中を進むのは登山の醍醐味であろう。

◎平成10年度全国高等学校総合体育大会（第42回全国高等学校登山大会）

　　　と　き　1998年8月2日（日）～8月6日（木）

　　　ところ　高知県三嶺山山系

出場校　Aコース隊（団体男子）広島学院高校

　　　　Bコース隊（団体女子）高陽高校

成　績

Aコース隊

①防府（山口）　88.8　②大曲（秋田）　88.3　　③広島学院（広島）　86.8　③松山南（愛媛）86.8　　⑤加治木（鹿児島）86.2　⑥三条工（新潟）　86.0

Bコース隊

①防府（山口）　87.7　②高知西（高知）87.6　　③飛騨神岡（岐阜）87.4　③大曲（秋田）　　87.4　　⑤高陽（広島）　86.8　⑥北陽台（長崎）　86.5

◎　第38回中国高等学校登山大会

と　き　1998年10月30日（金）～11月1日（日）

ところ　鳥取県西伯郡大山町・大山

出場校

A隊（団体男子）修道　安古市　国泰寺　観音　安古市

B隊（団体女子）高陽　皆実　誠之館

C隊（男子縦走）学院　皆実　誠之館　高陽

成績

A隊（団体男子）

①修道　91.1　　②防府　90.9　　③岡山朝日  90.2　　④益田　86.4　

⑤津山東　83.2　　⑥宇部工業　81.6

B隊（団体女子）

①就実　90.3　　②防府　88.4　　③岡山朝日85.7　　④三田尻女子　85.3　

⑤新南陽　84.9　　⑥益田　　84.0

C隊（男子縦走）

①広島学院  91.0　　②新南陽　86.8　　③徳山　86.0　　④広島皆実　79.4　

⑤岡山操山78.3　　⑥誠之館　74.4

なお、A隊は17,　B隊は12,　C隊は17チーム出場

◎　第1回中国地区高等学校クライミング大会

　と　き  1998年11月28日（土）～11月29日（日）

　ところ　大竹市・三倉岳　人工ボード

　参加校・人数

　広島県：国泰寺　観 音　皆 実　佐 伯　学 院　修 道　高 陽　広大附属

　岡山県：津山工業　東岡山工業　就　実

　島根県：松江工業

　山口県：三田尻女子　多々良学園

　鳥取県：鳥取西工業

　　　　男子　42名　女子15名　合計57名

成　績

男子 ① 津山工業　高山誠二　② 東岡山工業　長尾英明　③ 広島皆実　寺地　満　

     ④ 広島皆実　　久保　誠

女子 ① 三田尻　内藤由香利  ② 高　陽　岩本有夫　③ 高　陽　向井麻紀　

     ④ 就　実　平山真衣
◎ 1998年度広島県高等学校新人登山大会

と　き  1999年1月30日（土）～1月31日（日）

ところ　西城町　竜王山一帯

参加校　14校　参加生徒数　76名

　1日目は8時20分に広島駅を出発し11時過ぎに熊野神社に到着する。途中昨日の雪で山々が白くなっていて、1年生は初めての雪山景色で感激していた。

　12時30分に熊野神社を出発し3ピッチで竜王山キャンプ地に着く。さっそくテント設営にうつる。風もなく穏やかな天気で設営は楽に進む。新雪が20センチはありその下に氷結した雪の層が有るので雪のブロックの切り出しも出来た。雪洞を造る学校も有った。夜は満月で雪の反射もあり、その明るさは想像を絶するものがあり、真夜中なのに歩くのに電灯がいらない。神々しい夜であつた。

　2日目は7時集合で立烏帽子山から池の段への往復とする。雪がきらきら輝き、20年に一度位の好天と新雪景色に恵まれた。すばらしい景色を見せる山から去り難い気持ちを押さえて13時までにはキャンプ地を立ち、熊野神社で14時30分に閉会式を終えた。

◎各地区大会

＜広島地区＞

（1）地区総体

　と　き　1998年4月25日（土）～4月26日（日）

　ところ　大竹市・三倉岳

　参加校　19校　参加生徒数171名　顧問　34名

例年は恐羅漢山で実施しているが次の2点のため三倉岳に変更した。恐羅漢山のキャンプ場が使用不可能、クライミング競技の普及。

人数が多いため2班にわけた。1班は登山縦走組、2班はクライミング組。2日の大会を1日ずつ入れ換えて行った。登山組は、燕岳・三倉岳コースで読図ポイントも置いたりして勉強会の形を取る。クライミング組は人工ボードでのフリークライミングの練習であり、後半にはクライミングコンペを行った。

（2）地区新人大会

　と　き　1998年11月14日（土）～11月15日（日）

　ところ　大竹市・三倉岳

　参加校10校　　参加生徒数　99名　顧問　21名

　この大会を三倉岳で行うのは2回目である。クライミングボードを用いてのクライミング練習および競技である。ロープの結びかた、装備の使用方法、確保方法を初め講習し，次にクライミングの体験である。ボードでの大会を何回か行ったので指導者を初め生徒もクライミングに対する違和感はなくなったようである。中にはクライミングに大いに引かれる生徒も出てきた。喜ばしいことである。最後にクライミングコンペを行い終了する。1位は男子が広島大附属高校、女子は広島皆実高校であった。

　＜呉地区＞

（1）地区総体

　と　き　1998年4月23日（木）～4月24日（金）

　ところ　川尻町・野呂山

　参加校・人数

　広高校　　　生徒10名　　顧問　2名

　呉工業高校　生徒  7名　　顧問　2名

　三津田高校　生徒13名　　顧問　2名

第9回の大会であり、昨年と同様に安登駅からのコースをとった。三本松公園、弘法寺を経て野呂山キャンプ場に至った。1日目の午前中は雨に濡れての登山となったがキャンプ場に着く頃には止んだ。管理棟の中で参加校の交流会を行った。2日目は広の石内へ下った。

（2）地区新人大会

　と　き  1998年11月14日（土）

　ところ　呉市・天応烏帽子岩山

　参加校・人数

　広　高校　　生徒　8名　　顧問　2名

　三津田高校　生徒　9名　　顧問  1名

　基本的な岩登りの技術講習を主体とした大会で、安定した天気の中行う。山道に入る手前でザイル結びの練習をし，沢上部で登下降、ザイルワーク、アップザイレン等の練習を行う。その後は頂上経由で吉浦駅へ下山した。

　く備後地区〉

（1）地区総体

　と　き　1998年5月9日（土）～5月10日（日）

　ところ　瀬戸田町・因島市　観音山・牡蛎山

　参加校・人数

　　誠之館高校　生徒17名　　顧問　4名

　　尾道東高校　生徒　8名　　顧問　3名

1日目のコースは牡蠣山、2日目は観音山を登る。県総体と同じコースである。観音山からは四国の石槌連峰が望め、キャンプ地のサンセットビーチは波音を聴きながらの宿泊で生徒には好評であった。

（2）地区新人大会

　と　き　1999年2月13日（土）～2月14日（日）

　ところ　西城町・竜王山

　参加校・人数

　　誠之館高校　生徒10名　　顧問　3名

　　尾道東高校　　　　　　　 顧問  1名

　平成11年度の回顧（1999年度）
　　　　　　　　　　　　　　　部　長　日高　敬司

　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　綿井　　洋

　今年度も役員の変更があった。委員長の林　雅晴先生が竹原高校（教頭）へ転出に伴う、新委員長の人選が手間取り、新年度が動き出す中でやむを得ず私が担当することとなった。

　林先生の卓抜した技術と指導力・人徳で登山部に新機軸を開くものと期待していたところでの転出で大変残念なことであった。

　さて、本年度の活動を振り返ってみると、全国大会では8月の岩手インターハイで、広島学院高校が男子団体で2位、修道高校が男子縦走で第3位と上位入賞を果すことが出来ました。女子団体は高陽高校が12位で入賞を逸しました。しかし、近年上位校の力は非常に接近しており、ちょっとしたミスが致命的な打撃になる厳しいものとなっています。11月の中国高校登山大会では修道高校が男子縦走で第1位、広島学院高校が男子団体で第2位、高陽高校が女子団体で第5位入賞しました。

　その他の活動としては、例年実施しているリーダー研修を8月に計画していたが、諸般の事情でスタッフが集まらず中止せざるを得なかったことが残念でなりません。12月から2月にかけて国体・インターハイ強化講習会を3回、白木山で実施し体力の強化を図りました。3月には、佐伯町で踏査講習会を開催し、読図力の向上を図りました。

　また、8月には恒例となった夏山合同合宿を北アルプスの立山・劔岳で行ない県下の多くの高校生の参加を得て実施しました。広島では体験できない高峻な山々・雪渓・高山植物に接し多くの感動を得ると共に岩場や雪渓の歩行技術、精神力、生活技術等々の向上に多大な成果をあげました。

　国体では少年女子はブロック予選で敗れましたが、少年男子は本大会で踏査競技1位、縦走競技3位、総合で開催県の熊本に次いで2位と大活躍し、本年山岳競技の天皇杯2位獲得へ大きく貢献しました。

2．反省と課題

　近年、登山部へ入部する生徒の減少に中々歯止めがかからない。各校で部員勧誘の努力をしているが思うような効果があがらない現状をどう打破するか英知を絞っていかねばならない。全国大会・中国大会等で好成績をあげているが、それも広島学院・修道高校に負うところが大きく、この2校に続く学校の台頭が待たれるところである。

　また、各校のクラブを指導する若手顧問の登場も十分でなく顧問の高齢化が進む一方で、数年後のことを考えると非常に心配である。

　そこで、今年度一つの試みとして9月の中国大会県予選を従来の審査方法を大きく変更して実施することにした。唯、出場校を選抜する競技だけでなく、講習会的な内容を加味したものにし、生徒も顧問も審査の内容が理解でき、日頃の練習に生かせるものにし、全体のレベルアップを狙いとしたものである。しかし、残念なことに台風18号の来襲により一日で大会を打ち切らなければならず中途半端に終ってしまったことが残念であった。

　最後に、高知国体から少年に踏査競技が廃止され、クライミングが導入される。全国的に学校内に練習用のクライミングボードの設置が進められているが、本県では全くと言っていい程、進んでいない。稼ぎ種目であった踏査競技がなくなり、クライミングが導入されると本県の現状ではこれまでのような好成績は期待できなくなると思います。関係諸機関のご理解をお願いします。

3．大会記録

◎第52国広島県高等学校総合体育大会（第43回全国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　1999年6月5日（土）～6月6日（日）

　　ところ　呉市・広島市　烏帽子岩山、絵下山

　参加校　24校　参加生徒178名

成　績

　＜男子＞

A隊　①広島学院　97．9　②修　道　97．3　③誠之館　75．6

　④観　音　72．1　⑤皆　実　63．9　⑥国泰寺　61．4

B隊　①修　道　85．6　②学院B1　76．4　③学院B2　65．6　

④国泰寺　65．1　⑤観音B2　48．3　⑥安芸府中　47．2

＜女子＞

D隊　①高　陽　94．1　②誠之館　73．7　③清　心　58．1

　④皆　実　29．0　⑤三津田　27．4

E隊　①高　陽　52．7　②　広　　43．2

◎1999年度広島県高等学校登山競技大会（第39回中国高等学校登山大会広島県予選）

　と　き　1999年9月23日（木）～9月24日（金）

　ところ　宮島町　弥山・駒ケ林

　参加校18校　参加生徒111名

成　績（第一日のみのため45点満点）

A隊　①広島学院　43．0　②修　　道　42．4　③皆　実　30．2　

④誠之館　29．1　⑤安芸府中　28．6　⑥高　陽　27．6

B隊　①修　道　42．7　②国泰寺　　32．5　③皆　実　22．8　　

④観　音　21．5　⑤広大附属　17．4

D隊　①高　　陽　35．4　②清　心　25．7　③宮島工業　22．8　

④皆　　実　22．4

E隊　①国泰寺　25.2

· 平成11年度全国高等学校総合体育大会（第43回全国高等学校登山大会）

と　き　1999年8月7日（土）～8月11日（水）

ところ　岩手県　七時雨山・早池峰山・八幡平

出場校　A隊（団体男子）　広島学院 

　　　　B隊（団体女子）　高　陽

　　　　C隊（男子縦走）　修　道

成　績

A隊　①日大三島（静岡）91.6　②広島学院（広島）91.5　③千　厩（岩手）91.4

　　　③北陽台（長崎）　91.4　⑤八女工業（福岡）91.1　⑥防　府（山口）90.8

B隊　①大　曲（秋田）　90.5　②盛岡第四（岩手）89.7　③飛騨神岡（岐阜）89.5

　　　③防　府（山口）　89.5　⑤高知西　（高知）89.0　⑥千葉東（千葉）　88.8

　　　⑦高　陽（広島）87.7

C隊　①平　館（岩手）91.8　②韮　崎（山梨）89.4　　③安曇川（滋賀）89.0

　　　③修　道（広島）89.0　⑤ﾗ･ｻｰﾙ（鹿児島）91.8　 ⑥柏　原（兵庫）88.0　　

· 第39回中国高等学校登山大会

と　き　1999年11月11日（木）～11月13日（土）

ところ　島根県　鯛ノ巣山・毛無山・大万木山

出場校　Ａ隊（団体男子）　広島学院，広島皆実，安芸府中，国泰寺，　　

　　　　Ｂ隊（団体女子）　高　陽，ＮＤ清心，宮島工業，広島皆実，

　　　　Ｃ隊（男子縦走）　修　道，誠之館，高　陽，観　音，宮島工業，

成　績

Ａ隊　①防　府　89.95　②広島学院　89.50　③岡山朝日　86.45

　　　④津山東　83.30　⑤益　田　　81.10　⑥徳　山　　81.05

Ｂ隊　①防　府　91.05　②益　田　　84.30　③出　雲　　83.50

　　　④三田尻　82.90　⑤高　陽　　82.75　⑥鳥取東　　80.95

Ｃ隊　①修　道　89.15　②新南陽　　88.00　③岡山操山　82.90

　　　④鳥取東　79.25　⑤鳥取西工　72.10　⑥津山工　　70.35

· 第2回中国地区高等学校ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ大会

と　き　平成11年8月28日（土）～8月29日（日）

ところ　山口県セミナーパーク人工壁

参加校・人数

　広島：国泰寺，広島学院，

　岡山：津山工，東岡山工，就　実，

　島根：松江西，

　山口：新南陽，防　府，多々良，三田尻女子，宇部工業，

　男子：33名，女子：11名

成　績

男子　①水野　秀晴（松江工），　②難波　岳哉（東岡山工），③松石　敬吾（国泰寺）

　　　④長尾　英明（東岡山工），⑤野木　太郎（国泰寺），　⑥藤澤　伸次（広島学院）

女子　①国本　真理（三田尻），　②坂本阿須奈（津山工），　③伊藤　恵　（防　府）

　　　④中島希美子（就　実），　⑤案野　佑子（防　府），　⑥川崎　恵子（新南陽）

· 1999年度広島県高等学校新人登山大会

と　き　2000年1月29日（土）～1月30日（日）

ところ　西城町　比婆山竜王山一帯

参加校・人数

　広島観音，国泰寺，広島皆実，ＮＤ清心，安　芸，安古市，国際学院，広島学院，

　宮島工業，安　西，広　，呉三津田，

　男子：26名，　女子：15名

平成12年度の回顧（2000年度）

部　長　日高　敬司

委員長　綿井　　洋

　今年度は岐阜インターハイで修道が優勝、秋の中国大会では修道・広島学院が優勝し広島県の伝統を守り抜き満足のいく一年であった。

　また、加盟校が減少していく中で賀茂高校が新規加盟したことは朗報であった。顧問の先生の努力に感謝したい。

　今年度を振り返っていくつかの問題点をあげて今年度の回顧とします。まず第1に前述したように加盟校の減少の問題である。ここ数年の間に8校が消えていった。最近の生徒はきつい事を敬遠し、カツコいいものに憧れる風潮が有ることは確かなことだが、魅力あるクラブ作りの模索への努力が必要である。また、意欲的な顧問を育てる必要性も大きい。

　第2の問題点は第1と共通することであるが女子部員の減少である。それに伴って競技力も低下してきている。国体山岳競技少年女子は2年連続で敗れ、出場を逸している。

第3の問題は、2002年度の高知国体から山岳競技少年の部にクライミングが導入される。広島県のレベルではとうてい勝てない。各校に練習用のクライミングボードの設置が望まれるが、高陽高校以外皆無である。関係各方面のご理解とご協力を切望します。

　最後に、顧問の力量の向上を目指して指導者講習会を開催しているが参加者が少ないし、参加者も例年同じメンバーで底辺の拡大につながっていない。初心者の顧問に奮って参加して欲しい。また、昨年度から始めた中国大会予選での講習会を兼ね方式も今年で軌道に乗った、更なる発展と充実を望みたい。

　各大会開催に当ってご協力・ご支援いただいた関係各面の方々に感謝します。

2．大会記録

◎第53回広島県高等学校総合体育大会（第44回全国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　2000年6月3日（土）～　6月4日（日）

　　ところ　山県郡戸河内町・芸北町　深入山～臥竜山～掛頭山

　　参加枚　25校　　参加生徒　213名

成　　績

＜男子＞

A隊①修　道　97．7　②広島学院　97．0　③観　音　69．9　

④国泰寺　69．3　⑤安芸府中　67．3　⑥広大附属　62．5

B隊①修道B2  87．3　②修道B1  85．7　③学院B2　 68．1　

④学院B1  67．8  ⑤高　陽　50．7　 ⑥観　音　43．5

く女子〉

D隊①清　心　87.7　②高　陽　87.4　③国泰寺　61.4　④安芸府中　43.3

E隊①清　心　80.6　②高　陽　70.6　③皆　実　36.7

◎2000年度広島県高等学校登山競技大会（第40回中国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　2000年9月15日（金）～　9月16日（土）

　　ところ　佐伯町・鷹巣山、勝成山

　　参加校　24枚　　参加生徒146名

成　績

＜男子＞

A隊①修　道　97．8　②広島学院　93．7　③佐　　伯　86．8（参考記録）

　　④観　音　84．1　⑤広大附属　71．7　⑥安芸府中　71．1

B隊①修道B2　88．7　②修道B1　86．5　③広島学院　78．9　

④　広　　62．9　⑤観　　音　49．9　⑥広　　陵　45．3

＜女子＞

D隊①清　心　87．5　②高　陽　　76．6　③賀　茂　74．9　

④国泰寺　67．1　⑤安芸府中　52．8　⑥誠之館　45．1

E隊①高　陽　84．6　②清　心　　79．4　③基　町　35．7

◎2000年度広島県高等学校新人登山大会

　　と　き　2001年1月27日（土）～1月28日（日）

　　ところ　西城町・竜王山、立烏帽子山、池ノ段

　　参加校　9校　　参加生徒　56名

　　雪上幕営、ワカンを着けての雪上歩行訓練が目的で成績審査なし。

◎第40回中国高等学校登山大会

　と　き　2000年10月27日（金）～10月29日（目）

　ところ　山口県秋芳町、美東町・秋吉台一帯

出場校

A隊（男子団体）　修道　安古市　広大附属

B隊（女子団体）　清心　高陽　賀茂　国泰寺　安芸府中

C隊（男子縦走）　学院　観音　安芸府中　国泰寺

成績

A隊①修　道　88.7　②新南陽　85.7　③津山東　83.5　

　　④米子東　81.7　⑤徳　山　79.6　⑥鳥取東　76.8

B隊①防　府　87.8　②新南陽　87.3　③清　心　83.3　

④益　田　82.2　⑤高　陽　79.0　⑥出　雲　77.2

C隊①学　院　89.1　②防　府　87.9　③操　山　82.4　

④多々良　79.5　⑤観　音　70.9　⑥安芸府中　68.1

◎平成12年度全国高等学校総合体育大会（第44回全国高等学校登山大会）

　と　き　2000年8月20日（日）～　8月24日（木）

　ところ　岐阜県　槍ヶ岳・笠ケ岳・双六岳山系

出場校　A隊（男子団体）　修道高校

　　　　B隊（女子団体）　ノートルダム清心高校

成　績

A隊①修　道（広島）91．3　②船橋東（千葉）90．5　③盛岡第四（岩手）90．3　

④飛騨神岡（岐阜）90．3　⑤新南陽（山口）90．0　⑤八女工業（福岡）　90．0

B隊①防　府（山口）　92．3　②富士宮西（静岡）89．3　③飛騨神岡（岐阜）89．0　

③松山南（愛媛）　89.0　⑤千厩東（岩手）　88.7　⑥加治木（鹿児島）　88．7

◎　第55回国民体育大会山岳競技

　と　き　2000年10月14日（土）～10月18日（水）

　ところ　富山県城端町

出場者　浜田　　尚（学院）　岩田　知美（佐伯）　甲田　　真（学院）

成績

　縦走競技175．741（9位）　踏査競技　87．366（10位）　種別順位　　（9位）

　※少年女子は中国ブロック予選敗退

◎第3回中国地区高校スポーツクライミング大会

　と　き　2000年11月4日（土）～11月5日（日）

　ところ　岡山・就実学園クライミングウォール

出場者・成績

＜男子＞

椙村　拓哉（国泰寺）4位，岩瀬　英嗣（修　道）6位，吉田　秀平（修　道）7位，

千葉　俊周（学　院）8位，田路祐一郎（広大附属）14位，

＜女子＞

金行　有香（高　陽）3位，岩崎まどか（高　陽）6位，黒田　恭代（高　陽）10位，

◎　第3回JOCジュニアオリンピックカップ大会

　と　き　2000年12月23日（土）～12月24日（日）

　ところ　埼玉県加須市民体育館

出場者・成績

＜男子＞

千葉　俊周（学　院）25位，吉田　秀平（修　道）33位，椙村　拓哉（国泰寺）38位，　岩瀬　英嗣（修　道）53位，田路祐一郎（広大附属）73位，

＜女子＞

岩崎まどか（高　陽）19位，金行　有香（高　陽）23位，
平成13年度の回顧（2001年度）

　　　　　　　　部　長　日高　敬司

　　　　　　　　　　　　　　　委員長　西部　伸也

　昨年の修道に引き続き、熊本インターハイで広島学院が優勝したことは、国体の中国ブロック大会で広島県が男女とも敗れ、本国体への出場権を逃していただけに、ひとしお嬉しいものであった。

　中国大会は今年度は広島県が主管した。天候にも恵まれ、紅葉の比婆山での大会は中国各県の参加者にとって満足のいくものであったと思われる。大会役員の皆様、大変御苦労様でした。成績の方も男子縦走で修道が1位、男子団体で広島学院が2位、女子団体でノートルダム清心が2位と広島県勢は好成績を残した。

　県高体連の指導者養成事業が今年度から始まったが、登山部では来年度からの国体少年種別へのクライミング競技導入に備え、パンプ大阪店でのクライミング研修を行うこととした。9名の参加を見、なかなか有意義であった。ただし、高体連の大会とは全く性格を異にする国体山岳競技、とりわけクライミング競技への取り組みはまだまだであると言わざるを得ない。

　各校とも部員数が減少し、大会に出場できなくなっている学校もある中、新たに廿日市、福山明王台の2校が高体連登山部に加盟したことは、嬉しいことであった。

　最後に、各大会開催にあたってご協力・ご支援いただいた関係各方面の方々に感謝します。

2．大会記録

◎第54回広島県高等学校総合体育大会（第45回全国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　2001年6月2日（土）～3日（日）

　　ところ　山県部芸北町　冠山～一兵山家山～高杉山

　　参加校　24校　　参加生徒149名

成　績

く男子〉

　A隊①広島学院　97．7　②修　道　97．5　③広大附属　84．0　④観　音　75．1

　　　⑤　広　　70．1　⑥安古市　65．8

　B隊①学院B1　90．1　②修道B1　89．3　③修道B3　86．9　④修道B2　86．7　

⑤学院B2　83．9　⑥学院B3　73．8

く女子〉

　D隊①高　陽　91．3　②ND清心　86．7　③安芸府中　71．9　④国泰寺　50．2

　　　⑤基　町　33．9

　E隊①高　陽　59．0

◎　2001年度広島県高等学校登山大会（第41回中国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　2001年9月14日（金）～16日（日）

　　ところ　比婆郡西城町　比婆山一帯

　参加校　21校　　参加生徒114名

成　績

く男子〉

　A隊①修　道　87．55　②広島学院　87．30　③広大附属　80．50

　④廿日市　76．45　⑤安古市　　75，95　⑥庄原格致　70．50

　B隊①修道B2　84．45　②修道B1　83．50　③学院B1　77．80　

④庄原格致　72．90　⑤安芸府中70．25　⑥学院B2　67．35

く女子〉

　D隊①高　陽　87．30　②清　心　84．10　③安芸府中　79．00　④賀　茂　78，30

◎　2001年度広島県高等学校新人登山大会

　　と　き　2002年1月26日（土）～27日（日）

　　ところ　比婆郡西城町　竜王山～立烏帽子山

　　参加校12校．参加生徒　42名

　　雪上幕営、ワカンを着けての雪上歩行訓練が目的で成績審査なし。

◎第41回中国高等学校登山大会

　　と　き　2001年11月1日（木）～3日（土）

　　ところ　広島県比婆郡西城町　比婆山一帯

出場校

　A隊（団体男子）広島学院　広大附属　廿日市　国泰寺

　B隊（団体女子）高　　陽　清　　心　安芸府中　賀　　茂

　C隊（男子縦走）修　　道　安古市　　庄原格致　観　　音　呉工業

成　績

　A隊①防　府　90．20　②広島学院　89．65　③津山東　89．11　

④広大附属87．80　⑤徳　山　80．85　⑥出　雲　79．56

B隊①防　府　88．70　②清　心　88．13　③岡山操山　88．08

　④新南陽　87．35　⑤高　陽　86．53　⑥津山東　86．10

C隊①修　道　90．17　②岡山朝日　89．93　③新南陽　88．87　

④岡山操山87．72　⑤多々良学園83．53　⑥鳥取東　82．77

◎平成13年度全国高等学校総合体育大会（第45回全国高等学校登山大会）

　　と　き　2001年8月6日（月）～10日（金）

　　ところ　熊本県　阿蘇山（根子岳・高岳・南外輪山）

出場校

A隊（団体男子）広島学院

B隊（団体女子）高　　陽

C隊（男子縦走）修　　道

成　績

A隊①広島学院（広島）92．9　②防　府（山口）91．9　③大　曲（秋田）90．7

　③ラサール（鹿児島）90．7　⑤日大三島（静岡）90．3　⑥盛岡第四（岩手）90．1

B隊①防　府（山口）92．5　②富士宮西（静岡）89．8　③大　曲（秋田）89．5

　　③長崎北陽台（長崎）89．5　⑤飛騨神岡（岐阜）89．3　⑥韮　崎（山梨）89．2

C隊①熊　本（熊本）91．1　②下館工業（茨城）90．4　③富士宮西（静岡）89．8

　③安曇川（滋賀）89．8　⑤長崎北陽台（長崎）89．7　⑥長　田（兵庫）89．2

◎　第56回国民体育大会山岳競技中国ブロック大会

　　　と　き　2001年6月16日（土）～17日（日）

　　　ところ　広島県佐伯町

　　　　　　勝成山・引寄山・鷹巣山

出場者

く男子〉後藤　大輔（学　院）　田路祐一郎（広大附属）　橋本　　拓（修　道）

く女子〉島　　友恵（皆　実）　尾方　直美（西条農業）　児玉　京子（賀　茂）

成　績

男女とも山口県についで2位で、本国体への出場権獲得はならず。

◎第4回中国高校スポーツクライミング大会

　　と　き　2001年6月17日（日）

　　ところ　広島県大竹市　三倉岳マロンウォール

出場者・成績

く男子〉

　岩瀬　英嗣（修　道）4位，千葉　俊周（学　院）4位，田路祐一郎（広大附）9位，

　吉田　秀平（修　道）10位，

く女子〉

　広島県からは出場者なし

平成14年度の回顧（2002年度）

部　長　貞廣　隆道

委員長　西部　伸也

　県総体は、今年は備後地区の担当であった。川高先生、桑原先生を始めとする備後地区の諸先生にお骨折り頂き、三原・尾道の瀬戸内海を間近に見下ろす新鮮なコースで大会が実施された。三原東高校、木原小学校、三原市教育委員会、尾道大学等、地元関係方面には大変お世話になった。

　夏の茨城インターハイでは、広島県団体男子3年連続優勝は惜しくもならなかったが、団体男子の修道が2位という好成績を残した。団体女子の高陽も、惜しくも入賞はならなかったが、7位と健闘した。

　中国大会県予選を兼ねる秋の県選手権大会は、吉和村のもみのき森林公園・冠山で実施した。これも地元の方々には色々とお世話になった。

　中国大会本選は11月に岡山県で開催されたが、広島県勢は、団体男子の広島学院1位、高陽6位、団体女子の賀茂3位、高陽4位、男子縦走の修道2位と、今年も活躍した。

　一方、今年度からクライミング種目が少年種別にも導入された国体山岳競技では、広島県は男女ともブロック予選（6月、岡山県）を通過することができなかった。高体連大会とは性格を異にする国体山岳競技への取り組みに課題を残した。

　冬の新人大会は、例年の通り、西城町の協力のもと、同町の竜王山一帯で実施した。今年度は雪が多く、山頂一帯で約150cmの積雪であった。

　各校とも部員数が減少し、大会参加者も少なくなっている中、新たに海田高校に登山部が誕生し、高体連に加盟したことは明るいニュースであった。

　各枚の登山経験を豊かにし、レベルアップを図る目的で、毎年夏に日本アルプスで合同合宿を実施しているが、今年は北アルプス穂高連峰で成功真に終了した。なお、当初計画されていた合同合宿での韓国高校生との交流は実現できなかったが、来年度に向けて交流の方法を検討中である。

2．大会記録

◎第55回広島県高等学校総合体育大会（第46回全国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　2002年6月1日（土）～2日（日）

　　ところ　三原市　米田山・鉢ケ峰　　尾道市　鳴滝山

　　参加校　23校　参加生徒168名

成　績

男子A隊（14校出場）

1 修　道　99．8　②広島学院　95．8　③広大附属　80．1　

④高　陽　78．5　⑤安古市　　75．8　⑥観　音　　73．8

女子D隊（3枚出場）

　①高　陽　96．5　②安芸府中　72．5　③ND清心　55．2

　◎広島県高等学校登山大会（第42回中国高等学校登山大会広島県予選）

　　と　き　2002年9月14日（土）～15日（日）

　　ところ　佐伯郡吉和村　もみのき森林公園・冠山

　　参加校　23校　　参加生徒117名

成　績

男子A隊（出場校12校）

1 広島学院　97．7　②修　道　95．3　③高　陽　93．9　

④賀　茂　　91．9　⑤安古市　91．8　⑥観　音　87．9

女子D隊（出場校4校）

　①清　心　89．0　②高　陽　87．4　③賀　茂　84．3　④安芸府中　69．2

◎広島県高等学校新人登山大会

　　と　き　2003年1月25日（土）～26日（日）

　　ところ　比婆郡西城町　竜王山一帯

　　参加校11校　　参加生徒　34名

　　雪上幕営、ワカンを着けての雪上歩行訓練が目的で成績審査なし。

◎第42回中国高等学牧登山大会

　　と　き　2002年11月1日（金）～3日（日）

　　ところ　岡山県真庭郡勝山町・湯原町　星山・櫃ケ山

広島県出場校

　A隊（団体男子）広島学院・高　陽・安古市・広大附属・安芸府中

　B隊（団体女子）高　陽・賀　茂・安芸府中

　C隊（男子縦走）修　道・賀　茂・観　音・海　田

成　績

A隊（出場枚16校）

1 広島学院　90．75　②岡山操山89．33　③防　府　88．83　④徳　山86．80

⑤益　田　85．80　⑥高　陽82．17　⑨広大附属79．67　⑩安古市79．00

⑬安芸府中72．58

B隊（出場校9枚）

1 新南陽90．00　②松江北85．58　③賀　茂80．97　④高　陽79．07

⑤就　実76．80　⑥岡山大安寺76．20　⑨安芸府中52．25

C隊（出場校18校）

1 岡山朝日89．20　②修　道88．40　③新南陽88．18　④多々良83．98

⑤大　田80．02　⑥出雲工業79．32　⑦観　音75．93　⑩海　田72．28　

賀　茂66．76（参考点）

　◎平成14年度全国高等学校総合体育大会（第46回全国高等学校登山大会）

　と　き　2002年8月2日（金）～6日（火）

　ところ　茨城県　阿武隈山地・久慈山地

広島県出場校

　A隊（団体男子）修道高校

　B隊（団体女子）高陽高校

成　績

A隊（出場校46枚）

1 防　府92．7　　②　修　道92．4　③　総和工業92．1　

③　三条工業92．1　⑤　秋　田91．7　⑥　千葉東　91．2

B隊（出場校43枚）

1 大　曲91．4　②　富士宮西91．3　③　長崎北陽台91．1　

③　飛騨神岡91．1　⑤　盛岡第四90．9　⑥　今治西90．7　⑦　高陽90．4

C隊（出場校23枚）

1 下館工業90．4　②　大　曲88．9　③　多々良87．8　

③　岡山朝日87．8　⑤　大　町85．8　⑥　高知西83．7

　◎第57国風民体育大会山岳競技中国ブロック大会

　　と　き　2002年6月15日（土）～16日（日）

　　ところ　岡山県玉野市青少年スポーツセンター　熊山町　熊山

広島県出場者

　男子　吉田　秀平（修　道）千葉　俊周（広島学院）笹本　真司（修　道）

　女子　岩崎まどか（高　陽）児玉　京子（賀　茂）　尾方　直美（西条農業）

成　績

　男子　①鳥取県　②山口県　③広島県

　女子　①山口県　②鳥取県　③広島県

男女とも本国体への出場権獲得はならず。

　◎第5回中国高校スポーツクライミング大会

　　と　き　2002年7月20日（土）

　　ところ　山口県セミナーパーク

広島県出場者・成績（予選通過者）

　男　子（32名出場）　関川　敬介（高　陽）8位，　岸　広也（高　陽）12位，

　女　子（15名出場）　岩崎まどか（高　陽）4位，

　◎第5回JOCジュニアオリンピックカップ大会

　　と　き　2002年8月10日（土）

　　ところ　富山県城端町桜ケ池クライミングセンター

広島県出場者・成績

　女子A（15名出場）岩崎まどか11位（予選通過ならず）
平成15年度の回顧（2003年度）

部　長　貞廣　隆道

委員長　西部　伸也

　県総体は、今年は呉地区の担当であった。地区委員長の広高校中原先生を始めとする呉地区の諸先生にお骨折り頂き、吉浦小学校～烏帽子岩山～呉市野外活動センター～絵下山～矢野南小学校のコースを整備して頂いたが、あいにくの台風の接近で、１日目の登山行動（吉浦小学校～烏帽子岩山～呉市野外活動センター）は中止となり、２日目（呉市野外活動センター～絵下山～矢野南小学校）のみの実施となった。急遽集結地となった呉市野外活動センター及び閉会式場の矢野南小学校には大変お世話になった。

　夏の長崎インターハイでは、男子縦走で広島学院が５位に入賞した。登山の場合は６位までが入賞なのだが、団体男子の修道（８位）、団体女子の高陽（12位）も健闘した。

　中国大会県予選を兼ねる秋の県選手権大会は、広島地区委員長の安西高校寺田先生のお骨折りで、芸北町から大朝町にかけての樋佐毛山・櫛山（丸掛山）・熊城山というかつてないコースで実施された。これも開会式場・講習会場・幕営地の美和東文化センターや閉会式場の天狗の里には大変お世話になった。

　中国大会本選は、来年の中国04総体のリハーサルを兼ねて島根県で開催されたが、広島県勢は、団体男子の修道3位、高陽6位、団体女子の高陽4位、清心5位、男子縦走の広島学院1位、賀茂6位と、今年も活躍した。

　一方、昨年度からクライミング種目が少年種別にも導入された国体山岳競技では、広島県は男女ともブロック予選（6月、山口県）を通過することができなかった。高体連大会とは性格を異にする国体山岳競技への取り組みが今年も課題となった。

　冬の新人大会は、例年の通り、西城町の協力のもと、同町の竜王山一帯で実施した。暖冬傾向だった今年も、1月中旬からは厳しい寒気と大量の降雪に見舞われた。１月終わりの大会の頃には寒気は一段落し、なおかつ山頂一帯の積雪は１ｍ以上と、好条件に恵まれた。

　各校の登山経験を豊かにし、レベルアップを図る目的で、毎年夏に日本アルプスで合同合宿を実施しているが、今年の南アルプス（甲斐駒ケ岳・仙丈岳・北岳）での合宿も大体順調に終了した。

昨年実現できなかった韓国高校生との登山交流は、広島周辺の山地（三倉岳、奥三段峡・恐羅漢山）に招くことで実現した。広島県山岳連盟の支援のもと、有意義な交流ができたと思う。

１．大会記録

◎第56回広島県高等学校総合体育大会（第47回全国高等学校登山大会広島県予選）

と　き　2003年6月1日（日）　　　ところ　広島市安芸区　絵下山

参加校　23校　　参加生徒　173名

成　績

男子Ａ隊（15校出場）　①修道98.4　②広島学院97.1　③広島大学附属84.5

　　　　　　　　　　　④高陽81.4　⑤安古市76.0　　⑥海田75.8

女子Ｄ隊（2校出場） 　①高陽88.3　②ノートルダム清心81.6

◎広島県高等学校登山大会（第43回中国高等学校登山大会広島県予選）

と　き　2003年9月13日（土）～14日（日）　ところ　山県郡芸北町・大朝町櫛山一帯

参加校　20校　　参加生徒　140名

成　績

男子Ａ隊（11校出場）　①修道95.1　①広島学院95.1　③賀茂93.0　④高陽90.8

　⑤安古市　⑥広島観音85.6

女子Ｄ隊（４校出場）　①高陽89.9　②ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ清心85.6　③安芸府中76.6

　④広島皆実61.5

◎広島県高等学校新人登山大会

と　き　2004年1月31日（土）～2月1日（日）　ところ　比婆郡西城町　竜王山一帯

参加校　　校　　参加生徒　　名

雪上幕営、ワカンを着けての雪上歩行訓練が目的で成績審査なし。

◎第43回中国高等学校登山大会

と　き　2003年10月31日（金）～11月2日（日）

ところ　島根県大田市・吉田村・頓原町・赤来町　琴引山・大万木山・毛無山一帯

広島県出場校

Ａ隊（団体男子）修道　高陽　広島観音　安芸府中

Ｂ隊（団体女子）高陽　ノートルダム清心　安芸府中　広島皆実

Ｃ隊（男子縦走）広島学院　賀茂　呉三津田　廿日市　海田

成　績

Ａ隊（出場校16校）　①松江北87.97　②新南陽87.87　③修道85.95　④岡山操山84.58　⑤徳山84.48　⑥高陽84.17　⑨広島観音76.38　⑬安芸府中70.60

Ｂ隊（出場校15校） ①益田89.70　②就実85.80　③新南陽84.40　④高陽83.38

⑤ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ清心81.83　⑥津山78.47　⑩安芸府中71.25　⑪広島皆実70.15

Ｃ隊（出場校14校） ①広島学院90.90　②防府88.88　③岡山朝日88.17　④益田87.30

⑤多々良学園85.90　⑥賀茂83.03　⑩海田77.45　⑪廿日市76.70　⑫呉三津田74.78

◎平成15年度全国高等学校総合体育大会（第47回全国高等学校登山大会）

と　き　2003年8月8日（金）～12日（火）　　ところ　長崎県　多良山系・雲仙山系

広島県出場校

Ａ隊（団体男子）修道　　Ｂ隊（団体女子）高陽　　Ｃ隊（男子縦走）広島学院

成　績

Ａ隊（出場校46校）①下館工業90.9　②秋田90.7　③岡山操山90.4　③熊本90.4

　　　　　　　　　 ⑤磐城90.0　⑤盛岡第四90.0　⑧修道89.8

Ｂ隊（出場校44校）①今治西91.2　　②長崎北陽台90.8　③新南陽89.7

③善通寺第一89.7　⑤富士宮西89.5　⑥城ノ内89.1
⑫高陽88.2

Ｃ隊（出場校23校）①長崎北陽台91.6　②守山91.3　　③池田90.2　③富士宮西90.2

　⑤盛岡見波89.8　⑤広島学院89.8

◎第58回国民体育大会山岳競技中国ブロック大会

と　き　2003年6月14日（土）～15日（日）　ところ　山口県山口市ｾﾐﾅｰﾊﾟｰｸ・鳳翩山

広島県出場者

男子　大矢哲（広島学院）　新見拓（安古市）　森本竜生（広島学院）

女子　児玉京子（賀茂）　小坂美和（高陽）　上野彩香（高陽）

成績　男子　①鳥取県　②山口県　③広島県　　女子　①山口県　②鳥取県　③広島県

男女とも本国体への出場権獲得はならず。

◎第6回中国高校スポーツクライミング大会

と　き　2003年7月20日（日）　　　ところ　岡山県湯原町クライミング施設

広島県出場者・成績（予選通過者）

男子リードの部（26名出場）　新見拓（安古市）8位　森本竜生（広島学院）9位
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